
 
 

 
品川区子ども読書活動推進計画（令和７年度～１１年度）の決定について 

１ 概要 

「子どもの読書活動の推進に関する法律」（平成 13年施行）に基づき、平成 17年３月に策定し、

平成 27年３月、令和２年３月と改定を行ってきた現在の計画が、令和７年３月に計画期間の終了を

迎える。これにあたり、社会の変化や新たな課題に応じ、「品川区子ども読書活動推進計画（令和 7

年度～令和 11年度）」を決定する。 

２ 策定委員会での検討 

学識経験者、関係団体に所属する者、保護者、校長、園長等 13名を委員とする「品川区子ども読

書活動推進計画（令和 7年度～令和 11年度）策定委員会」を設置し、令和 6年 6月 5日（水）か

ら令和 7年 1月 22日（水）にかけて委員会を５回開催して、素案の検討を行った。 

３ パブリックコメントの実施結果 

（１）期 間：令和 6年１1月２１日（木）から1２月 20日（金）まで 

（２）閲覧場所：区ホームページ・図書館・地域センター・区政資料コーナー 

（３）提出人数：14人（区ホームページ１3、ＦＡＸ０、郵送 0、窓口 1） 

（４）意見件数：５3件 

（５）内容および回答：別紙1「品川区子ども読書活動推進計画（令和 7年度～11年度）素案」に 

寄せられたご意見（要旨）と区の考え方」のとおり 

（6）修正箇所：（別紙 2参照） ｐ4の「不読率」、ｐ26の「ウェルビーイング」に語釈を追加 

ｐ33「5・より良い読書環境づくりのための施策  〇子どもの多様性に対応した幅広い

資料の収集」の収集した資料についてPRする対象を、まず「子どもたち」、次に「子ど

もに関わるすべての大人たち」とし、例として先生方、学校図書館スタッフを明記 

４ 教育委員会での決定 

令和 7年 2月 18日（火）の教育委員会にて審議、決定した。 

５ 計画および概要版 

別紙 3「品川区子ども読書活動推進計画（令和 7年度～令和 11年度）」、別紙 4「品川区子ども

読書活動推進計画 （令和7年度～令和 11年度）  概要版」のとおり 

６ 公表 

令和 7年 3月 2１日（予定） 広報しながわ、区ホームページにて公表 

令和 7 年 2 月 2 6 日 
文 教 委 員 会 資 料 
品 川 図 書 館 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙1

No. ご意見（要旨） 区の考え方

1

第1章　第一の1　策定の背景において、　新型コ
ロナウィルス感染拡大防止対策に伴い、区立図
書館全館で一時館内サービスが休止、制限と
なったことを明記すべき。

策定の背景は、図書館に限らず区全体について
の記述となります。第2章　子ども読書活動の現
状　第一の1区立図書館での取り組みの中で、コ
ロナ禍の影響について触れております。

2

第1章　第二　1国の動向　(1)第五次「子どもの
読書活動の推進に関する基本的な計画」　4つの
基本的方針の3　デジタル社会に対応した読書環
境の整備　の中で「図書館及び学校図書館の
DXを進める」とあるが、チャットGPTなど生成
AI(人工知能）への懸念が広がっており、教育現
場での活用は慎重に検討すべきであり、リスクに
ついても言及すべき。

国の動向として、国の計画について記述した部分
のため、このままの記述としますが、デジタル社会
の負の側面については、計画策定にあたっての視
点「デジタル社会のメリットを活かす」の中で、溢
れる情報の中から真偽を見極める必要があると
しております。

3

第1章　第二　2東京都の動向　(1)「第四次東京
都子供読書活動推進計画」の目指すものとして、
4.読書の質の向上　とあるが、「読書＝活字文化
や映像表現（マンガ、アニメ、映画、アート作品等
を含む）と親しむこと」と広く捉えるべきではない
か。

東京都の動向として、都の計画について記述した
部分のため、このままの記述とします。都の計画の
「読書の質の向上」についての詳説（ｐ21-22）
によると、読書の幅の拡大や、主体的に関わる態
度の育成を指していて、マンガやアニメを排除す
ることではないと読み取れます。

4

区立図書館とユニークな取り組みを行っている民
間図書館のスタッフが子ども読書活動について
自由闊達な意見交換ができる場：図書館サミット
の実現を切望する。

実現可能性について研究してまいります。

5

第3章　第二　計画策定にあたっての視点　の「デ
ジタル社会のメリットを活かす」に「子どもたちは、
溢れる情報の中から、その真偽を見極め、必要な
ものを選び取る力を身につけることが必要」とあ
るが、　そのためにどうすれば良いか言及すべき。

「子どもたちの、インターネット情報も含めた情報
活用能力の向上を図ること」としていますが、計
画の取り組みの中で、より具体的な方法について
検討していきます。

6

第4章　第二　計画の体系　の目標に「ウェルビー
イングにつなげる」という表現があるが、子ども達
を含めて地域に広く周知すべきと考えるので再検
討を望む。

「ウェルビーイング」の語釈を追加します。

7

第5章　計画推進のための施策　に「非核平和都
市品川宣言」40周年を迎え全ての図書館で全
世代に向けた平和資料（本、漫画、アニメ、DVD
等）の充実を求める。

施策として言及はしませんが、各図書館にて平和
資料の充実に努めてまいります。

8
希望者に図書館の本が回覧されてくる仕組みが
あると良い。

実現可能性について研究してまいります。

9
この計画には具体的な内容がない。
何が新しい施策なのか書かれていない。

具体的な施策・事業については、各部署にて年度
ごとに計画し進めてまいります。

「品川区子ども読書活動推進計画(令和7年度～11年度）素案」に寄せられたご意見(要旨）と
区の考え方
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別紙1

No. ご意見（要旨） 区の考え方

「品川区子ども読書活動推進計画(令和7年度～11年度）素案」に寄せられたご意見(要旨）と
区の考え方

10

ブックスタート（品川区での事業名は「はじめての
えほん　よんで　よんで　事業」）は、絵本を渡す際
に、その場で絵本の読み聞かせをして見せること
が大事で、予算をつけて人を手配するべき。

絵本を手渡す際に読み聞かせをすることが難し
いため、これを補う目的で「はじめてのえほん　よ
んで　よんで　講座」を実施しており、この講座の
充実を図っていきます。

11
現在の図書館のおはなし会は、良い本との出会
いの場になっていない。

おはなし会を担当していただくボランティアの方々
への研修の充実に努めます。

12

学校図書館で読み聞かせをするボランティアに
向けて、読み聞かせの意義や目的、方法を説明す
るパンフレットと読み聞かせに向く良書のリストを
各学校に配布してほしい。

計画の取り組みの中で検討してまいります。

13

こども読書の日ではなく、品川区民読書の日を設
けて、中高生、大学生さらには大人に向けて絵本
の読み聞かせをするイベントを企画し、絵本の良
さ、読み聞かせの良さを体感してもらい、こどもや
周りの人に読み聞かせるきっかけとなるようにし
てほしい。

計画の取り組みの中で検討してまいります。

14

この計画には学校図書館活用が抜けている。品
川区では公共図書館が学校図書館の指導にあ
たるのに、学校図書館の教育について何も計画
されていないことが問題。

品川区では、公共図書館は学校図書館のサポー
トを担っています。教育総合支援センター等と協
力して、学校図書館における計画の推進に当たっ
てまいります。

15

学校司書を業務委託ではなく直接雇用へ切り替
え、力のある学校司書を配置することによって、先
生との協働による読書教育を実現してほしい。

実現可能性について研究してまいります。

16

ボランティアがおはなし会で読んでいる本が、本
当に優れている本ではない。ボランティアに「絵
本、児童文学とは何か　優れた絵本とはどいうも
のでどれなのか」を学んでもらう講座をもっと行う
必要がある。

計画の取り組みの中で検討してまいります。

17

推進計画をより現状に即し、持続可能なものにす
るために、保育士、学校司書、学童クラブや児童
館の職員、お話し会の活動メンバー、直接雇用の
公共図書館司書、学校図書館に詳しい有識者
等、直接子どもと接している方を委員会メンバー
に加えるべきだった。

今後の検討事項といたします。

18

計画の実行に向け、定期的に会議を設けて取り
組み状況を共有し、問題点や成功事例を基に計
画を見直すべき。その際、直接子どもと接している
現場のメンバーを助言者として加え、実効性のあ
る推進計画としてほしい。

計画を実行していく中で検討してまいります。
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No. ご意見（要旨） 区の考え方

「品川区子ども読書活動推進計画(令和7年度～11年度）素案」に寄せられたご意見(要旨）と
区の考え方

19

学校図書館の役割をより明確にし、その充実に向
けた具体的な施策を推進計画に盛り込むべき。

具体的な施策・事業については、各部署にて年度
ごとに計画し進めてまいります。

20

事業の標準化や研修体制の整備により、（図書
館）全館で一定水準のサービスが提供されるよう
改善を望む。

全館共通のマニュアルに沿ってサービスを提供し
ておりますが、研修体制の整備については今後研
究に努め、サービスの向上に取り組んでまいりま
す。

21

ブックスタート（品川区での事業名は「はじめての
えほん　よんで　よんで　事業」）において、以下三
点の実施を提案する。
①4ヶ月検診時におはなし会を設ける
②本を手渡す際に、図書館で専門家が赤ちゃん
に読み聞かせを行い、本との関わり方を保護者に
伝える
③図書館で開催されるおはなし会（わらべうたな
ど）の案内を保護者に提供する

①については、関連部署と相談の上、実現可能性
について研究してまいります。
②については、絵本を手渡す際に読み聞かせを
することが難しいため、これを補う目的で専門家
による「はじめてのえほん　よんで　よんで　講座」
を実施しております。この講座の充実を図っていき
ます。
③についてはすでに実施しており、継続してまいり
ます。

22

児童サービスボランティアと学校図書館ボラン
ティア向け講座を一本化し、より実践的で役立つ
内容にすることで、効率的な学びの場を提供して
ほしい。

計画の取り組みの中で検討してまいります。

23

司書の配置を求める。 学校図書館運営支援スタッフは、主に司書、司書
補、司書教諭のいずれかの資格を有する者に務
めてもらっています。
公共図書館の窓口業務の委託事業者、指定管
理者についても、司書比率の向上を進めておりま
す。

24

「はじめてのえほん　よんで　よんで　事業」におい
て、カウンターで事務的に絵本を渡すだけでは、
絵本の楽しみ方や図書館利用などは伝わらな
い。スタッフの対応はどのようにしているのか？

絵本を手渡す際に読み聞かせをすることが難し
いため、これを補う目的で専門家による「はじめ
てのえほん　よんで　よんで　講座」を実施しており
ます。この講座の充実を図っていきます。

25

「おはなし会」で読む本の質に問題がある。その
場限りの受ける本やただ面白い本では心に残ら
ず読書に繋がらない。絵本の選書が大人の都合
でよい子の絵本・ウケる絵本・ためになる絵本に
なっていないか？「おはなし会」を運営するスタッ
フやボランティアの研修についてはいかがか？

おはなし会を運営するスタッフと、担当していただ
くボランティアの方々への研修の充実に努めま
す。

26

来館者数や貸し出し数のためにイベントを行うの
は数字に結果は表れるが、本当に読書に繋がっ
ているか？

イベントを行う際には、読書につながる内容とし、
関連図書の紹介等、貸出に結び付ける形で行っ
ており、これからも継続してまいります。

27

学校図書館には、専門家である司書が常駐して
ほしい。

現在、週15時間もしくは週18時間となっている
学校図書館運営支援スタッフ（司書）の配置時
間を拡張することについて検討してまいります。
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28

この素案を各学校に配布しているか？
区民へ周知しているか？

学校を含め、区民への周知は、広報しながわ11
月21日号、および品川区ホームページ、図書館
ホームページにて実施しております。

29

冊子を作り、だれもが読めるようにしてほしい。 決定した計画は、図書館ホームページでご覧いた
だけるようにするほか、印刷したものを各図書館
にて所蔵し、閲覧・貸出に供します。

30

品川区に数多くある子育て支援を担っている民
間団体NPOの力を借りて、子どもと本をつなぐこ
とも視野に入れてほしい。

協働について検討してまいります。

31

計画は流動的であり成功、失敗例を共有して進
めていくべきで、そのため、施策について、定期的
に現状をチェックし修正するべき。

計画を実行していく中で検討してまいります。

32

学校図書館の司書の配置問題を早急に改善して
ほしい。

現在、週15時間もしくは週18時間となっている
学校図書館運営支援スタッフ（司書）の配置時
間を拡張することについて検討してまいります。

33

策定委員会のメンバーに次回からは学校図書館
司書を置いて欲しい。また、子どもの委員も置い
て欲しい。

今後の検討事項といたします。

34
計画を周知する機会や、振り返りの機会などを設
けて欲しい。

計画を実行していく中で検討してまいります。

35

学校図書館司書は、子どもの学びと共に、教員の
サポートにも大きな力となること、積極的に活用す
ることが学校全体のフォローに繋がることを品川
区教育委員会・学校に知って欲しい。

「図書担当教諭研修会」等を通じ、引き続き周知
してまいります。

36

学校図書館の司書が毎日いられるようにし、子ど
もも教員も、学校に関わる多くの方が学びや知識
を得られる環境を整えてほしい。

現在、週15時間もしくは週18時間となっている
学校図書館運営支援スタッフ（司書）の配置時
間を拡張することについて検討してまいります。

37

「子どもの読書活動推進」は図書館だけではでき
ない。学校教育、指導課がかかわる必要がある。
保育・幼稚園・子育て関連の行政が計画に責任
を負わなくては推進できない。

この計画は、図書館、家庭、地域、保育園・幼稚
園・学校・児童センター等、子ども関連施設、区内
で活動する子ども関連団体と連携して推進して
いくものとしています。行政においては、教育・子
育てに関わる部署が連携して計画を推進してま
いります。

38

「特別な配慮を必要とする子ども」への取り組み
について、すべての段階で表現されるべき。特に
教諭・司書教諭・学校図書館スタッフへ研修を行
うことを記載してほしい。

すべての段階に共通する項目として、「5・より良
い読書環境づくりのための施策」を挙げており、
この中で子どもの多様性に対応する取り組みに
ついて言及しています。広くPRする対象として、教
諭・司書教諭・学校図書館スタッフを例示するこ
ととします。

39

学校図書館を計画的に授業で活用することが指
導要領でも求められている。授業でどのように図
書館が活用されているかが見える調査が必要。

授業における図書館の活用のされ方について、
把握し周知する方法について検討してまいりま
す。

4



別紙1

No. ご意見（要旨） 区の考え方
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40

情報活用能力は、学校図書館で、図鑑や百科事
典・年鑑・新聞・雑誌の活用、インターネットサイト
と本の違いなどを学ぶことが基礎となる。このた
めにも、また「特別な配慮を必要とする子ども」の
サポートのためにも学校司書の時間数を増やし
てほしい。

現在、週15時間もしくは週18時間となっている
学校図書館運営支援スタッフ（司書）の配置時
間を拡張することについて検討してまいります。

41
施策について（継続）（新規）（重点）など表記の
工夫ができないか。

表記はこのままといたしますが、すべての施策に
重点を置いて取り組んでまいります。

42

計画普及のための研修会・助言いただいた方に
よる「子ども読書推進講演会」の実施、進捗具合
を検討する「子ども読書推進懇談会」等を設ける
か、２年終了後に経過点検報告をしてほしい。

計画を実行していく中で検討して参ります。

43

4カ月健診の待ち時間にはじめての絵本よんでよ
んで講座を開くなどして全員参加できるようにす
る。あるいは簡素化してもいいので読み方のコツ
や重要性を簡単に説明して絵本パックを渡すよう
にする。

「はじめてのえほん　よんで　よんで　講座」の充実
方法のひとつとして検討して参ります。

44

中高生は勉強や部活で忙しく図書館に足を運ぶ
のは難しいため、学校図書館がいつでも開館して
いて学校司書が常駐していることが必要。

現在、週15時間もしくは週18時間となっている
学校図書館運営支援スタッフ（司書）の配置時
間を拡張することについて検討してまいります。

45

学校の先生方に、学校図書館の利活用について
の研修、デジタルツールとアナログツールの使い
分けの授業を行うための研修を、オンラインで参
加できる形で行うべき。

計画の取り組みの中で検討してまいります。

46

子供の読書活動を間近で見ている学校司書や
児童館職員、幼稚園教諭、保育士などをアンケー
トの対象にしてみてはどうか。

今後の検討事項といたします。

47

学校を訪問しての読み聞かせやブックトークは、
各学校に必ず年に何回は行くなど決めて提案し
ていくべき。

計画の取り組みの中で検討してまいります。

48

具体的にどの施設がどのような取り組みをするの
か、そしてどのように報告評価するのか、今後調
整していってほしい。

計画の取り組みの中で検討してまいります。

49

学校図書館運営支援スタッフを区の直接雇用に
し、かつ勤務時間を増やし、学校図書館を毎日開
館してほしい。
・

現在、週15時間もしくは週18時間となっている
学校図書館運営支援スタッフ（司書）の配置時
間を拡張することについて検討してまいります。

5
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No. ご意見（要旨） 区の考え方

「品川区子ども読書活動推進計画(令和7年度～11年度）素案」に寄せられたご意見(要旨）と
区の考え方

50

委員会に、図書館員、学校司書、運営支援スタッ
フ、子どもの読書に関して活動している人、区民、
公募の人等、現場の状況をわかる委員をいれる
べきだった。

今後の検討事項といたします。

51

読書人口を増やし意識喚起するには、「いい本に
出合った経験」を共有する仕組みを導入していく
ことが効果的なため、毎月の「区報」に区民から
寄せられるお薦め本の帯を載せるとか、「区議会
だより」に、区議からのお薦め本を紹介するなど
し、区内の所蔵図書館の情報も併せて掲載して
はどうか。

計画の取り組みの中で検討してまいります。

52

大人たちが図書館を利用している姿が、子どもた
ちへも模範的な行動として映るため、「書評プレ
ゼンおとなバージョン」のイベントを行ってはどう
か。

計画の取り組みの中で検討してまいります。

53

おとなが本を読んでいる姿を子どもたちが見るこ
とは、読書習慣を育むことに、大きく貢献するた
め、親子で共通の本に触れる機会を提供しては
どうか。定期に開催される朗読ブースみたいなも
のがあってもいい。

各館で行っているおはなし会は、親子で参加する
ことができますが、この他にも親子で参加できる
機会を提供できないか検討してまいります。

6
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第二 子ども読書活動の背景 

１ 国の動向 

（１）（国）第五次「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」（令和５年３月） 

〇令和５（2023）年３月、子どもの読書活動の推進に関する法律に基づき、第五次「子ども

の読書活動の推進に関する基本的な計画」が閣議決定されました。 

〇この計画において、地方公共団体は、子どもの読書活動の推進が円滑に実施されるよう、

学校、図書館、その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他必要な体制整備に

努めることが求められています。 

〇また、以下の４つの基本的方針が示されました。 

１．不読率（１か月に本を１冊も読まない子どもの割合）の低減 

就学前からの読み聞かせ等の促進、入学時等の学校図書館のオリエンテーション等

の充実、不読率が高い状態の続く高校生での探究的な学習活動等での図書館等の活用

促進、大人を含めた読書計画の策定 等 

２．多様な子どもたちの読書機会の確保 

障害のある子ども、日本語指導を必要とする子ども等、多様な子どもの可能性を引

き出すための読書環境を整備 

３．デジタル社会に対応した読書環境の整備 

社会のデジタル化、ＧＩＧＡスクール構想等の進展等を踏まえ、言語能力や情報活

用能力を育むとともに、緊急時等を含む多様な状況における図書への機能的アクセス

を可能とするため、図書館及び学校図書館等のＤＸを進める 

４．子どもの視点に立った読書活動の推進 

子どもが主体的に読書活動を行えるよう、子どもの意見聴取の機会を確保し、取組

に反映させる 

 

（２）（国）「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する基本的な計画」（令和２年４月） 

〇令和２年４月、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律（令和元年法律49号）

第７条に基づき、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する施策の総合的かつ計画

的な推進を図るために策定されました。 

〇基本的な方針として、以下の３方針が掲げられています。 

１．アクセシブルな電子書籍等の普及及びアクセシブルな書籍の継続的な提供 

２．アクセシブルな書籍・電子書籍等の量的拡充・質の向上 

３．視覚障害者等の障害の種類・程度に応じた配慮 

  

4 
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第二 計画の体系 

 

 

  

目的

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
読
書
や
本
の
活
用
等
を
通
じ
て
、

豊
か
な
感
性
を
育
み
、
実
り
多
き
人
生
を
送
る
力
を
身
に
つ
け
る

目標

社
会
の
一
層
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
踏
ま
え
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
幅
広
く
捉
え
、

図
書
館
・
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て

豊
か
な
読
書
体
験
の
機
会
を
創
出
し
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
つ
な
げ
る
。

策定の視点

本を読む

子どもを増やす

デジタル社会の

メリットを活かす

子どもの声を聴く

子どもの多様性

に対応する

※

※ウェルビーイング：誰もが自分らしくそれぞれの幸せや生きがいを感じるとともに、
社会全体が幸せや豊かさを感じられること 

26 
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５・より良い読書環境づくりのための施策 

〇 子どもの多様性に対応した幅広い資料の収集 

子ども向け大活字本、ＬＬブック
*1

、点字図書、さわる絵本
*2

、マルチメディアＤＡＩＳＹ

図書
*3

等バリアフリー図書の収集により、通常の図書を読むことが難しい子どもが、自分に

あった図書に出会える環境を整えるとともに、こういった資料があることを広くＰＲして

いきます。 

また、日本語を母語としない子どもたちが、日本語を習得するのに役立つよう、日本語

の多読
*4

図書を収集するとともに、英語や母国語での読書ができるよう、しながわ電子図書

館も含めて、多言語の資料を収集していきます。 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

＊1 ＬＬブック：誰でもやさしく読みやすいよう工夫して作られた本 

＊2 さわる絵本：絵本を原本とし、布や皮革、毛糸などの素材を用いて、台紙に絵の部分

を半立体的に貼り付け、文の部分を点字と墨字にした図書 

＊3 マルチメディアＤＡＩＳＹ図書：音声と一緒に文字や画像が表示されるデジタル図

書。読み上げているフレーズの色が変わるハイライト機能があり、また、読みやすい

ように、文字の大きさ、音声のスピード、文字や背景の色を選ぶことができる 

＊4 多読：辞書を使わずに、自分にとって読みやすい内容の本を たくさん読むことで、

語学力を身につける学習法 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

〇 子どもの多様性に対応したアプローチ 

身体の障害、家庭の事情等、様々な理由で、読書することが困難になっている子どもが、

どうすれば読書に親しめるのか、図書館が出向いていくことや、しながわ電子図書館の充

実も含め、アプローチの方法を検討していきます。 

 

〇 区内の関連施設等との連携 

都立品川特別支援学校、品川区児童相談所、障害児者総合支援施設「ぐるっぽ」、マイス

クール、明晴学園、子ども食堂等に働きかけ、連携して子どもの読書活動を推進すること

を視野に入れ、取り組みを進めていきます。 

修正前 
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５・より良い読書環境づくりのための施策 

〇 子どもの多様性に対応した幅広い資料の収集 

子ども向け大活字本、ＬＬブック
*1

、点字図書、さわる絵本
*2

、マルチメディアＤＡＩＳＹ

図書
*3

等バリアフリー図書の収集により、通常の図書を読むことが難しい子どもが、自分に

あった図書に出会える環境を整えます。 

日本語を母語としない子どもたちが、日本語を習得するのに役立つよう、日本語の多読
*4

図書を収集するとともに、英語や母国語での読書ができるよう、しながわ電子図書館も含

めて、多言語の資料を収集していきます。 

また、こういった資料があることを、子どもたちに広く知らせていくとともに、学校の

先生方、学校図書館スタッフをはじめとした、子どもに関わるすべての大人たちへもＰＲ

していきます。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

＊1 ＬＬブック：誰でもやさしく読みやすいよう工夫して作られた本 

＊2 さわる絵本：絵本を原本とし、布や皮革、毛糸などの素材を用いて、台紙に絵の部分

を半立体的に貼り付け、文の部分を点字と墨字にした図書 

＊3 マルチメディアＤＡＩＳＹ図書：音声と一緒に文字や画像が表示されるデジタル図

書。読み上げているフレーズの色が変わるハイライト機能があり、また、読みやすい

ように、文字の大きさ、音声のスピード、文字や背景の色を選ぶことができる 

＊4 多読：辞書を使わずに、自分にとって読みやすい内容の本を たくさん読むことで、

語学力を身につける学習法 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

〇 子どもの多様性に対応したアプローチ 

身体の障害、家庭の事情等、様々な理由で、読書することが困難になっている子どもが、

どうすれば読書に親しめるのか、図書館が出向いていくことや、しながわ電子図書館の充

実も含め、アプローチの方法を検討していきます。 

 

〇 区内の関連施設等との連携 

都立品川特別支援学校、品川区児童相談所、障害児者総合支援施設「ぐるっぽ」、マイス

クール、明晴学園、子ども食堂等に働きかけ、連携して子どもの読書活動を推進すること

を視野に入れ、取り組みを進めていきます。 

 

修正後 
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第１章 計画策定について 

第一 品川区子ども読書活動推進計画について 

１ 策定の背景 

品川区では、「子どもの読書活動の推進に関する法律」（平成13年施行）に基づき、平成

17年３月に「品川区子ども読書活動推進計画」（以下「本計画」という。）を策定し、それ以

前から行っていた子どもの読書環境を整え、読書機会をつくる取り組みをさらに強化して、

子どもの読書活動を推進する事業を継続してきました。 

平成27年３月には「品川区長期基本計画」の改定を踏まえた改定、令和２年３月には読

書離れが顕著なティーンズ世代に重点を置いた改定を行って、取り組みを続けて参りまし

たが、はかばかしい結果には結びついていない現状があります。 

この間、ＧＩＧＡスクール構想によって、児童・生徒一人に一台タブレット端末が与え

られるなど、子どもたちを取り巻く社会はますます高度情報化の様相を呈し、また、図書

館には、発達障害がある子どもや、母語が日本語ではない子どもの読書についての相談が

多く寄せられるようになるなどの変化が見られます。 

読書バリアフリーの実現は、ＳＤＧｓ（2015年9月の国連サミットにおいて全会一致で採

択された「持続可能な開発目標」）が掲げる「誰ひとり取り残さない」という理念にも通じ、

国が決定した第五次「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」においても、方針

のひとつ「多様な子どもたちの読書機会の確保」として、障害のある子ども、日本語指導

を必要とする子ども等、多様な子どもの可能性を引き出すための読書環境を整備すること

が示されています。 

このことを踏まえ、すべての子どもたちが対象であることを改めて確認した上で、品川

区における子どもの読書実態やニーズを捉え、新しい計画を策定します。 

  

二次元 
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２ 計画の目的 

 

 

 

 

 

読書は、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、想像力などを豊かにします。 

単なる知識の習得や情報収集にとどまらず、本を通じて新しい世界を発見し、多くの学

びや感動を得ることができます。また、他者の視点や異なる価値観に触れる貴重な体験を

得ることができます。 

子どもたちが読書を通じて豊かな感性を育むことは、将来の人生において多くの困難を

乗り越えていくための基礎を固めていくことにつながります。 

本計画では、「すべての子どもたちが、読書や本の活用等を通じて、豊かな感性を育み、

実り多き人生を送る力を身につける」ことを目的に掲げます。 

 

また、すべての子どもたちが読書に親しめる環境を享受するためには、読書のバリアフ

リー化のさらなる推進が重要です。 

子どもたちの発達段階に応じた対応にとどまらず、障害のある子ども、外国にルーツが

ある子ども、時間的・経済的に余裕のない子ども等、配慮を必要とする子どもたちに寄り

添い、すべての子どもたちが読書に親しめる環境づくりを進めます。 

 

さらに、子どもと接する保護者や大人たちが、読書活動の大切さをあらためて見直し、

図書館・学校・家庭・地域が一体となって読書の機会・きっかけづくりをしていくことで、

子どもたちが本に親しめる環境を整える計画とします。 

 

  

すべての子どもたちが、読書や本の活用等を通じて、 

豊かな感性を育み、実り多き人生を送る力を身につける 

二次元 

コード 
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３ 計画の期間 

本計画の期間は令和７年度から令和11年度までの５年間です。 

 

４ 計画の対象 

子どもの読書活動の推進に関する法律（平成13年成立）では、子どもを０ 18歳と定義

しています。 

また、第二条では「子ども（おおむね十八歳以下の者をいう）の読書活動は、子どもが、

言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生き

る力を身に付けていく上で欠くことのできないものであることにかんがみ、すべての子ど

もがあらゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を行うことができるよう、積

極的にそのための環境の整備が推進されなければならない。」と示されています。 

 

本計画では、ティーンズ（中学生段階・高校生段階）への取り組みに重点を置き、さらに

大学生段階にもアプローチし、乳幼児期から大学生段階に至るまで切れ目なく読書活動を

展開することを目指し、大学生段階までを含めて対象とします。 

 

５ 計画の推進主体 

本計画の主体は、品川区立図書館が中心となって、家庭、地域、保育園・幼稚園・小学

校・中学校・義務教育学校・高等学校・大学・児童センター・すまいるスクール・児童相談

所等、子ども関連施設、さらには区内で活動する子ども関連団体と連携して推進していく

ものとします。 

  

二次元 

コード 
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第二 子ども読書活動の背景 

１ 国の動向 

（１）（国）第五次「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」（令和５年３月） 

〇令和５（2023）年３月、子どもの読書活動の推進に関する法律に基づき、第五次「子ども

の読書活動の推進に関する基本的な計画」が閣議決定されました。 

〇この計画において、地方公共団体は、子どもの読書活動の推進が円滑に実施されるよう、

学校、図書館、その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他必要な体制整備に

努めることが求められています。 

〇また、以下の４つの基本的方針が示されました。 

１．不読率（１か月に本を１冊も読まない子どもの割合）の低減 

就学前からの読み聞かせ等の促進、入学時等の学校図書館のオリエンテーション等

の充実、不読率が高い状態の続く高校生での探究的な学習活動等での図書館等の活用

促進、大人を含めた読書計画の策定 等 

２．多様な子どもたちの読書機会の確保 

障害のある子ども、日本語指導を必要とする子ども等、多様な子どもの可能性を引

き出すための読書環境を整備 

３．デジタル社会に対応した読書環境の整備 

社会のデジタル化、ＧＩＧＡスクール構想等の進展等を踏まえ、言語能力や情報活

用能力を育むとともに、緊急時等を含む多様な状況における図書への機能的アクセス

を可能とするため、図書館及び学校図書館等のＤＸを進める 

４．子どもの視点に立った読書活動の推進 

子どもが主体的に読書活動を行えるよう、子どもの意見聴取の機会を確保し、取組

に反映させる 

 

（２）（国）「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する基本的な計画」（令和２年４月） 

〇令和２年４月、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律（令和元年法律49号）

第７条に基づき、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する施策の総合的かつ計画

的な推進を図るために策定されました。 

〇基本的な方針として、以下の３方針が掲げられています。 

１．アクセシブルな電子書籍等の普及及びアクセシブルな書籍の継続的な提供 

２．アクセシブルな書籍・電子書籍等の量的拡充・質の向上 

３．視覚障害者等の障害の種類・程度に応じた配慮 

  

二次元 
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（３）（国）第６次「学校図書館図書整備等５か年計画」（令和４年１月） 

〇令和４年度からの５年間で、全ての公立小中学校等において、学校図書館図書標準の達

成を目指すとともに、計画的な図書の更新、学校図書館への新聞の複数紙配備及び学校

司書の配置拡充を図ります。 

１．学校図書館図書の整備 

社会の変化や学問の進展を踏まえた児童生徒にとって正しい情報に触れる環境の整

備の観点から、学校図書館図書標準の達成のための新たな図書の整備に加え、計画的

な図書の更新を図る。 

２．学校図書館への新聞配備 

平成 27 年６月の公職選挙法等の改正による選挙権年齢の 18 歳以上への引下げや

令和４年度からの民法に規定する成年年齢の 18 歳への引下げに伴い、児童生徒が主

体的に主権者として必要な資質・能力を身につけることが一層重要になっており、発

達段階や地域の実情に応じた、学校図書館への新聞の複数紙配備（公立小学校等：１

校あたり２紙、公立中学校等：１校あたり３紙、公立高等学校等：１校あたり５紙を目

安）を図る。 

３．学校司書の配置 

改正学校図書館法における、学校司書配置の努力義務規定を踏まえ、学校司書の各

学校図書館への配置の推進を図る。 

 

２ 東京都の動向 

（１）「第四次東京都子供読書活動推進計画」（令和３年３月） 

〇令和３（2021）年３月、東京都における子供の読書活動の推進に関する施策の方向性や

取組を示す「第四次東京都子供読書活動推進計画」が策定されました。 

〇基本方針では、「学校(園)、図書館、家庭・地域、行政が連携して都内の子供の読書環境

を整え、子供の主体的・自発的な読書活動を、その発達段階に応じて推進していく」を

示しつつ、計画の目指すものとして、以下の４点を示しました。 

１．乳幼児期からの読書習慣の形成 

２．学習の基盤となる資質・能力の育成のための読書活動の推進 

３．特別な配慮を必要とする子供の読書環境整備の推進 

４．読書の質の向上 

また、主な取組として、発達段階（乳幼児、小・中学生、高校生等、特別な配慮を必要と

する子供）に合わせた取組、読書活動推進の基盤づくりを示しました。 
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第２章 子ども読書活動の現状 

第一 品川区の取り組み 

１ 区立図書館での取り組み 

（１）子どもの図書館利用 

区立図書館の子どもの登録者数の推移をみると、年齢の幅が違いますが、13歳～15歳と

16歳～18歳を合わせても、７～12歳の数には及ばず、登録者数が落ち込んでいることが読

み取れます。また、延べ利用者数（年齢別）の推移をみると、中学生世代からの落ち込みが

利用者数ではさらに顕著に表れています。 

登録者（有効利用者：年齢別）推移  各年４月 1 日現在 

 

 出典：品川区立図書館事業年報 

延べ利用者数（年齢別）推移  各年４月 1 日現在 

 

出典：品川区立図書館事業年報 
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（２）事業実績（児童サービス） 

①乳幼児啓発事業「はじめてのえほん よんで よんで」 

乳幼児期より本の楽しさを知ってもらうため、４か月児健康診査の受診者へ引換券を配

布し、区立図書館とおおさきこども図

書室で絵本パック（布の手提げバック

に、絵本１冊と図書館の利用案内、お

すすめ絵本のリスト等を入れたもの）

との引き換えを行っています。絵本は

５作品の中から１冊を選んでもらっ

ています。 

 

令和３年度より、保護者向け

に、赤ちゃんと一緒に絵本を開

く時間の楽しさ、大切さを伝え

る講座を開催しています。赤ち

ゃんと一緒にご参加いただき、

わらべうたをたっぷり楽しんで

もらった後で、赤ちゃん絵本の

読み聞かせを行っています。 

 

②おはなし会 

定例おはなし会は、令和２年度はコロ

ナ禍で開催できなかった時期があり回

数・参加人数とも少なくなっています。近

年、参加者の低年齢化が加速しており、そ

の対応と、小学生の参加を増やすことが

課題となっています。 

 
 

グローバルおはなしルーム・英語の

おはなし会は、外国語を母語とする子

ども、外国からの帰国児童の読書活動

を支援することを目的に行っていま

すが、当事者の参加は多くありませ

ん。 

ただ、多くの子どもたちが参加して

いて、身近に外国語や文化に触れられ

る場となっています。 

年度 回数 参加人数 開催図書館

グローバルおはなしルーム・英語のおはなし会

7 172
品川・荏原・

大井・五反田・大崎

令和５ 26 526 10館1室

令和２ 2 63 品川

令和３ 7 188
品川・荏原・
大井・五反田

令和４

※平均参加者数　小数点以下四捨五入

定例おはなし会

年度 回数 参加人数 ※平均

令和２ 212 1,997 9

令和３

令和５ 847 8,580 10

608 4,797 8

令和４ 840 7,364 9

令和５ 2,422 2,948 82.2%

令和２ 2,645 3,783 69.9%

令和３ 2,598 3,617 71.8%

年度
絵本パック
引換数

出生数 引き換え率

令和４ 2,459 3,410 72.1%

開催図書館

「はじめてのえほん　よんで　よんで　講座」

年度 回数 参加組数

令和３ 2 18

二葉・源氏前・
八潮・西口

荏原・大井・大崎

品川

令和４ 5 37

令和５ 8 46

二次元 
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聞こえない・聞こえにくい子も一緒に楽しめる手話

通訳つきのおはなし会を品川図書館で実施しています。

手話通訳を依頼する必要があるため、実施館・回数が限

られていることが課題です。 

 

 

 

 

 

③手作り会・科学あそび教室・一日図書館員・その他 

令和２年度はコロナ禍で、集まって行う行事はほとんどできなかったため、代わりに、

各館で、集まらなくても実施できるイベントをいろいろと工夫しました。それが好評だっ

たため、コロナが収束し、集まってイベントができるようになっても、続けて実施し、多

くの子どもたちに参加してもらっています。 

 
 

④しながわ親子読書の日の啓発事業 

毎月23日を「しながわ親子読書の日」として、親子で本を読んでもらうことを推奨して

います。その周知を目的として以下の取り組みを行っています。 

０～６歳までの乳幼児に向けて、読み聞かせをするのにおすすめの本のリスト「ねえ、

このほんよんで！」を毎月発行しています。テーマを決めて８冊紹介するほか、新刊２冊

を紹介し、図書館のホームページにも掲載しています。 

さらに、児童センターで行っている幼児クラブの参加者を主な対象として、絵本講座・

人形劇等の本に関わるイベントを児童センターと共催で実施し、「しながわ親子読書の日」

の周知を行っています。コロナ禍により、令和２年度～令和４年度までは、先の見通しが

立たなかったため、事業を共催することができませんでした。このため、令和３年度はＷ

ＥＢ上で、令和４年度は品川図書館を会場に、代替事業を行い、令和５年度になって児童

センターとの共催を再開することができました。児童センターからお声掛けいただき、近

隣保育園にも参加していただいています。 

参加人数 回数 参加人数

令和２ 0 0 0 0 0 0

年度
手作り会 科学あそび教室 一日図書館員 その他

回数 参加人数 回数 参加人数 回数

54 1,657

令和３ 6 428 13 210 13 35 134 6,889

令和４ 4 48 13 256 10 30 167 5,915

38 156 5,726令和５ 19 521 14 276 11

バリアフリーおはなし会

令和２ 1 8

令和３ 1 6

令和４ 1 18

令和５ 2 29

年度 回数 参加人数

二次元 
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⑤子ども読書の日フェアの開催 

「子ども読書の日(４月23日)」と秋の読書週間にちなんで、春と秋の２回、「子ども読書

の日フェア」を実施しています。  

各図書館で、児童コーナーにおいて特集本の展示を行なうブックフェアのほか、スペシ

ャルおはなし会、映画会、手づくり会等のイベントを開催しています。 

さらに、秋には全体イベントとして、荏原文化センターのほとんどの部屋を会場として、

人形劇や映画会、科学あそび、わらべうたあそびなど、いろいろなイベントに参加できる

一日を設けています。 

コロナのため休館していた令和２年度の春と、秋の全体イベントは中止しましたが、各

図書館では、本のセット貸出やスタンプラリーなど集まらずに実施できるイベントを工夫

しました。このイベントが好評で、コロナが収束した令和５年度も続けて実施しているも

のが多くあります。（次の表には、この集まらない形のイベントは含まれていません） 

 

 

 

⑥としょかんスタンプラリー 

毎年８月の一か月間、子どもが自分のカードで本を借りたらスタンプを押し、３つ集め

たらノートをプレゼントしています。借りた本の中からおすすめの本を書いてもらった読

書の実を図書館に掲示しています。 

  

回数 参加
年度

回数 参加 回数 参加

人形劇絵本講座 参加型イベント

令和４ 4 30組 6 50組

令和３ 1 20組

令和５ 7 159人 9 366人 2回 172人

参加人数

令和２ 13 175

年度
春・各館イベント 秋・各館イベント 秋・全体イベント

回数 参加人数 回数 参加人数 回数

延べ123

令和４ 13 251 10 107 13 延べ572

令和３ 11 115 7 103 11

延べ722令和５ 9 206 13 189 18

二次元 
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⑦地域施設への来館・訪問サービス 

コロナ禍で来館・訪問サービスとも落ち込んでいましたが、徐々に回復してきています。

特に保育園・幼稚園への訪問サービスの実績が著しく伸びています。７～９年生は、コロ

ナの影響で職場体験の受け入れ先が減り、図書館への依頼が増えたものと思われます。病

院サービスは、コロナで中止となった後、未だ復活できない状態です。 
 

 

上段：回数 

下段：参加人数 

 

⑧児童向けＰＲ物の作成 

区立図書館共通のＰＲ物として、以下の表にあるものを作成しています。また、各館独

自に、イベントのＰＲやおすすめの本の紹介を載せた新聞を作成しているほか、対象別・

ジャンル別お勧め図書リストを作成しています。 
 

 

 

  

年度 職場体験等

児童
センター

病院
サービス

7～9年生

図書館
見学

ﾌﾞｯｸﾄｰ
ｸ・おは
なし会

ﾌﾞｯｸﾄｰ
ｸ・おは
なし会

0

99 0 347 397 0 0

(来館) (訪問) (訪問・来館)

施設 保育園・
幼稚園・
幼保一体
施設

１～６年生 保育園・
幼稚園・
幼保一体

施設

１～６年生

令和３
62 29 2 47 3

2

令和２
13 6 0 18 22

493

5

906 995 77 2,819 421 124

0

8
836 474 36 1,309 80 84 118

32
80

令和４
56 45 4 114 82

13 40
1,564 724 318 4,774 1,669 244 432

令和５
93 22 10 217 34

「よんでみたいな」

「Let's Read」

「おひざのうえで」

「おひざのうえで　もっと」

「1ねんせいのみなさんへ」

「読書ノート」

毎年1年間に発行された新刊の中からおすすめの本を選んだリスト。「よ
んでみたいな」は幼児向け・小学1・2年生向け、3・4年生向け、5・6年
生向けの4種類。「Let's Read」は中学生向け

乳児向け、幼児向け2種類のおすすめ絵本のリスト

小学1年生むけ図書館の利用案内。全区立学校で配付。

読んだ本を記録するためのノート。子ども向け・親子向け2種類。
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（３）事業実績（ティーンズサービス） 

令和２年度には、コロナ禍の合間を縫って、12月にＴＶアニメ「天地創造デザイン部」

の第一話を上映する映画会を、品川・ゆたか・五反田の３館で実施しました。 

令和３年度には、「ティーンズ限定図書館利用カードキャンペーン」として、期間中に利

用カードの登録をした17名と更新手続きをした62名のティーンズにノベルティを提供した

り、ティーンズコーナーＰＲキャラクターを登場させ、その名前を投票で決めるキャンペ

ーン（投票数3927、内54票はＬＩＮＥによるもの）を行うなど、ティーンズ向けの事業は、

試行錯誤をしながら実施してきました。 

その中で、定着してきたのが、以下の事業となります。 

 

①自習室開放 

近隣の中学校・義務教育学校・高等学校の定期試験と、受験シーズンに合わせ、学生向

けに自習室を解放しています。学校にポスターを掲示してもらいＰＲを行っています。 

 

 

②ＰＯＰ作成イベント 

ＰＯＰコンテストを実施するにあたり、ＰＯＰ

作成のテクニックを学ぶ講座を開催しました。 

 

 

 

③ティーンズ書評バトルＰＯＰ部門（POPコンテスト） 

おすすめ本のＰＯＰを作成して応募してもらい、図書館の利用者に投票してもらうコン

テストを実施。応募が多いため、職員による一次審査で30作品に絞ってから、利用者に投

票してもらっています。各賞合わせ13名が受賞します。 

  

令和４ 5 563 3 68 3 38

令和５ 4 864 4 305 4 83

令和３ 3 483

回数 延べ利用人数 回数 延べ利用人数 回数 延べ利用人数
年度

品川図書館 大崎図書館 大崎図書館分館

令和３ ゆたか 14

令和４ 源氏前 4

令和５ 二葉 13

年度 実施館 参加人数

293作品 344

年度 応募 投票数

令和３ 63作品 344

令和４ 283作品 311

令和５

二次元 

コード 
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④ティーンズ書評バトルビブリオ部門（ビブリオバトル） 

応募したバトラーが５分でおすすめの本を紹

介した後、３分間、会場からの質問に応じる公式

ルールに則って実施します。観覧者の投票で、チ

ャンプを決めています。投票を集計する時間に

は、毎年多彩なゲストをお迎えし、講演をしても

らっています。 

この他、八潮図書館ではワークショップスタイルのビブリオバトルを実施、大井図書館

は伊藤学園でビブリオバトル出前授業を実施しました。 

 

⑤ティーンズボランティア 

各館でティーンズを対象にボランティア

を募集。ボランティア保険に加入して、図書

館の仕事を手伝ってもらっています。 

活動内容は、本の配架作業からＰＯＰの作

成、特集展示、イベント実施の補助まで、多

岐にわたっています。 

 

⑥ティーンズ向けＰＲ 

各館工夫をこらして、イベントのＰＲやおすすめの本の紹介を載せた新聞や、図書リス

トを作成、図書館ホームページのティーンズコーナーにも掲載しています。 

  

年度 バトラー 観覧者数

令和３ 6 69

令和４ 5 45

令和５ 6 72

年度 実施館 登録者数 活動回数
延べ

参加人数

令和５ 11 58 249 342

令和３ 6 19 39

令和４ 11 41 193 249

二次元 

コード 
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（４）ボランティア対象講座 

①児童サービスボランティア講座 

区立図書館のおはなし会を実施してもらう方々を「児童サービスボランティア」として

登録しています。おはなし会を実施するために必要な知識を学ぶ「新規ボランティア講座」

を隔年で開催しており、この講座を受講した方が対象です。 

登録後のスキルアップを目的として、レベルアップ講座も実施しています。 

また、図書館以外でも活動したい方に登録してもらい、ボランティアの派遣を希望する

区立施設に紹介する事業も行っています。 

 

②地域読み聞かせボランティア講座 

地域でボランティアとして読み聞かせなどの活動を行っている方を対象に公募を行い、

スキルアップを目的とした講座を行っています。 

 

 

 

 

  

10 97 2 22

12 149 1 22

12 109 2 18

延べ
参加人数

3 23

児童サービス 地域読み聞かせ

講座数
延べ

参加人数
講座数

令和２

令和３

令和４

令和５

年度

二次元 

コード 
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（５）学校図書館サポート 

①学校図書館運営支援スタッフの配置 

区立全小中学校・義務教育学校に、委託により学校図書館運営支援スタッフを配置して

います。運営支援スタッフの業務内容は、レファレンス・ブックトーク・資料収集・授業支

援など多岐にわたる業務内容の中から、学校と協議し業務を遂行しています。 

 

②学校図書館ボランティア 

学校の募集に応じて活動している学校図書館ボランティアに向けて、学校図書館の基礎

知識や、読み聞かせの仕方、本の修理等についての実務講座を開催するほか、学校で実施

する講座へ、講師の派遣も行っています。 
 

 

  

令和２

令和３

令和４

令和５

年度

4 65

講座数 参加人数

2 20

2 43

4 81

二次元 

コード 
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２ 学校等での取り組み 

（１）学校図書館の利用状況 

学校図書館運営支援スタッフが従事している年間735時間についての月別報告である「学

校図書館月間作業報告」によれば、令和５年度における小学校・義務教育学校（前期課程）

の学校図書館利用時限数は合計12,441時限、中学校・義務教育学校（後期課程）では合計

1,557時限でした。小学校・義務教育学校（前期課程）においては、毎月各学級１時限以上

利用している水準ですが、中学校・義務教育学校（後期課程）ではその水準は満たしてい

ません。 

小学校・義務教育学校（前期課程）では図書の時間での利用が11,864時限で、利用時限数

のほとんどを占めています。そのほか、国語科で412時限、市民科で25時限、社会科で10時

限、算数で９時限、理科で６時限と続きます。中学校・義務教育学校（後期課程）でも図書

の時間の利用が最も多いものの886時限に留まっており、中学校・義務教育学校（後期課程）

での学校図書館利用時限数の減少は、図書の時間が減ることが原因と思われます。 

反対にそのほかの教科では、国語科（513時限）、数学（31時限）、市民科（29時限）、社会

科（28時限）、理科（18時限）と、中学校・義務教育学校（後期課程）での利用の方が上回

っています。ただ、授業用資料を学校図書館で収集した回数は、小学校・義務教育学校（前

期課程）で1,382回（学級平均2.2回）であるのに対して、中学校・義務教育学校（後期課

程）では181回（学級平均1.0回）と少なくなっており、授業での学校図書館活用について

中学校・義務教育学校（後期課程）でより改善の余地があるといえます。 

 

 教
科
利
用
時
限 

       授
業
用
資
料
収
集
回
数 

読
み
聞
か
せ
回
数 

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
回
数 

 図
書
の
時
間 

国
語
科 

社
会
科 

算
数
／
数
学 

理
科 

市
民
科 

そ
の
他 

小学校・ 

義務教育学校 

（前期課程） 

12,441 11,864 412 10 9 6 25 115 
1,382 7,346 1,532 

(2.2) （11.9） （2.5） 

中学校・ 

義務教育学校 

（後期課程） 

1,557 886 513 28 31 18 29 52 
181 719 190 

（1.0） （4.1） （1.1） 
 

学校図書館利用実績(令和5年度) 

学校図書館月間作業報告（令和 5 年度）より 

※授業用資料収集回数、読み聞かせ回数、ブックトーク回数の（）内の数字は学級平均の回数です。 

※令和5年度の小学校・義務教育学校（前期課程）のクラス数（特別支援学級含む）は615学級です。中学

校・義務教育学校（後期課程）のクラス数（特別支援学級含む）は175学級です。 
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（２）学校での読書活動 

学校においても読み聞かせやブックトークを行っています。令和5年度には、小学校・義

務教育学校（前期課程）で読み聞かせは7,346回、ブックトークは1,532回行われており、そ

れぞれの学級平均は11.9回、2.5回でした。中学校・義務教育学校（後期課程）においては、

読み聞かせが719回、ブックトークが190回行われており、学級平均は4.1回、1.1回でした。 

その他、児童・生徒に学校図書館の利用を促すため、資料面・環境面での様々な取り組

みが行われているほか、教室に学校図書館資料を配架することで本を手に取りやすくする

アウトリーチ型の取り組みや、区立図書館と連携した来館促進の取り組みも行われていま

す。 

 

 

  

二次元 

コード 
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第二 子どもや家庭の読書活動の実態 

１ 子どもの読書実態 

（１）年代別の読書の状況 

１か月間の読書の有無を学年別でみると、「１～４年生」では「読んだ」が 90.3％、「５

年生」では 89.7％、「８年生」では 68.7％、「高校生」では 59.5％であり、学年が上がるに

つれて「読んだ」割合は低くなっています（図表２-１）。 

また、本を読むことが好きかどうかについては、「好き」「どちらかというと好き」を合

わせた肯定的評価が「５年生」では 77.1％ともっとも高く、次いで「高校生」（73.1％）、

「１～４年生」（71.0％）、「８年生」（59.0％）となっています（図表２-２）。 

 

図表２-１ １か月間の読書の有無（学年別） 

 

※表内の n は、回答者数を意味します。 

 

図表２-２ 本を読むことが好きか（学年別） 

 

90.3 

89.7 

68.7 

59.5 

8.3 

10.0 

31.2 

40.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１～４年生（n=629））

５年生（n=1,025）

８年生（n=541）

高校生（n=309）

読んだ 読んでいない わからない 無回答

41.3 

49.7 

30.7 

38.8 

29.7 

27.4 

28.3 

34.3 

20.2 

13.5 

22.4 

15.2 

8.7 

6.3 

16.6 

11.7 

3.1 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１～４年生（n=629）

５年生（n=1,025）

８年生（n=541）

高校生（n=309）

好き どちらかと

いうと好き

どちらかと

いうと好き

ではない

好きではない 無回答

二次元 
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（２）本を読まなかった理由 

５・８年生、高校生での本を読まなかった理由をみると、「ふだんから本を読まない」と

いった本を身近な存在として認識していない理由や、「テレビや動画をみたり、ゲームをす

る方が楽しい」といった読書以外に魅力を感じることを優先した理由、「時間がなかった」

といった時間的制約が上位に挙げられています（図表２-３）。 
 

図表２-３ 本を読まなかった理由（学年別、上位３項目） 

 
 

（３）インターネット等の利用状況 

５・８年生、高校生でのインターネット等の利用状況をみると、「スマートフォンやタブ

レット、パソコンをつかわなかった」は全ての学年で５％未満にとどまり、学年が上がる

につれて、複数のデジタルツールを使いこなしていることがうかがえます（図表２-４）。 
 

図表２-４ インターネット等の利用状況（学年別） 

 

単位：％ 第１位 第２位 第３位

ふだんから本を読まないから
テレビや動画をみたり、ゲー
ムをする方が楽しいから

読みたいと思う本がなかった
から

50.5 45.6 39.8

テレビや動画をみたり、ゲー
ムをする方が楽しいから

ふだんから本を読まないから
勉強や習いごと、部活などを
していて時間がなかったから

63.3 59.8 50.9

ふだんから本を読まないから
テレビや動画をみたり、ゲー
ムをする方が楽しいから

勉強や習いごと、部活などを
していて時間がなかったから

53.6 50.4 48.0

８年生
（n=169）

高校生
（n=125）

５年生
（n=103）

73.7 

57.4 

54.4 

31.4 

27.5 

27.1 

18.9 

12.3 

5.6 

9.8 

4.1 

90.2 

72.1 

70.1 

43.6 

80.0 

24.4 

39.0 

48.1 

10.4 

13.5 

0.7 

96.4 

80.9 

68.0 

60.2 

86.7 

47.2 

59.5 

80.9 

19.1 

11.0 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ユーチューブなどで動画や音楽をみたり、きいたりした

検索サイトをつかって調べごとや情報をあつめた

ゲームアプリやオンラインゲームをつかった

マンガを読んだ

メールやチャットをした

インターネット上の事典・図鑑をつかって調べごとをした

新聞のウェブ版やニュースサイトなどで記事を読んだ

Ｘ（旧ツイッター）やインスタグラムなどＳＮＳをつかった

雑誌のオンライン版やウェブマガジンを読んだ

その他のつかい方をした

スマートフォンやタブレット、パソコンをつかわなかった

５年生（n=1,025） ８年生（n=541） 高校生（n=309）

二次元 

コード 
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２ 読書環境の利用状況 

（１）区立図書館の利用状況 

この１年間での区立図書館の利用状況をみると、「１～４年生」では「利用した」が 78.1％

と最も高く、「５年生」では 60.0％、「８年生」では 57.1％、「高校生」では 48.5％となっ

ており、学年が上がるにつれて、区立図書館から足が遠のいています（図表２-５）。 
 

図表２-５ 区立図書館の利用状況（学年別） 

 

 

（２）しながわ電子図書館の認知・利用状況 

しながわ電子図書館の認知・利用状況をみると、全ての学年で「知らない」が約８割を

占め、利用率は３～５％台にとどまっており、「しながわ電子図書館」の存在を十分に認識

してもらえていないことがうかがえます（図表２-６）。 

 

図表２-６ しながわ電子図書館の認知・利用状況（学年別） 

 

  

78.1 

60.0 

57.1 

48.5 

21.9 

37.9 

41.4 

51.5 

2.1 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１～４年生（n=629）

５年生（n=1,025）

８年生（n=541）

高校生（n=309）

利用した 利用していない 無回答

5.2 

5.5 

3.9 

3.9 

10.8 

11.9 

15.2 

16.5 

83.9 

80.9 

79.9 

79.6 

1.8 

1.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１～４年生（n=629）

５年生（n=1,025）

８年生（n=541）

高校生（n=309）

知っていて

利用している

知っているけど

利用していない

知らない 無回答

二次元 
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（３）学校図書館の利用状況 

学校図書館の利用状況をみると、「５年生」では「行った」が 88.8％、「８年生」では 54.6％、

「高校生」では 39.5％であり、学年が上がるにつれて「行った」が減少しています（図表

２-７）。 

 

図表２-７ 学校図書館の利用状況（学年別） 

 

 

  

71.2 

4.1 

39.1 

40.5 

14.3 

9.3 

20.9 

2.0 

15.7 

18.7 

22.9 

44.7 

12.9 

9.4 

13.9 

11.7 

16.5 

58.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業で行った

宿題の調べごとをするために行った

本を借りに行った

本を読みに行った

その他のことをしに行った

行かなかった

５年生（n=1,025） ８年生（n=541） 高校生（n=309）

二次元 

コード 
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３ 家庭等での読書活動の状況 

（１）読み聞かせの状況 

４年生以下の子どもを持つ保護者向け調査結果によると、子どもの小学校入学前の読み

聞かせについて、「よく読み聞かせをしていた」「ときどき読み聞かせをしていた」を合わ

せた実践層が 89.5％、「あまり読み聞かせをしていなかった」「読み聞かせをしていなかっ

た」を合わせた非実践層が 10.3％となっています（図表２-８）。 

 

図表２-８ 子どもの小学校入学前の読み聞かせの有無 

 
 

（２）家庭や友だち間でしている読書活動 

高校２年生相当の青年向け調査結果によると、普段している読書活動について、「友だち

に読んだ本をすすめる」では「よくしている」「ときどきしている」を合わせて 37.1％であ

り、「読んだ本の内容や感想について友だちと話す」では 34.3％、「読んだ本の内容や感想

について家族と話す」では 33.0％となっています。読書をしている高校生世代の中に、本

を通じて家族や友達とコミュニケーションを図っている層が一定数存在することがうかが

えます（図表２-９）。 

 

図表２-９ 家庭や友だち間でしている読書活動（特に実践されている項目を抽出） 

 

よく読み聞かせを

していた

56.3%

ときどき読み聞かせ

をしていた

33.2%

あまり読み聞かせ

をしていなかった

8.1%

読み聞かせをして

いなかった

2.2%

無回答

0.2%

（n=629）

12.9 

8.4 

7.4 

23.9 

26.9 

25.9 

23.9 

26.9 

23.6 

37.2 

36.2 

42.4 

1.9 

1.6 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

友だちに読んだ本をすすめる

読んだ本の内容や感想に

ついて友だちと話す

読んだ本の内容や感想

について家族と話す

(n=309)

よく

している

ときどき

している

あまり

しない

まったく

しない

無回答

二次元 
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第３章 計画の背景と視点 

第一 計画策定の背景（まとめ） 

〇国の第５次「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」において、地方公共団体

に対し、子どもの読書活動の推進が円滑に実施されるよう、学校、図書館、その他の関

係機関及び民間団体との連携の強化その他必要な体制整備に努めることが求められまし

た。 

 

〇令和２年４月に国が策定した「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する基本的な

計画」では、アクセシブルな書籍・電子書籍等の継続的な提供、障害の種類・程度に応じ

た配慮を行うことが基本的な方針として掲げられています。 

 

〇国の第６次「学校図書館図書整備等５か年計画」において、改正学校図書館法における、

学校司書配置の努力義務規定を踏まえ、学校司書の各学校図書館への配置の推進を図る

ことが示されました。 

 

〇区立図書館では、ティーンズサービスに重点を置いた取り組みを行ってきており、ＰＯ

Ｐとビブリオによる書評バトル、ティーンズボランティア等の事業は、徐々に定着しつ

つあります。 

 

〇学校では、授業等における学校図書館の利用を促進するために、学校図書館運営支援ス

タッフの配置時間を増やし、より充実したサポートを受けられるようにすることが求め

られています。 

 

〇アンケート調査の結果、本が好きな子どもたちが多いにも関わらず、学年が上がるにつ

れ、本を読めていない状況があることがわかりました。 

 

〇令和３年より運用している「しながわ電子図書館」については、約８割の子どもたちは

その存在を知らず、利用率は３～５％であることがわかりました。 

 

 

 

  

二次元 

コード 
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第二 計画策定にあたっての視点 

○本を読む子どもを増やす 

  アンケート調査の結果、多くの子どもたちが本を読むことが好きと回答しており、そ

れは中学生・高校生でも変わりませんでした。ところが、１か月の間に本を読んだかに

ついての回答になると、年齢が上がるにつれ減少しています。それは、子どもたちの世

界が広がり、読書以外に興味を示しているということですが、感受性が強く多くのこと

を覚えるこの時期は読書にとっても重要な時期となります。これまで重点を置いて様々

な取り組みを行ってきたティーンズ世代へのアプローチをさらに充実させ、同時に、将

来を見据えて、乳幼児期からの取り組みにも力を入れ、本を読む子どもを増やすことを

目指します。 

○子どもの多様性に対応する 

国の第五次「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」では、障害のある子ど

も、日本語指導を必要とする子ども等、多様な子どもたちの読書機会を確保することが

方針に掲げられています。実際、図書館には、区民・利用者から、発達障害がある子ども

や、母語が日本語ではない子どもの読書についての相談が寄せられるようになってきて

います。このことを踏まえ、「あらゆる子どもの読書環境を整えること」に重点を置いた

施策を進めます。  

○デジタル社会のメリットを活かす 

ＧＩＧＡスクール構想によって、児童・生徒一人に一台タブレット端末が与えられる

など、子どもたちを取り巻く社会は、ますますデジタル化が進んでいます。このような

状況の中で、子どもたちは、溢れる情報の中から、その真偽を見極め、必要なものを選

び取る力を身に着けることが必要となってきます。また、電子書籍等のデジタルデバイ

スの活用は、もう一つの視点「子どもの多様性に対応する」から見ても、大きな力とな

ることが期待されます。本計画では、電子図書館の可能性とともに、子どもたちの、イ

ンターネット情報も含めた情報活用能力の向上を図ることも念頭に取り組みを進めてま

いります。 

○子どもの声を聴く 

子どもの読書活動を推進する計画においては、子どもの声をどれだけ活かすことがで

きたかが重要です。これまでの経過や現状を踏まえ、様々な機会を捉えて子どもの声を

聴き、取り組みにつなげてまいります。  

二次元 

コード 
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第４章 計画の目標と体系 

第一 計画の目標 

１ 目標 

 

 

 

 

デジタル化の急速な進展は、情報収集、コミュニケーションのツールとしてインターネ

ットやデジタルメディアを子どもたちにも身近なものとしました。こうした状況の中で、

子どもたちの読書活動も、新しい形で捉えていくことが必要です。 

このような状況においては、「読書」を、紙の本だけでなく、電子書籍やオーディオブッ

ク等、デジタル技術を活用した読書をも含めたものとして捉えることが求められます。 

紙の本だけでなく、デジタルメディアも活用しながら、誰もが簡単にアクセスできる読

書環境を整えていくことで、読書の楽しさや知識の広がりを享受できるようにしていくこ

とを目指します。 

 

また、このような読書体験を充実させるためには、図書館・学校・家庭・地域が連携して

子どもたちを支えることが不可欠です。各主体がそれぞれの役割を果たしつつ、相互に補

完し合うことで、子どもたちの多様な読書環境を実現します。 

 

本計画では、すべての子どもたちがデジタル社会の中でも豊かな読書体験を享受し、心

身ともに健やかに成長できる環境を整えます。 

すべての子どもたちが、より身近に本と触れ合い、知識や感性を深め、豊かに人生を歩

む力を育むことで、ウェルビーイングにつなげてまいります。 

  

社会の一層のデジタル化を踏まえ子どもの読書活動を幅広く捉え、 

図書館・学校・家庭・地域が連携して、 

豊かな読書体験の機会を創出し、ウェルビーイングにつなげる。 

二次元 

コード 
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２ 段階別目標 

本計画では、成長過程に応じた段階的な取り組みを進めることを前提として、段階別目

標と、すべての段階に共通するものとして、支え手としての大人たちの目標、より良い読

書環境を整えるための目標を、次のように掲げます。 

（１）乳幼児期 

保護者等、安心できる人たちとふれあう中で、「わらべうた」等を聞き、声を聞く心地よ

さを味わい、絵本を読み聞かせてもらって言葉を育み、いろいろな本に親しみます。 

（２）小学生段階（義務教育学校前期課程に通う児童を含む） 

読み聞かせからひとり読みへスムーズに移行し、様々な本に出合って、読書の世界を広

げるとともに、本等を活用して知りたいことを調べる力、情報を取捨選択する力を身につ

けます。 

（３）中学生段階（義務教育学校後期課程に通う生徒を含む） 

一人ひとり異なる読書興味を追求するとともに、本やインターネットから得た情報を活

用し、社会に主体的に関わろうとする意識・意欲を育み、そのための能力を高めます。 

（４）高校生段階 

読書の幅を広げるとともに、本やインターネットから得た知識・情報を活用して、主体

的に社会へ参画し、情報を発信する側に立つべく、情報活用能力を身につけます。 

（５）大学生段階 

地域の大学生世代同志がつながり、中学生・高校生ともつながって、区の子ども読書活

動推進の一翼を担うことを目指します。 

（６）保護者等周りの大人たち 

子どもたちと一緒に、読書を楽しみます。本を読むことをためらう子どもたちも、少し

の手助けで読むようになることを認識し、実際に読書へ導くことを目指します。 

（７）より良い読書環境のために 

誰もが、気軽に、読書の楽しさを味わえる環境づくりを目指します。 

①障害の有無に関わらず、誰でも読書に親しめる環境づくり 

②多言語で読書ができ、日本語習得の支援にもつながる環境づくり 

③身近な場所で読書につながることのできる環境づくり 

  

二次元 

コード 
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第二 計画の体系 

 

 

  

目的
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策定の視点

本を読む

子どもを増やす

デジタル社会の

メリットを活かす

子どもの声を聴く

子どもの多様性

に対応する

二次元 

コード 

※ウェルビーイング：誰もが自分らしくそれぞれの幸せや生きがいを感じるとともに、
社会全体が幸せや豊かさを感じられること 

※ 



別紙 3 

27 

 

  

より良い読書環境のために

誰もが、気軽に、

読書の楽しさを味わえる

環境づくりを目指します。

段階別目標

【乳幼児期】

保護者等、安心できる人たちとふれあう中で、

「わらべうた」等を聞き、声を聞く心地よさを味
わい、絵本を読み聞かせてもらって言葉を育み、
いろいろな本に親しみます。

【小学生段階】

読み聞かせからひとり読みへスムーズに移行し、
様々な本に出合って、読書の世界を広げるととも
に、本等を活用して知りたいことを調べる力、情
報を取捨選択する力を身につけます。

【中学生段階】

一人ひとり異なる読書興味を追求するとともに、

本やインターネットから得た情報を活用し、社会
に主体的に関わろうとする意識・意欲を育み、そ
のための能力を高めます。

【高校生段階】

読書の幅を広げるとともに、本やインターネッ

トから得た知識・情報を活用して、主体的に社会
へ参画し、情報を発信する側に立つべく、情報活
用能力を身につけます。

【大学生段階】

地域の大学生世代同志がつながり、中学生・高
校生ともつながって、区の子ども読書活動推進の
一翼を担うことを目指します。

【保護者等周りの大人たち】

子どもたちと一緒に、読書を楽しみます。
本を読むことをためらう子どもたちも、少しの手助けで読むようになることを認識し、
実際に子どもたちを読書に導くことを目指します。

障害の有無に関わらず

誰でも読書に親しめる

環境づくり

多言語で読書ができ

日本語習得の支援にも

つながる環境づくり

身近な場所で読書に

つながることができる

環境づくり

二次元 

コード 
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第５章 計画推進のための施策 

１・乳幼児期における読書活動推進のための施策 

〇 乳幼児啓発事業「はじめてのえほん よんで よんで」 

４か月児健康診査受診者に引換券を配布し、品川区立図書館全館(11 館)とおおさきこど

も図書室で、絵本１冊と図書館の利用案内、おすすめ絵本のリスト等を入れた布製の手提

げバッグと引換えを行います。現在、５種類の絵本から１冊選択してもらっていますが、

この選択肢に点字付き絵本・外国語の絵本を加えることを検討します。 

また、保護者と子どもが一緒に参加できる講座を実施し、乳児期から絵本に触れる意義、

子守歌・わらべうたが聞く耳を育てることを伝えていきます。 

 

〇「しながわ親子読書の日」「家読」の啓発 

毎月23日を「しながわ親子読書の日」とし、親子が家庭で一緒に読書を楽しむよう、月

ごとにテーマを決めて、読みきかせにおすすめする絵本のリストを発行します。また、記

録をつけることが読書の励みとなるよう、子ども向け・親子向けの読書ノートを配布し、

家読を広めます。 

 

〇 おはなし会の実施 

子どもたちが、よい絵本に出会う場としておはなし会を行います。幼児・小学生向けの

おはなし会のほか、近年、需要の高まっている乳児向けのおはなし会、英語や多言語での

おはなし会、手話付きのおはなし会等を実施していきます。 

 

〇 子ども読書の日フェアの実施 

４月２３日の「子ども読書の日」と秋の読書週間にちなんで「子ども読書の日フェア」

を開催し、特集本の展示、映画会・おはなし会・手作り会・人形劇・科学工作あそびなどの

イベントを実施します。 

 

〇 スタンプラリーの実施 

８月１か月間の間に、異なる日付で３回自分の利用カードで本を借り、スタンプを集め

た子どもに賞状と景品を渡します。丸い用紙におすすめの本を書いてもらい、果実に見立

てて、読書の実として展示します。 

 

〇 保育園・幼稚園等へのグループ貸出・団体配本 

保育園・幼稚園等のクラスごとに50冊まで１か月間の貸出をします。図書館から遠い地

域の希望する施設へは、図書館で選書した本を３か月ごとに配本する団体配本を行います。 

  

二次元 

コード 
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〇 保育園・幼稚園等への訪問おはなし会・来館おはなし会の実施 

保育園・幼稚園等の施設へ出向き、または来館してもらって、おはなし会を行います。ま

た、大勢への読み聞かせに向く大型絵本を収集します。 

 

〇 児童センターとの共催事業 

児童センターを会場に、絵本講座・人形劇等の本に関わるイベントを実施し、普段図書

館を利用しない層に対しても、図書館や「しながわ親子読書の日」、「家読」をＰＲします。 

 

〇 ＰＲ物の作成 

全館共通のＰＲ物として、 

「絵本とあかちゃん～はじめての出会い」「ご家庭での絵本の楽しみ方」 

「おひざのうえで」０～２歳向け・３～５歳向け（おすすめ絵本のリスト） 

「おひざのうえで もっと」０～２歳向け・３～５歳向け 

「よんでみたいな ちいさいこむけ」（前年 1 年に発行された中から選んだリスト） 

を配布します。他に、各館ごと地域特性に合わせて工夫したＰＲ物を作成・配布します。 

 

〇 児童サービスボランティア・地域読み聞かせボランティア向け講座の実施 

区立図書館のおはなし会を実施してもらう「児童サービスボランティア」に登録しても

らうために必要な知識を学ぶ「新規ボランティア講座」、登録後のスキルアップを目的とし

たレベルアップ講座、図書館以外でも活動したい方に登録してもらい、派遣を希望する区

立施設に紹介する事業を行います。 

 

〇 地域読み聞かせボランティア向け講座の実施 

地域でボランティアとして読み聞かせなどの活動を行っている方を対象に公募を行い、

スキルアップを目的とした講座を行います。 

 

２・小学生段階における読書活動推進のための施策 

〇 新入生向け利用案内の発行 

小学校１年生に向けて、図書館の紹介をする利用案内を作成し、区立小学校・義務教育学

校を通して配付します。 

 

〇 おはなし会の実施 

子どもたちが、よい絵本に出会う場としておはなし会を行います。定例のおはなし会の

ほか、英語や多言語でのおはなし会、手話付きのおはなし会を実施していきます。 

 

〇 子ども読書の日フェアの実施 

乳幼児期の項目参照 二次元 

コード 
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〇 スタンプラリーの実施 

乳幼児期の項目参照 

 

〇 科学あそび教室の実施 

    観察や実験を通して自然科学への興味を喚起させ、知識の本や科学読み物への導入を図

るために開催します。 

 

〇 図書館員体験    

図書館の仕事を実際に体験してもらうことによって、図書館や読書により興味を持って

もらうことを目的としています。 

 

〇 図書館見学 

学校等からの依頼を受けて、図書館見学を実施します。普段は見ることのできない裏側

を見てもらい、どのように仕事をしているかを知ってもらうことで、図書館へ親しみを感

じてもらいます。 

 

〇 学校等への訪問おはなし会・ブックトークの実施 

希望する学校等へ訪問し、おはなし会、ブックトークを実施します。 

  

〇 児童センター・すまいるスクール等へのグループ貸出・団体配本 

児童センター・すまいるスクール等に50冊まで１か月間の貸出をします。図書館から遠

い地域の希望する施設へは、図書館で選書して３か月ごとに配本する団体配本を行います。 

 

〇 ＰＲ物の作成 

全館共通のＰＲ物として「よんでみたいな！」（前年 1 年に発行された中からおすすめの

本を選んだリスト）１・２年生向け、３・4 年生向け、５・６年生向けを発行、配布します。  

そのほか、各館ごと地域特性に合わせて工夫した図書館新聞、おすすめ本リストなどの

ＰＲ物を作成・配布します。 

 

〇 学校図書館運営サポート 

品川区立小・中学校および義務教育学校の学校図書館に、貸出返却・資料集め・レファ

レンス・資料整備・読み聞かせ・ブックトーク・学校図書館だよりや装飾の作成、選書補助

等の業務を行う学校図書館運営支援スタッフを配置します。現在、週１５時間または１８

時間の配置時間を拡張することを目指します。また、学校図書館をシステム・ネットワー

ク化し、区立図書館システムと連携を行い、学校図書館で予約・取り寄せをした区立図書

館の本を、巡回車で週２回、配送します。学校図書館ボランティアを対象に、学校図書館

の基礎知識・読み聞かせの仕方等についての講座を行い、研修機会を提供します。 

  

二次元 

コード 
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３・中学生段階における読書活動推進のための施策 

〇 ティーンズコーナーの充実 

各館のティーンズコーナーに、中学生から大学生までに向けたさまざまな資料を並べま

す。資料の収集においては、ティーンズボランティアをはじめとしたティーンズの声をで

きるだけ反映させて選書を行います。 

〇 ティーンズ書評バトルの実施 

ＰＯＰ部門（おすすめ本のＰＯＰを作成して応募してもらい、図書館の利用者の投票で

チャンプを決めるコンテスト）とビブリオ部門（応募したバトラーが５分でおすすめの本

を紹介した後、３分間、会場からの質問に応じ、観覧者の投票でチャンプを決める）の２

つの書評バトルを行い、おすすめの本を紹介するという形の自己表現の場を提供するのと

同時に、同年代がおすすめする本によって、読書興味の幅を広げる機会とします。 

 

〇 ティーンズボランティア 

各館でティーンズを対象にボランティアを募集し、本の配架作業からＰＯＰの作成、特

集展示、イベント実施の補助等の活動をしてもらいます。 

 

〇 職場体験 

学校等からの依頼を受けて、生徒に職場体験をしてもらいます。図書館の仕事を実際に

体験してもらい、将来の職業選択の参考としてもらいます。 

 

〇 学校でのブックトーク・ビブリオバトル出前授業の実施 

希望する学校等へ訪問し、ブックトークや、ビブリオバトルを体験してもらう出前授業

を実施します。 

 

〇 自習室開放 

近隣の中学校・義務教育学校・高等学校の定期試験と、受験シーズンに合わせ、学生向

けに自習室を解放します。 

 

〇 ＰＲ物の作成 

全館共通のＰＲ物として「Ｌｅｔ‘ｓ Ｒｅａｄ！」（前年 1 年に発行された中からおす

すめの本を選んだリスト）を発行、配布します。  

そのほか、各館ごと地域特性に合わせて工夫した図書館新聞、おすすめ本リストなどの

ＰＲ物を作成・配布、図書館ホームページのティーンズコーナーにも掲載します。 

 

〇 学校図書館運営サポート 

小学生段階の項目参照 
二次元 
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４・高校生・大学生段階における読書活動推進のための施策 

〇 ティーンズコーナーの充実 

各館のティーンズコーナーに、中学生から大学生までに向けたさまざまな資料を並べま

す。資料の収集においては、ティーンズボランティアをはじめとしたティーンズの声をで

きるだけ反映させて選書を行います。 

〇 ティーンズ書評バトルの実施 

ＰＯＰ部門（おすすめ本のＰＯＰを作成して応募してもらい、図書館の利用者の投票で

チャンプを決めるコンテスト）とビブリオ部門（応募したバトラーが５分でおすすめの本

を紹介した後、３分間、会場からの質問に応じ、観覧者の投票でチャンプを決める）の２

つの書評バトルを行い、おすすめの本を紹介するという形の自己表現の場を提供するのと

同時に、同年代がおすすめする本によって、読書興味の幅を広げる機会とします。 

 

〇 ティーンズボランティア 

各館でティーンズを対象にボランティアを募集し、本の配架作業からＰＯＰの作成、特

集展示、イベント実施の補助等の活動をしてもらいます。 

 

〇 学校でのブックトーク・ビブリオバトル出前授業の実施 

希望する学校等へ訪問し、ブックトークや、ビブリオバトルを体験してもらう出前授業

を実施します。 

 

〇 自習室開放 

近隣の中学校・義務教育学校・高等学校の定期試験と、受験シーズンに合わせ、学生向

けに自習室を解放します。 

 

〇 ＰＲ物の作成 

各館ごと地域特性に合わせて工夫したティーンズ向けの新聞、おすすめ本リストなどの

ＰＲ物を作成・配布、図書館ホームページのティーンズコーナーにも掲載します。 

 

〇 高等学校等との連携 

区内にある高等学校に対し、公共図書館に求めるサービスや、ボランティア体験・図書

館見学の受入れ等のニーズについて調査し、連携を進めていきます。 

 

〇 大学との連携 

区内にある立正大学、清泉女子大学の大学図書館でアルバイトをしている学生のグルー

プに、ティーンズに向けた企画を提案してもらい、協同で実施していきます。 
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５・より良い読書環境づくりのための施策 

〇 子どもの多様性に対応した幅広い資料の収集 

子ども向け大活字本、ＬＬブック
*1

、点字図書、さわる絵本
*2

、マルチメディアＤＡＩＳＹ

図書
*3

等バリアフリー図書の収集により、通常の図書を読むことが難しい子どもが、自分に

あった図書に出会える環境を整えます。 

日本語を母語としない子どもたちが、日本語を習得するのに役立つよう、日本語の多読
*4

図書を収集するとともに、英語や母国語での読書ができるよう、しながわ電子図書館も含

めて、多言語の資料を収集していきます。 

また、こういった資料があることを、子どもたちに広く知らせていくとともに、学校の

先生方、学校図書館スタッフをはじめとした、子どもに関わるすべての大人たちへもＰＲ

していきます。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

＊1 ＬＬブック：誰でもやさしく読みやすいよう工夫して作られた本 

＊2 さわる絵本：絵本を原本とし、布や皮革、毛糸などの素材を用いて、台紙に絵の部分

を半立体的に貼り付け、文の部分を点字と墨字にした図書 

＊3 マルチメディアＤＡＩＳＹ図書：音声と一緒に文字や画像が表示されるデジタル図

書。読み上げているフレーズの色が変わるハイライト機能があり、また、読みやすい

ように、文字の大きさ、音声のスピード、文字や背景の色を選ぶことができる 

＊4 多読：辞書を使わずに、自分にとって読みやすい内容の本を たくさん読むことで、

語学力を身につける学習法 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

〇 子どもの多様性に対応したアプローチ 

身体の障害、家庭の事情等、様々な理由で、読書することが困難になっている子どもが、

どうすれば読書に親しめるのか、図書館が出向いていくことや、しながわ電子図書館の充

実も含め、アプローチの方法を検討していきます。 

 

〇 区内の関連施設等との連携 

都立品川特別支援学校、品川区児童相談所、障害児者総合支援施設「ぐるっぽ」、マイス

クール、明晴学園、子ども食堂等に働きかけ、連携して子どもの読書活動を推進すること

を視野に入れ、取り組みを進めていきます。 
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６・子どもの読書活動を進めるための情報発信 

〇 子どもに届く多様な情報発信 

各段階の施策として、作成・配布することとしているＰＲ物について、従来の配布方法・

図書館ホームページへの掲載に加え、各種ＳＮＳ・デジタルサイネージの利用を含め、広

く発信していきます。 

〇 図書館ホームページの充実 

読書活動に関する情報発信のプラットホームとして、図書館ホームページの「こどもの

ページ」「ＴＥＥＮｓのページ」を、それぞれの対象者にとって魅力的かつ使いやすいもの

にしていきます。また、保護者、学校・幼稚園・保育園等の先生方等、子どもの読書活動

に関心のある大人の方々に向けたページについても充実を図ります。 
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資料編 

第一 基礎調査 

１ アンケート調査の概要 

（１）目的 

本計画の策定にあたり、以下の３つの調査を実施し、品川区の子どもや家庭での読書活

動等の実態を把握しました。 

 

（２）調査内容 

調 査 対 象 

①品川区立学校に通う５年生および８年生生徒 

②品川区に在住する１年生～４年生の子どもを持つ保護者 1,500 人 

③品川区に在住する高校２年生相当の青年 1,500 人 

抽 出 方 法 
①品川区立学校 52 校へ調査協力を依頼 

②・③品川区住民基本台帳に基づく、層化無作為抽出 

調 査 方 法 
①学校を通した調査依頼により、紙の調査票を配布・回収 

②・③調査票を郵送配布し自記入方式で回答、郵送回収・WEB 回収の併用 

調 査 期 間 
①令和６年７月８日（月）～７月 25 日（金） 

②・③令和６年８月 21日（水）～９月２日（月） 

有効回収数・ 

回収率 

①1,566 件 

②629 件、41.9％ 

③309 件、20.6％ 

 

（３）調査結果（まとめ） 

調査結果の詳細については、別冊「品川区子ども読書に関するアンケート調査報告書」

をご参照ください。 
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２ ヒアリングの概要 

（１）目的 

子どもの読書活動や電子メディア利用に関する知見を持つ有識者等を対象にヒアリング

調査を実施し、その結果を分析することで、計画策定における施策検討の資料とします。 

 

（２）対象、実施日時 

氏名 肩書 実施日時 

佐藤毅彦 立正大学文学部教授 令和６年７月 23 日 14:00～15:00 

※２名同時に実施 
堀純子 立正大学文学部教授 

安形輝 亜細亜大学経営学部データサイエンス学科教授 令和６年７月 26 日 10:15～11:00 

岡枝理佳 NPO 法人 IWC 国際市民の会理事 令和６年７月 26 日 13:00～13:45 

野口武悟 専修大学文学部教授 令和６年７月 30 日 17:30～18:30 

 

（３）ヒアリング結果 

①中学生・高校生の読書習慣・読書活動の現状について 

〇中学生と高校生の読書活動については、ずっと不読率が高い。小学校、中学校は、結構、 

朝の読書が効いていると思う。本当に読書習慣が身についているのかどうかは、これか

らわかってくる。 

〇高校生については、忙しいというよりは、学校で無理やり読書させることに抵抗がある

と思う。高校生は、自分が読みたいと思わないと読まない。正直、短期的なことでは解

決できないと思う。 

〇確かに今の子どもたちは、本自体は読んでいないが、スマホやインターネットで文字情

報を受け取る分量は多い。本に限られた読書にすべきなのか。そこに注力すべきなのか。 

〇本を読むという意味での不読率が高いというのは色々なところで指摘されているが、そ

れを本当に問題視すべきなのかどうか。 

 

②中学生・高校生の読書活動を促すため公共図書館が果たすべき役割について 

〇主体的な調べ学習、アクティブラーニング（一方的な講義形式の授業ではなく、生徒が

能動的に考え学習する教育法）と図書館をつなげることが重要だと思う。区でやる場合

は、学校図書館や学校と連携して、モデルにできると良いのではないか。 

〇調べるときに本が役立つことを体験してもらうことが大切。 

〇図書館を読書の施設だと思っている人が多い。図書館は色々な機能を持っており、調べ

ることができる場所でもある。音楽配信の契約をしている図書館もあるし、図書館では

色々な楽しみができることを、まずは知ってもらうことが重要。 
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〇読書活動というよりは、読書の場を提供するという意味で、図書館が読書環境を整備し

て、図書館に来ていただきやすい、来ていただけるようなことは、もう少しやることが

あるのではないかと思う。 

〇これは非常に難しく、永遠の悩み。統計上、不読率は５割前後だが、逆に言うと、読んで

いる子も５割はいる。なぜ、同じ高校生で、忙しくても読んでいるのか。読んでいない

子にどう読ませるのかというよりも、読んでいる子はどう読んでいるのかをもっと知っ

てもらった方が良いのではないか。 

〇ティーンズ世代でよく本を読む子や図書館に来る子たちにインタビューをして、事例集

を図書館が作って発信したらどうか。ＳＮＳでも良い。本を読んでいる子を、どうやっ

て工夫をして本を読んでいるのかを紹介したら良いと思う。 

 

③中学生・高校生の読書環境づくりについて 

〇司書の役割は非常に大きい。施設があっても結びつける人がいないと難しい。学校でも

先生だけだと、なかなか図書館を使ってもらうようにはならない。 

〇学校現場で図書館を使い、色々な資料にあたって成果物を作っていくプロセスが、中学

校、高校では必要だと思う。そのためには、司書教諭や学校司書の存在が非常に重要に

なる。先生だけだと、なかなか図書館を使ってもらおうとはならない。 

〇家庭も大事。結局は大人だと思う。大人が本を読まないと、子どもも本を読まない。感

情を豊かにするためには、物語を読むことが重要。そういうものは、大人と一緒に、話

題になったものを読んだり、楽しんだりできるような読書環境があると良い。子どもに

だけ「読め、読め」と言っても、読まない。 

〇大人が本を読むことを面白がっていれば、それだけで子どもは興味を持つ。 

〇とっかかりは柔らかくて良い。マンガでも良い。 

〇中高生についていえば、スマホを四六時中握っている。スマホを快適に使える状態をつ

くることは、中高生を呼び込むことにつながるのではないか。読書に直接結びつかない

が、まずは図書館に来ていただくという意味では必要だと思う。 

〇学校教育との連携で、総合的な学習の時間などで調べ学習がある場合、インターネット

上の情報だけではわからないような課題を出す。あわせて図書館で支援をするような講

座のようなものを提供する可能性はある。また、ＰＣ環境の充実は必要だと思う。 

 

④障害のある子どもへの図書館サービスについて 

〇最近のトピックは、読書バリアフリー。視覚障害者だけではなく、ディスレクシア（文

字の読み書きに困難を抱える障害）の方等にとっても、デイジー（デジタル録音図書の

国際標準規格）図書は非常に有効と言われている。そのあたりをどう取り組んでいくの

か。 

〇視覚障害の方、読書バリアフリーの対象になるような子どもたちにとっては、サピエ図 
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書館（視覚障害者情報総合ネットワーク（サピエ）が行っている点字図書・デイジー図書

のデータを提供するサービス）等のサービスをしているところにアクセスできるかどう

かが大きな話になる。 

〇孤立しがちな障害をお持ちの方を、視覚障害の方や読書バリア―フリーを求める人たち

のコミュニティにうまくつないであげる役割を果たすところは必要だと思う。 

〇図書館業界で典型的なものとしては、デイジー図書が有名。それも障害のある方の読書

では不可欠。そういう書籍を充実させていく。また、区の図書館だけが提供するのでは

なく、是非、学校図書館でも使える環境を作っていくことが重要になる。 

〇区の図書館だと障害者サービスの利用登録が必要だが、子どもの登録に対して保護者が

認めない場合もあるので、子どものデイジー図書については、学校経由で使っていただ

くことが良い。 

〇区の図書館として、サピエ図書館やみなサーチ（国立国会図書館が提供する、障害のあ

る方が利用しやすい形式の資料を探すことができるサービス）を活用されていると思う

ので、そういうデータを区の図書館としてダウンロードして学校に提供することは、著

作権法上、何も問題はないので、そういう活用の仕方もあると思う。 

〇学校向けのバリアフリー資料のセットを用意して、セット貸出しているところもある。

次期計画の５年間の間に、そういうセットを何セットか用意するとかは、あっても良い。 

〇読書活動として、子ども向けに読み聞かせやお話し会はやるが、それをインクルーシブ

（障害の有無や国籍、年齢、性別などに関係なく、違いを認め合い、共生していくこと）

なものにしていくことも重要だと思う。例えば、手話ができるボランティアさんに入っ

ていただき、手話付きのお話し会を開催してみるとか。図書館職員の方たちだけでガム

シャラにやるという発想ではなく、手話が得意な区民の方に入ってもらい一緒にできる

と良い。 

 

⑤外国にルーツのある子どもへの図書館サービスについて 

〇中途半端に外国語の資料を収集しても、あまり意味がないと思う。切り捨てる訳ではな

いが、中途半端にやって皆が lose-lose になるくらいなら、どこかに集中して皆が win-

win になる方が良い。 

〇保護者が読書の大切さ、本を読むことの大事さを認識することが重要だと思う。 

〇本を読むことで、子どもたちの心が非常に成長するということ、小さければ小さいほど、

読書または読み聞かせをしてあげることが大事であることを理解してもらうことが重要。 

〇自分で字が読めるようになっても、一生懸命、文字を追っている段階では、内容はわか

らない。大人が一緒に読んでもらうことで、本を読むことが楽しいと思うようになれば、

次は自分で読むようになる。そこまでのサポートを大切にした方が良い。そういう過程

の中で読書習慣を身に着けていくことが大事だと思う。 
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〇子どもが本に慣れていない場合には、保護者を含めてのアプローチが大切。 

〇大きく２つの観点がある。１つは、多言語資料。その子の第一言語、母国語で読書でき

る環境をどうつくっていくのか。品川区の実状に合わせて、比較的人口比の多い言語を

優先して収集していくことになると思う。また、学校でも指導が必要な外国にルーツを

持つ子どもはいるので、学校図書館にも多言語資料を揃えていけると良い。もう１つの

視点が、やさしい日本語。資料だけではなく、図書館の館内の利用案内もそうした視点

で提供されると良い。 

〇世田谷区のボランティアグループで多言語絵本の会 RAINBOW という団体が、誰でも利用

できるように、日本昔話やよく知られている絵本作品等を多言語翻訳して電子書籍化を

している。そういうところの作品を使わせてもらっても良いのではないか。 

 

⑥困難を抱えている子どもへの図書館サービスについて 

〇品川区の取組みとしてやっている生活困窮者自立支援事業「学習支援あした塾」の会場

に出向いて、図書館がお薦めの本を貸し出すとかしても良いのではないか。 

 

⑦テクノロジーと読書との関係について 

〇国際子ども図書館で「調べる・学ぶ・読む」というコンテンツを作っており、この中にあ

る「本で調べる東京名所」では学習しながらデジタルコンテンツを見ることができる。

昨年リリースされたばかりなので、国際子ども図書館周辺の上野しかない。これの品川

版を作ってはどうか。 

〇国立国会図書館には、ジャパンサーチというコンテンツがある。そこでは、その場で割

と簡単に電子展示会を作ることができる。作り方のマニュアルも提供されている。すぐ

に学校でも取り組んでもらうことができる。中学生、高校生、大学生は、体験しながら

学ぶことが好きだと思う。 

〇調べ学習や歴史研究等で、ネット上では出てない本を調べる時に、国会図書館のデジタ

ルコレクションは非常に貴重な情報源となる。普通の図書館の電子書籍サービスよりは

使いにくいが、公共図書館の人が、興味深いタイトルの資料を子どもたちに紹介するこ

とはできると思う。 

〇電子書籍と一口でいうが、図書館向けの電子書籍の話と、一般向けの電子書籍の話は、

切り分ける必要がある。電子書籍というキーワードの扱いは難しい。 

〇生成ＡＩ全盛の時代だからこそ、図書館が重要になると思う。情報の確かさをどうやっ

て見極めるのかという時に、図書館に立ち戻るしかない。「図書館に行こう」「司書にき

こう」という流れを作っていくことが重要。学校教育、学校図書館と連携してアピール

していくことが大切。 

 

⑧次期品川区子ども読書活動推進計画を策定していく際に求められる視点・考え方について 

〇お金は、人にかけていただきたい。人に尽きる。人と人をつなげていくことが大切。 

〇学校図書館には、人が必要だと思う。 
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〇明確に、これが好きというものを持っている子どもは、本との出会いも早いと思う。子

どもたちは、自分の興味のあるものに対しては、情報を探す。そういう興味があるもの、

好きなものを引き出してあげることが重要。 

〇どんなに重い障害の子どもであったとしても読書ができる環境をどう実現していくのか

が重要な視点となる。そのあたりの意識を変えていくというのは、次期計画をどうして

いくのかにもつながると思う。 

〇図書館から接点づくりを行う中で、少しずつ図書館に対する意識を持ってもらうと良い。

そういう子どもたちが、安心してくることができる空間づくりという点でも、大きな意

味を持つと思う。 

〇読書推進計画のターゲットは子どもかもしれないが、大人が重要な鍵を握っている。 

〇次期というよりも、長期的な視点になるが、いずれは「子ども」を取ってしまい、「品川

区読書活動推進計画」にしたら良いのではないか。 

〇読書環境の捉え方として、公共図書館や学校というように既存の枠組みの中で考えてし

まうが、もう少し区内にある書店、私立学校等、たくさんある民間事業者を巻き込んで、

一緒にできることを方向性として打ち出しても良いのではないか。 

 

⑨社会全体で子どもの読書活動を進めるために必要なことについて 

〇図書館をどんどん活用してもらうという話と、子どもにどんどん読書してもらうという

話しを一緒に考えても良いが、図書館を活用してもらうということでいうと、本を読む

場所、勉強する場所という固定観念ではなく、もう少し色々な機能があるということを

打ち出しても良いと思う。居心地の良い場所で、たまたま本棚を見たら「面白そうなも

のがあるな」という発見ができる場所に図書館がなれば良いのではないか。 

〇情報リテラシーについては、重要性が増していると思う。子どもたちが過度に情報に踊

らされないようにしていくことは大切だと思う。 

〇理想的には、図書館は、信頼できる情報を提供する場であって欲しい。そういう意味で

は、図書館のスタッフの方が、特定の言説に惑わされることなく、情報の信頼性なり、

ある種の評価ができるようにしないといけない。 

〇興味があること、好きなことを、本につなげていくには、誰かがつなぐ役割を持った方

が良い。 

〇ワクワク、ドキドキ、怖いものを乗り越えていくということも、読書の中にはある。そ

のときに、一緒にいてくれる大人がいれば乗り越えていかれる。やはり、周りの大人、

特に家族は大事だと思う。 

〇そもそも大人が読まない状況で、子どもに本を読めと言っても読まない。本来は、大人

も含めて、読書に親しめる環境づくりを進めるべきだと思う。 

〇読書の魅力にあらためて気づいてもらうような機会づくりをどうしていくのかが、一つ

重要なポイントとなる。 
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３ ワークショップの概要 

（１）目的 

本計画において重点を置いているティーンズ世代への効果的なアプローチの手法を探る

ため、同世代の子どもたちを対象として、ワークショップを行いました。 

 

（２）開催概要 

①中学生・高校生ワークショップ 

趣旨 

品川区では、「品川区子ども読書活動推進計画」を策定し、子どもたちが読書を好

きになるために、どこでも、いつでも、自分から進んで本を読むことができるよう

に、いろいろな取り組みを行っています。中高生にもっと読書を楽しんでもらうた

めに、アイデアを考えるワークショップです。 

日時 2024 年８月 25 日（日）14：30～16：00 

場所 品川図書館（北品川２丁目 32 ３） 

参加者 

品川区立図書館のティーンズボランティア制度に登録している中学生、高校生 

※大学生のティーンズボランティアにファシリテーター（各グループの進行役）を

依頼 

参加人数 

中学生：11 名 

高校生：３名 

大学生：５名 

事務局：品川区 ３名 創建２名 

 

②大学生ワークショップ 

趣旨 

品川区では、「品川区子ども読書活動推進計画」を策定し、子どもたちが読書を好

きになるために、どこでも、いつでも、自分から進んで本を読むことができるよう

にいろいろな取り組みを行っています。中高生にもっと読書を楽しんでもらうため

に、アイデアを考えるワークショップです。 

日時 2024 年８月 27 日（火）14：00～15：30 

場所 品川図書館（北品川２丁目 32 ３） 

参加者 
立正大学図書館 学生スタッフ 

清泉女子大学図書館 学生スタッフ 

参加人数 

立正大学図書館 学生スタッフ：５名 

清泉女子大学図書館 学生スタッフ：７名 

事務局：品川区３名 創建３名 
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（３）ワークショップ結果 

①中学生・高校生ワークショップ 

【Ａグループのまとめ】 

〇読書をしない理由としては、本が多くどの本から読めばよいかわからない、タイトルが

つまらなさそう等。自分に合う本なのか選ぶのが難しい、図書館の使い方が分かってい

ない等の意見が挙げられた。 

〇それらに対する対策として、わからないことに対しては、どの層向けの本なのかをはっ

きりさせる。また、ランキングを作ってみる。 

〇インターネットを使った対策としては、有名人のＳＮＳや YouTube のショート動画の本

紹介などをきっかけとして読んでみようと思ったり、品川区内の近所を聖地にした本が

あれば、そういう情報を発信することで読むきっかけになると思う。 

〇自分たちができることとしては、本のバーコードの隣にちょっとしたあらすじをつける

と、タイトルに惹かれて本を手に取った時に確認できて良いと思う。 

〇図書館の中に、近所の聖地の本や話題の本等、対象別のコーナーを作ると良い。 

〇ＰＯＰについては、自分たちティーンズボランティアが作っても良い。また、図書館に

来た人が自由にＰＯＰを作成できるコーナーを作っても良いと思う。 

 

【Ｂグループのまとめ】 

〇読書しない理由としては、面白い本を見つけることができないこと、本に対するネガテ

ィブなイメージが強いこと等の意見が挙げられた。 

〇面白い本を見つけることができないことに対して、図書室や図書館では、目を惹くコー

ナーや、同世代のティーンズボランティアがお薦めする本を置いてみると良い。パッと

読める本、手軽に読める本を選ぶことが大切だと思う。 

〇ネガティブなイメージを持っているのは、学校で出される課題が暗く、そうした本を強

制的に読まされたことが原因なのではないか。 

〇課題として本に触れるのではなく、お友達が薦めた本に触れる機会を作った方が良い。

その際には、内容を暗いテーマではないもので、明るいものから薦めていくことがポイ

ントだと思う。 

〇ＳＮＳでは、小説の内容が気になるようなセリフを入れたティーザー（視聴者をじらす

ような仕掛け・仕組みを用いて、興味関心を引くことを目的とした広告や映像のこと）

を作ったり、YouTube 化してみてショートで流すとか。そういうバズりそうなことをやっ

てみる。 

〇ティーンズボランティアが自分たちと同じ世代向けにＰＯＰを選んでも良い。 
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【Ｃグループのまとめ】 

〇読書しない理由としては、面倒、時間がない等の意見が挙げられた。自分の好きな本が

わからない、何を読んで良いのかがわからない、という意見が多かったので、それにつ

いてできることを考えてみた。 

〇図書館でできることとしては、本の福袋。毎年やっているところが多いが、毎月やって

も良いと思う。また、本の通帳を作って、本を借りる楽しみを付与すると面白い。 

〇インターネットの利用については、図書館ホームページに検索の画面があるが、題名、

作者だけではなく、自分の趣味に合ったキーワードなどで検索ができると良い。ホーム

ページだけではなく、館内のパソコンでも、そういう機能があると良い。 

〇ティーンズボランティアができることとして、お薦めの本を選んでティーンズ向けの棚

を作るが、その際に、例えばショート縛りにするとか。ショートショートを特集すると

か。５分で泣ける本等。 

〇また、ＰＯＰの工夫としては、ネタバレさせるもの。１枚目にはお薦め、その先が気に

なるようなことを書いておいて、それをめくると結末が書いてあるものなどをしても面

白い。 

 

②大学生ワークショップ 

【Ａグループのまとめ】 

〇読書しない理由としては、主に４つの意見が出た。１つ目はハードルが高いという点。

小中高で「本を読め」とよく言われるが、本が多すぎて何を読めば良いのかわからない

ことがあると思う。それに対して、私たちができることとしては、フローチャートを作

り、「今、穏やかな本を読みたいですか」などの質問に YES or NO で答えてもらい、その

時の自分に合うお薦めの本を提供することで、本を選択しやすくなると思う。また、図

書館の入口などで、特定のテーマや何らかのコラボや夏祭り等、そういう情報に接して

もらうことで、本の種類が多すぎてわからないという問題を解決できるのではないか。 

〇２つ目として、部活や遊びのほか、インターネットの普及等により、読書以外にやりた

いことがあるという意見が挙げられた。それに対しては、YouTube ショートで本のあらす

じを紹介したり、有名人のお薦めの本を紹介したり等があれば、ネット環境でも本の情

報に触れることができる。本を読む人はかっこいい、大人であるというプラスのイメー

ジを持たせることで、本に触れる機会を増やしてもらうと良いのではないか。 

〇３つ目として、読むタイミングを作れないことや、部活や塾で忙しく、時間がないとい

う点が挙げられた。その対策としては、高校も含めて学校で読書タイムを作ること。読

書感想文や何冊読みなさいというような強制では本を読む気にはなれないという意見も

出たが、ある程度、学校等で本を読む時間を作ることで、読書に触れるきっかけになる

と思う。 
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〇４つ目として、読む環境が整っていない点。家に読む本がなかったり、周囲に本を読む

人がいなかったり、そもそも本を読もうとするきっかけがなかったりする場合がある。

その対策としては、若い世代であれば、本よりもマンガに興味を持つと思うので、マン

ガをきっかけに関連する本を置いておくのが良いのではないか。例えば、文豪ストレイ

ドッグス（朝霧カフカ原作、春河 35 作画による漫画作品。太宰治、芥川龍之介、中島敦

といった文豪がキャラクター化され、それぞれの文豪の作品や、ペンネームなどの名を

冠した異能力を用いて戦うアクション漫画）をご存じの方が多いと思うが、私が行って

いた高校でも、マンガと一緒に作品に関連する文豪の本が置いてあることがあった。あ

るいは、舞台になっている時代背景や文化、生活等に関する本を置いてみても良い。小

説だけではなく、様々な知識を得られる本をマンガとともに展示しても良いと思う。 

 

【Ｂグループのまとめ】 

〇読書しない理由としては、主に５つの意見が出た。１つ目、２つ目は、ＳＮＳで短いコ

ンテンツに慣れてしまい、本を１冊読み切ることが難しい、短いコンテンツの方が好き

という人が多い点。また、内容が難しいものであったり、難しい表現が多いと、読んで

もなかなか理解できない。文字が多くて大変。そういう問題への対策としては、「目と耳」

と「動画」。「目と耳」というのは、目で文章を読むという読書以外の方法での読書を提

供できれば、文字量が多くて敬遠されるという問題は解決されると思う。「動画」という

のは、ショート動画で本を紹介したり、Instagram リール（15～30 秒の短尺動画を作成・

公開できる機能）を使ったり等、短いコンテンツを使って本の紹介動画を発信していく

ことで、本に触れやすくなるのではないか。 

〇３つ目は、読書はどうしても勉強と結び付けられてしまう点。「本を読む」＝「勉強」と

いうイメージを持つ中高生も多いので、本を読まなくなると思う。それに対しては、学

校では朝読書の時間を設けたり、教室に本棚を置いたりして、本に触れる機会を作るこ

とが大切だと思う。また、中高生が好きなスポーツ選手やアニメ等、スポーツ選手の記

事等から文字に触れたり、アニメを通して本に触れたりできれば良い。自分たちができ

ることとしては、学校では放送の時間に本を紹介したり、授業で読む本に出てくる作家

さんの本を紹介したり、映画化されたものの原作を紹介したり。また、皆が読んでいる

本のランキングを作ったり、大賞を取った本を紹介したり等、自分たちでもできると思

う。 

〇４つ目は、何を読めば良いのかわからないという問題に対して、先ほどあったように好

きなスポーツ選手やアニメ等を通じて本に触れたり、ショート動画で紹介したりするほ

か、児童書から大人の本へ移行する際にサポートしてあげると良いのではないか。自分

と相性が良い本を診断するテストをしたりするのも良いと思う。 

○５つ目に関しては、その他としてまとめている。 
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（４）検討プロセス 

①中学生・高校生ワークショップ 
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②大学生ワークショップ 
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第二 関連法令等 

１ 子どもの読書活動の推進に関する法律（平成13（2001）年12月12日法律第154号） 

 

（目的） 

第一条 この法律は、子どもの読書活動の推進に

関し、基本理念を定め、並びに国及び地方公共

団体の責務等を明らかにするとともに、子ども

の読書活動の推進に関する必要な事項を定め

ることにより、子どもの読書活動の推進に関す

る施策を総合的かつ計画的に推進し、もって子

どもの健やかな成長に資することを目的とす

る。 

 

（基本理念） 

第二条 子ども（おおむね十八歳以下の者をいう。

以下同じ。）の読書活動は、子どもが、言葉を

学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊

かなものにし、人生をより深く生きる力を身に

付けていく上で欠くことのできないものであ

ることにかんがみ、すべての子どもがあらゆる

機会とあらゆる場所において自主的に読書活

動を行うことができるよう、積極的にそのため

の環境の整備が推進されなければならない。 

 

（国の責務） 

第三条 国は、前条の基本理念（以下「基本理念」

という。）にのっとり、子どもの読書活動の推

進に関する施策を総合的に策定し、及び実施す

る責務を有する。 

 

（地方公共団体の責務） 

第四条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、

国との連携を図りつつ、その地域の実情を踏ま

え、子どもの読書活動の推進に関する施策を策

定し、及び実施する責務を有する。 

 

 

（事業者の努力） 

第五条 事業者は、その事業活動を行うに当たっ

ては、基本理念にのっとり、子どもの読書活動

が推進されるよう、子どもの健やかな成長に資

する書籍等の提供に努めるものとする。 

 

（保護者の役割） 

第六条 父母その他の保護者は、子どもの読書活

動の機会の充実及び読書活動の習慣化に積極

的な役割を果たすものとする。 

 

（関係機関等との連携強化） 

第七条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活

動の推進に関する施策が円滑に実施されるよ

う、学校、図書館その他の関係機関及び民間団

体との連携の強化その他必要な体制の整備に

努めるものとする。 

 

（子ども読書活動推進基本計画） 

第八条 政府は、子どもの読書活動の推進に関

する施策の総合的かつ計画的な推進を図るた

め、子どもの読書活動の推進に関する基本的な

計画（以下「子ども読書活動推進基本計画」と

いう。）を策定しなければならない。 

２ 政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定

したときは、遅滞なく、これを国会に報告する

とともに、公表しなければならない。 

３ 前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画

の変更について準用する。 

 

（都道府県子ども読書活動推進計画等） 

第九条 都道府県は、子ども読書活動推進基本計

画を基本とするとともに、当該都道府県におけ

る子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、

当該都道府県における子どもの読書活動の推
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進に関する施策についての計画（以下「都道府

県子ども読書活動推進計画」という。）を策定

するよう努めなければならない。 

２ 市町村は、子ども読書活動推進基本計画（都

道府県子ども読書活動推進計画が策定されて

いるときは、子ども読書活動推進基本計画及び

都道府県子ども読書活動推進計画）を基本とす

るとともに、当該市町村における子どもの読書

活動の推進の状況等を踏まえ、当該市町村にお

ける子どもの読書活動の推進に関する施策に

ついての計画（以下「市町村子ども読書活動推

進計画」という。）を策定するよう努めなけれ

ばならない。 

３ 道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活

動推進計画又は市町村子ども読書活動推進計

画を策定したときは、これを公表しなければな

らない。 

４ 前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進

計画又は市町村子ども読書活動推進計画の変

更について準用する。 

 

（子ども読書の日） 

第十条 国民の間に広く子どもの読書活動につ

いての関心と理解を深めるとともに、子どもが

積極的に読書活動を行う意欲を高めるため、子

ども読書の日を設ける。 

２ 子ども読書の日は、四月二十三日とする。 

３ 国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣

旨にふさわしい事業を実施するよう努めなけ

ればならない。 

 

（財政上の措置等） 

第十一条  国及び地方公共団体は、子どもの読

書活動の推進に関する施策を実施するため必

要な財政上の措置その他の措置を講ずるよう

努めるものとする。 

附則 

この法律は、公布の日から施行する。 

 

○ 衆議院文部科学委員会における附帯決議 

  政府は、本法施行に当たり、次の事項につい

て配慮すべきである。 

一 本法は、子どもの自主的な読書活動が推進

されるよう必要な施策を講じて環境を整備

していくものであり、行政が不当に干渉す

ることのないようにすること。 

二 民意を反映し、子ども読書活動推進基本計

画を速やかに策定し、子どもの読書活動の

推進に関する施策の確立とその具体化に努

めること。 

三 子どもがあらゆる機会とあらゆる場所に

おいて、本と親しみ、本を楽しむことができ

る環境づくりのため、学校図書館、公共図書

館等の整備充実に努めること。 

四 学校図書館、公共図書館等が図書を購入す

るに当たっては、その自主性を尊重するこ

と。 

五 子どもの健やかな成長に資する書籍等に

ついては、事業者がそれぞれの自主的判断

に基づき提供に努めるようにすること。 

六 国及び地方公共団体が実施する子ども読

書の日の趣旨にふさわしい事業への子ども

の参加については、その自主性を尊重する

こと。 
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２ 文字・活字文化振興法（平成17（2005）年7月29日法律第91号） 

 

（目的） 

第一条 この法律は、文字・活字文化が、人類が

長い歴史の中で蓄積してきた知識及び知恵の

継承及び向上、豊かな人間性の涵かん養並びに

健全な民主主義の発達に欠くことのできない

ものであることにかんがみ、文字・活字文化の

振興に関する基本理念を定め、並びに国及び地

方公共団体の責務を明らかにするとともに、文

字・活字文化の振興に関する必要な事項を定め

ることにより、我が国における文字・活字文化

の振興に関する施策の総合的な推進を図り、も

って知的で心豊かな国民生活及び活力ある社

会の実現に寄与することを目的とする。 

 

（定義） 

第二条 この法律において「文字・活字文化」と

は、活字その他の文字を用いて表現されたもの

（以下この条において「文章」という。）を読

み、及び書くことを中心として行われる精神的

な活動、出版活動その他の文章を人に提供する

ための活動並びに出版物その他のこれらの活

動の文化的所産をいう。 

 

（基本理念） 

第三条 文字・活字文化の振興に関する施策の推

進は、すべての国民が、その自主性を尊重され

つつ、生涯にわたり、地域、学校、家庭その他

の様々な場において、居住する地域、身体的な

条件その他の要因にかかわらず、等しく豊かな

文字・活字文化の恵沢を享受できる環境を整備

することを旨として、行われなければならない。 

２ 文字・活字文化の振興に当たっては、国語が

日本文化の基盤であることに十分配慮されな

ければならない。 

 

３ 学校教育においては、すべての国民が文字・

活字文化の恵沢を享受することができるよう

にするため、その教育の課程の全体を通じて、

読む力及び書く力並びにこれらの力を基礎と

する言語に関する能力（以下「言語力」という。）

の涵かん養に十分配慮されなければならない。 

 

（国の責務） 

第四条 国は、前条の基本理念（次条において「基

本理念」という。）にのっとり、文字・活字文

化の振興に関する施策を総合的に策定し、及び

実施する責務を有する。 

 

（地方公共団体の責務） 

第五条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、

国との連携を図りつつ、その地域の実情を踏ま

え、文字・活字文化の振興に関する施策を策定

し、及び実施する責務を有する。 

 

（関係機関等との連携強化） 

第六条 国及び地方公共団体は、文字・活字文化

の振興に関する施策が円滑に実施されるよう、

図書館、教育機関その他の関係機関及び民間団

体との連携の強化その他必要な体制の整備に

努めるものとする。 

 

（地域における文字・活字文化の振興） 

第七条 市町村は、図書館奉仕に対する住民の需

要に適切に対応できるようにするため、必要な

数の公立図書館を設置し、及び適切に配置する

よう努めるものとする。 

２ 国及び地方公共団体は、公立図書館が住民に

対して適切な図書館奉仕を提供することがで

きるよう、司書の充実等の人的体制の整備、図

書館資料の充実、情報化の推進等の物的条件の
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整備その他の公立図書館の運営の改善及び向

上のために必要な施策を講ずるものとする。 

３ 国及び地方公共団体は、大学その他の教育機

関が行う図書館の一般公衆への開放、文字・活

字文化に係る公開講座の開設その他の地域に

おける文字・活字文化の振興に貢献する活動を

促進するため、必要な施策を講ずるよう努める

ものとする。 

４ 前三項に定めるもののほか、国及び地方公共

団体は、地域における文字・活字文化の振興を

図るため、文字・活字文化の振興に資する活動

を行う民間団体の支援その他の必要な施策を

講ずるものとする。 

 

（学校教育における言語力の涵かん養） 

第八条 国及び地方公共団体は、学校教育におい

て言語力の涵かん養が十分に図られるよう、効

果的な手法の普及その他の教育方法の改善の

ために必要な施策を講ずるとともに、教育職員

の養成及び研修の内容の充実その他のその資

質の向上のために必要な施策を講ずるものと

する。 

２ 国及び地方公共団体は、学校教育における言

語力の涵かん養に資する環境の整備充実を図

るため、司書教諭及び学校図書館に関する業務

を担当するその他の職員の充実等の人的体制

の整備、学校図書館の図書館資料の充実及び情

報化の推進等の物的条件の整備等に関し必要

な施策を講ずるものとする。 

 

（文字・活字文化の国際交流） 

第九条 国は、できる限り多様な国の文字・活字

文化が国民に提供されるようにするとともに

我が国の文字・活字文化の海外への発信を促進

するため、我が国においてその文化が広く知ら

れていない外国の出版物の日本語への翻訳の

支援、日本語の出版物の外国語への翻訳の支援

その他の文字・活字文化の国際交流を促進する

ために必要な施策を講ずるものとする。 

 

（学術的出版物の普及） 

第十条 国は、学術的出版物の普及が一般に困難

であることにかんがみ、学術研究の成果につい

ての出版の支援その他の必要な施策を講ずる

ものとする。 

 

（文字・活字文化の日） 

第十一条 国民の間に広く文字・活字文化につい

ての関心と理解を深めるようにするため、文

字・活字文化の日を設ける。 

２ 文字・活字文化の日は、十月二十七日とする。 

３ 国及び地方公共団体は、文字・活字文化の日

には、その趣旨にふさわしい行事が実施される

よう努めるものとする。 

 

（財政上の措置等） 

第十二条 国及び地方公共団体は、文字・活字文

化の振興に関する施策を実施するため必要な

財政上の措置その他の措置を講ずるよう努め

るものとする。 

 

附 則 

この法律は、公布の日から施行する。 
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３ 視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律 

（令和元（2019）年 6月 28 日法律第 49 号） 

 

目次 

 第一章 総則（第一条－第六条） 

 第二章 基本計画等（第七条・第八条） 

 第三章 基本的施策（第九条－第十七条） 

 第四章 協議の場等（第十八条） 

 附則 

 

第一章 総則 

 （目的） 

第一条 この法律は、視覚障害者等の読書環境の

整備の推進に関し、基本理念を定め、並びに国

及び地方公共団体の責務を明らかにするとと

もに、基本計画の策定その他の視覚障害者等の

読書環境の整備の推進に関する施策の基本と

なる事項を定めること等により、視覚障害者等

の読書環境の整備を総合的かつ計画的に推進

し、もって障害の有無にかかわらず全ての国民

が等しく読書を通じて文字・活字文化（文字・

活字文化振興法（平成十七年法律第九十一号）

第二条に規定する文字・活字文化をいう。）の

恵沢を享受することができる社会の実現に寄

与することを目的とする。 

 

 （定義） 

第二条 この法律において「視覚障害者等」とは、

視覚障害、発達障害、肢体不自由その他の障害

により、書籍（雑誌、新聞その他の刊行物を含

む。以下同じ。）について、視覚による表現の

認識が困難な者をいう。 

２ この法律において「視覚障害者等が利用しや

すい書籍」とは、点字図書、拡大図書その他の

視覚障害者等がその内容を容易に認識するこ

とができる書籍をいう。 

 

 

３ この法律において「視覚障害者等が利用しや

すい電子書籍等」とは、電子書籍その他の書籍

に相当する文字、音声、点字等の電磁的記録（電

子的方式、磁気的方式その他人の知覚によって

は認識することができない方式で作られる記

録をいう。第十一条第二項及び第十二条第二項

において同じ。）であって、電子計算機等を利

用して視覚障害者等がその内容を容易に認識

することができるものをいう。 

 （基本理念） 

第三条 視覚障害者等の読書環境の整備の推進

は、次に掲げる事項を旨として行われなければ

ならない。 

一 視覚障害者等が利用しやすい電子書籍等

が視覚障害者等の読書に係る利便性の向上

に著しく資する特性を有することに鑑み、

情報通信その他の分野における先端的な技

術等を活用して視覚障害者等が利用しやす

い電子書籍等の普及が図られるとともに、

視覚障害者等の需要を踏まえ、引き続き、視

覚障害者等が利用しやすい書籍が提供され

ること。 

二 視覚障害者等が利用しやすい書籍及び視

覚障害者等が利用しやすい電子書籍等（以

下「視覚障害者等が利用しやすい書籍等」と

いう。）の量的拡充及び質の向上が図られる

こと。 

三 視覚障害者等の障害の種類及び程度に応

じた配慮がなされること。 

 

 （国の責務） 

第四条 国は、前条の基本理念にのっとり、視覚

障害者等の読書環境の整備の推進に関する施

策を総合的に策定し、及び実施する責務を有す

る。 
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 （地方公共団体の責務） 

第五条 地方公共団体は、第三条の基本理念にの

っとり、国との連携を図りつつ、その地域の実

情を踏まえ、視覚障害者等の読書環境の整備の

推進に関する施策を策定し、及び実施する責務

を有する。 

 

 （財政上の措置等） 

第六条 政府は、視覚障害者等の読書環境の整備

の推進に関する施策を実施するため必要な財

政上の措置その他の措置を講じなければなら

ない。 

 

第二章 基本計画等 

 （基本計画） 

第七条 文部科学大臣及び厚生労働大臣は、視覚

障害者等の読書環境の整備の推進に関する施

策の総合的かつ計画的な推進を図るため、視覚

障害者等の読書環境の整備の推進に関する基

本的な計画（以下この章において「基本計画」

という。）を定めなければならない。 

２ 基本計画は、次に掲げる事項について定める

ものとする。 

一 視覚障害者等の読書環境の整備の推進に

関する施策についての基本的な方針 

二 視覚障害者等の読書環境の整備の推進に

関し政府が総合的かつ計画的に講ずべき施

策 

三 前二号に掲げるもののほか、視覚障害者等

の読書環境の整備の推進に関する施策を総

合的かつ計画的に推進するために必要な事

項 

３ 文部科学大臣及び厚生労働大臣は、基本計画

を策定しようとするときは、あらかじめ、経済

産業大臣、総務大臣その他の関係行政機関の長

に協議しなければならない。 

４ 文部科学大臣及び厚生労働大臣は、基本計画

を策定しようとするときは、あらかじめ、視覚

障害者等その他の関係者の意見を反映させる

ために必要な措置を講ずるものとする。 

５ 文部科学大臣及び厚生労働大臣は、基本計画

を策定したときは、遅滞なく、これをインター

ネットの利用その他適切な方法により公表し

なければならない。 

６ 前三項の規定は、基本計画の変更について準

用する。 

 

 （地方公共団体の計画） 

第八条 地方公共団体は、基本計画を勘案して、

当該地方公共団体における視覚障害者等の読

書環境の整備の状況等を踏まえ、当該地方公共

団体における視覚障害者等の読書環境の整備

の推進に関する計画を定めるよう努めなけれ

ばならない。 

２ 地方公共団体は、前項の計画を定めようとす

るときは、あらかじめ、視覚障害者等その他の

関係者の意見を反映させるために必要な措置

を講ずるよう努めるものとする。 

３ 地方公共団体は、第一項の計画を定めたとき

は、遅滞なく、これを公表するよう努めなけれ

ばならない。 

４ 前二項の規定は、第一項の計画の変更につい

て準用する。 

 

第三章 基本的施策 

 （視覚障害者等による図書館の利用に係る体制

の整備等） 

第九条 国及び地方公共団体は、公立図書館、大

学及び高等専門学校の附属図書館並びに学校

図書館（以下「公立図書館等」という。）並び

に国立国会図書館について、各々の果たすべき

役割に応じ、点字図書館とも連携して、視覚障

害者等が利用しやすい書籍等の充実、視覚障害 
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者等が利用しやすい書籍等の円滑な利用のた

めの支援の充実その他の視覚障害者等による

これらの図書館の利用に係る体制の整備が行

われるよう、必要な施策を講ずるものとする。 

２ 国及び地方公共団体は、点字図書館について、

視覚障害者等が利用しやすい書籍等の充実、公

立図書館等に対する視覚障害者等が利用しや

すい書籍等の利用に関する情報提供その他の

視覚障害者等が利用しやすい書籍等を視覚障

害者が十分かつ円滑に利用することができる

ようにするための取組の促進に必要な施策を

講ずるものとする。 

 

（インターネットを利用したサービスの提供体

制の強化） 

第十条 国及び地方公共団体は、視覚障害者等が

インターネットを利用して全国各地に存する

視覚障害者等が利用しやすい書籍等を十分か

つ円滑に利用することができるようにするた

め、次に掲げる施策その他の必要な施策を講ず

るものとする。 

一 点字図書館等から著作権法（昭和四十五年

法律第四十八号）第三十七条第二項又は第

三項本文の規定により製作される視覚障害

者等が利用しやすい電子書籍等（以下「特定

電子書籍等」という。）であってインターネ

ットにより送信することができるもの及び

当該点字図書館等の有する視覚障害者等が

利用しやすい書籍等に関する情報の提供を

受け、これらをインターネットにより視覚

障害者等に提供する全国的なネットワーク

の運営に対する支援 

二 視覚障害者等が利用しやすい書籍等に係

るインターネットを利用したサービスの提

供についての国立国会図書館、前号のネッ

トワークを運営する者、公立図書館等、点字 

 

 

図書館及び特定電子書籍等の製作を行う者

の間の連携の強化 

 （特定書籍及び特定電子書籍等の製作の支援） 

第十一条 国及び地方公共団体は、著作権法第三

十七条第一項又は第三項本文の規定により製

作される視覚障害者等が利用しやすい書籍（以

下「特定書籍」という。）及び特定電子書籍等

の製作を支援するため、製作に係る基準の作成

等のこれらの質の向上を図るための取組に対

する支援その他の必要な施策を講ずるものと

する。 

２ 国は、特定書籍及び特定電子書籍等の効率的

な製作を促進するため、出版を行う者（次条及

び第十八条において「出版者」という。）から

の特定書籍又は特定電子書籍等の製作を行う

者に対する書籍に係る電磁的記録の提供を促

進するための環境の整備に必要な支援その他

の必要な施策を講ずるものとする。 

 

 （視覚障害者等が利用しやすい電子書籍等の販

売等の促進等） 

第十二条 国は、視覚障害者等が利用しやすい電

子書籍等の販売等が促進されるよう、技術の進

歩を適切に反映した規格等の普及の促進、著作

権者と出版者との契約に関する情報提供その

他の必要な施策を講ずるものとする。 

２ 国は、書籍を購入した視覚障害者等からの求

めに応じて出版者が当該書籍に係る電磁的記

録の提供を行うことその他の出版者からの視

覚障害者等に対する書籍に係る電磁的記録の

提供を促進するため、その環境の整備に関する

関係者間における検討に対する支援その他の

必要な施策を講ずるものとする。 

 

 （外国からの視覚障害者等が利用しやすい電子

書籍等の入手のための環境の整備） 

第十三条 国は、視覚障害者等が、盲人、視覚障

害者その他の印刷物の判読に障害のある者が
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発行された著作物を利用する機会を促進する

ためのマラケシュ条約の枠組みに基づき、視覚

障害者等が利用しやすい電子書籍等であって

インターネットにより送信することができる

ものを外国から十分かつ円滑に入手すること

ができるよう、その入手に関する相談体制の整

備その他のその入手のための環境の整備につ

いて必要な施策を講ずるものとする。 

 

 （端末機器等及びこれに関する情報の入手の支

援） 

第十四条 国及び地方公共団体は、視覚障害者等

が利用しやすい電子書籍等を利用するための

端末機器等及びこれに関する情報を視覚障害

者等が入手することを支援するため、必要な施

策を講ずるものとする。 

 

 （情報通信技術の習得支援） 

第十五条 国及び地方公共団体は、視覚障害者等

が利用しやすい電子書籍等を利用するに当た

って必要となる情報通信技術を視覚障害者等

が習得することを支援するため、講習会及び巡

回指導の実施の推進その他の必要な施策を講

ずるものとする。 

 

 （研究開発の推進等） 

第十六条 国は、視覚障害者等が利用しやすい電

子書籍等及びこれを利用するための端末機器

等について、視覚障害者等の利便性の一層の向

上を図るため、これらに係る先端的な技術等に

関する研究開発の推進及びその成果の普及に

必要な施策を講ずるものとする。 

 

 （人材の育成等） 

第十七条 国及び地方公共団体は、特定書籍及び

特定電子書籍等の製作並びに公立図書館等、国

立国会図書館及び点字図書館における視覚障

害者等が利用しやすい書籍等の円滑な利用の

ための支援に係る人材の育成、資質の向上及び

確保を図るため、研修の実施の推進、広報活動

の充実その他の必要な施策を講ずるものとす

る。 

 

第四章 協議の場等 

第十八条 国は、視覚障害者等の読書環境の整備

の推進に関する施策の効果的な推進を図るた

め、文部科学省、厚生労働省、経済産業省、総

務省その他の関係行政機関の職員、国立国会図

書館、公立図書館等、点字図書館、第十条第一

号のネットワークを運営する者、特定書籍又は

特定電子書籍等の製作を行う者、出版者、視覚

障害者等その他の関係者による協議の場を設

けることその他関係者の連携協力に関し必要

な措置を講ずるものとする。 

附 則 

この法律は、公布の日から施行する。 

 

理 由 

障害の有無にかかわらず全ての国民が等しく読

書を通じて文字・活字文化の恵沢を享受すること

ができる社会の実現に寄与するため、視覚障害者

等の読書環境の整備の推進に関し、基本理念を定

め、並びに国及び地方公共団体の責務を明らかに

するとともに、基本計画の策定その他の視覚障害

者等の読書環境の整備の推進に関する施策の基

本となる事項を定めること等により、視覚障害者

等の読書環境の整備を総合的かつ計画的に推進

する必要がある。これが、この法律案を提出する

理由である。 
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４ 品川区教育委員会の教育目標および基本方針 

令和5 年11 月14 日 教育委員会決定 

 

教 育 目 標 

＜目的＞ 

品川区教育委員会は、誰一人取り残されず、全て

の人の可能性を引き出す共生社会の実現に向け、

子どもたちが持続可能な社会の担い手として、心

身ともに健康で知性と感性に富み、人間性豊かに

成長し、希望に満ちた未来を自ら切り拓いていけ

るよう、以下の教育目標を定める。 

 

＜目標＞ 

○豊かな心を育み、人権を尊重するための教育の

推進 

○確かな学力の育成 

○グローバル社会における人材の育成 

○学校・家庭・地域の連携・協働による教育力の

向上 

○生涯学び、活躍できる環境の整備 

 

基 本 方 針 

品川区教育委員会は、品川区長期基本計画および

『教育目標』を踏まえ、総合的に教育施策を実施

する。 

 

１ 豊かな心を育み、人権を尊重するための教育

の推進 

日本国憲法および教育基本法の精神とともに、人

権尊重都市品川宣言の考え方を基本に、教育活動

全体を通じてあらゆる偏見や差別をなくし、子ど

もたち一人ひとりが、かけがえのない人間として

尊重されるよう、人権教育を推進する。 

(1) 人権尊重の理念を広く定着させ、同和問題を

はじめ、子ども、女性、高齢者、障害のある人、

外国人、性自認などの人権に関するあらゆる偏見 

 

 

や差別をなくし、人権課題の正しい理解と認識を

深められるよう学習機会の充実に努め、差別意識

の解消を図る。 

(2) 子どもたちが、他国の文化や人種・民族およ

び宗教の違いを正しく理解・尊重し、国際協力、

人道問題・平和問題などに信念をもって対応でき

る能力を身に付けられるよう、工夫した教育活動

を展開する。 

(3) いじめ根絶宣言の考え方を基本に、いじめの

未然防止・早期発見・早期解決を図るとともに、

非行や不登校など様々な問題に迅速・的確に対応

する。また、学級等における良好な人間関係を形

成するため、教職員と児童・生徒との信頼関係に

基づく一人ひとりの人権感覚の向上に努める。 

(4) 体罰根絶宣言の考え方を基本に、子どもに対

する体罰が、いかなる理由があろうと決して許さ

れない人権侵害行為であるという認識の下、子ど

もの尊厳を重んじ、人間尊重の精神に基づいた教

育を推進する。 

(5) 全ての教育活動を通じて、子どもたちが豊か

な人間性を育むことができるよう、自ら考え、学

び、自他の命の大切さを尊重し、「生きる力」と

ともに「生き抜く力」を養うことのできる教育環

境の整備に努める。 

 

２ 確かな学力の育成 

子どもたちが、自主・自律の志をもち、自信に満

ちた人生を創造できるよう、一貫教育を推進し、

基礎的・基本的な知識・技能の習得および思考力・

判断力・表現力等の育成、学びに向かう力、人間

性等を育むとともに、個性を生かし多様な人々と

の協働を促す教育の充実を図る。また、義務教育

と就学前教 

育との接続を滑らかにし、成長・発達に応じた基

本的な生活習慣の定着を図る。 
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(1) 各学校は、義務教育9 年間を見通した教育目

標を定め、9 年間で目指すべき児童・生徒像の達

成に向け、一貫教育を推進する。 

(2) 多様で変化の激しい社会に対応できるよう、

学習内容・指導方法等を工夫・改善し、子どもた

ちの基礎的・基本的な知識および技能の定着、向

上を図るとともに、問題解決的な学びを重視し、

次代を担う人材が身に付けるべき資質と能力の

伸長を図る教育を推進する。 

(3) 市民科の実施により、子どもたちが自らの在

り方や生き方を探求するとともに、学んだ知識や

技術を社会の一員として活かすことのできる資

質と能力および意欲を育てる教育活動の充実を

図る。 

(4) Society 5.0 時代に生きる子どもたちの未

来を見据え、タブレットなどのICT 環境を活用し、

将来の情報社会に対応した情報活用能力を育成

するとともに、情報モラルの醸成とネット犯罪・

ネット依存症等の予防の意識定着を図る。 

(5) 教育的配慮の必要な子どもたちが、その能

力・特性等を最大限に伸ばし成長・発達していけ

るよう、個々の教育的ニーズに応じた指導・支援

体制を構築するなど、9 年間を見通した特別支援

教育を推進する。 

(6) 保育園、幼稚園、小学校・義務教育学校（前

期課程）の連携・交流を行い就学前の教育と義務

教育との滑らかな接続を図るとともに、家庭との

連携による成長・発達段階に応じた基本的な生活

習慣の定着を図る。 

 

３ グローバル社会における人材の育成 

子どもたちの体力や運動能力の向上を図るため、

学校における体育、スポーツ活動の充実とともに、

運動習慣の定着に向けた取り組みを強化する。ま

た、国際社会に対応した人材を育成するため、日

本の伝統・文化理解を基盤とする国際理解教育を

一層推進するとともに、区立学校における英語教

育をさらに充実させ、子どもたちのコミュニケー

ション能力等の向上を目指す。 

(1) 子どもたちが、心身ともに健康で、明るく活

力ある生活を送るため、学校の教育活動全体を通

して、体育の授業や運動会等の充実など、安全で

効果的な運動・スポーツ活動を推進し、日常的な

運動習慣の形成に努める。 

(2) 子どもたちが自分の体力や運動能力を客観

的に把握し、体を動かす喜びや楽しさを体得でき

るよう、外部人材も活用して体力の向上と健康の

増進に努める。 

(3) 実践的なコミュニケーション能力を培い、グ

ローバル化に対応できる人材を育成するため、小

学校・義務教育学校（前期課程）からの英語教育

を充実・発展させるとともに、楽しみながら確実

に語学力が身に付く9 年間の英語教育を推進す

る。 

(4) 品川区の文化、歴史などの学習や、地域学習、

語学研修派遣などを通して、平和を愛し、自国、

諸外国の文化を尊重する態度を育成する国際理

解教育を推進する。 

 

４ 学校・家庭・地域の連携・協働による教育力

の向上 

子どもたちは、家庭や地域の中で成長することを

踏まえ、学校・家庭・地域が、教育の担い手とし

て役割と責任を果たし、子どもたちの発達段階に

合わせて相互補完しながら、それぞれの立場で連

携を強化し支援する。 

(1) 教育基本法の趣旨に基づき、第一義的責任を

有する保護者が、生活のための必要な習慣を子ど

もたちに身に付けさせ、自立心を育成し、心身の

調和のとれた発達を図ることができるよう家庭

教育を支援する。 

(2) 品川コミュニティ・スクールとして、保護者、

地域住民の参画を得て、地域に開かれ、地域とと

もにある学校づくりを推進し、特色のある教育活

動を展開することのできる学校運営の体制と組

織を構築する。 
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(3) 「まもるっち」「83 運動」「子ども110 番の

家」「いじめ根絶協議会」などの様々な取り組み

において、学校・家庭・地域が相互に連携・協力

して責任と役割を担い、犯罪・災害時等から子ど

もたちの安全を確保する活動を区内全域に展開

する。 

(4) ICT 化の進展に対応し、有害環境から子ども

たちを守るため、保護者をはじめとする関係者へ

の啓発活動を通して、学校・家庭・地域における

情報モラル教育を推進する。 

 

５ 生涯学び、活躍できる環境の整備 

子どもたちはもとより、区民が、自己実現を図る

ことのできる機会を提供するため、伝統・文化の

理解、継承、発展とともに、文化財の保護・活用

を推進する。また、生涯を通じて読書に親しめる

よう図書館環境の充実を図る。 

(1) 子どもたちや区民に伝統と文化を尊重する

精神を育むとともに、新しい文化の創造に資する

ために、伝統・文化遺産の継承と文化財の保護・

活用に努める。 

(2) 図書館資料の充実、施設環境の整備、また、

新たな情報媒体である電子書籍等への対応など

により、地域の情報拠点としての図書館づくりを

推進する。 

(3) 「品川区子ども読書活動推進計画」に基づき、

「本等を活用して、自ら主体的に思考し、行動す

る人に育つ」ことを目指し、家庭・地域・学校・

図書館における連携を通して、乳幼児期から大学

生世代までの読書と情報環境を活かした学びを

支援する。 

(4) 学校図書館の機能充実と利用促進を図るた

め、区立図書館は環境整備に努め、各学校の主体

的な学校図書館の運営を支援する。 

この目標は、令和６年４月１日から適用する。
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第三 策定過程 

１ 品川区子ども読書活動推進計画策定委員会設置要綱 

制定 令和６年５月１０日 教育長決定 要綱第 217 号 

 

（設置） 

第１条 「品川区子ども読書活動推進計画（令和 2 年度～6 年度）」の計画期間が令和 7 年 

３月に終了することから、「品川区子ども読書活動推進計画（令和 7 年度～11 年度）」 

（以下「推進計画」という。）を策定し、子どもの読書活動に関する施策の計画的な推進を図るため、

「品川区子ども読書活動推進計画策定委員会」（以下「策定委員会」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 策定委員会は、次に掲げる事項について検討し、結果を教育委員会に報告する。 

（１）品川区子ども読書活動推進計画（令和 7 年度～11 年度）の策定に関すること 

（２）その他計画の策定に必要な事項。 

（組織） 

第３条 策定委員会は、１５人以内の委員をもって組織し、次の各号に掲げる者のうちから教育長が委

嘱する。 

（１）学識経験者 

（２）関係団体に所属する者 

（３）子どもの保護者 

（４）学校教育関係者 

（５）校長・園長 

（６）前各号に掲げる者のほか、教育長が認める者 

（任期）  

第４条 委員の任期は、委嘱した日から計画策定完了日までとする。 

（委員長および副委員長）  

第５条 策定委員会に委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 委員長は、会務を総理し、策定委員会を代表する。 

３ 策定委員会に副委員長１名を置き、委員長が指名する委員をもってこれに充てる。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（召集等） 

第６条 策定委員会は、委員長が招集する。 

２ 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を委員会に出席させ、意見もしくは説明を聴

き、または委員以外の者から資料の提出を求めることができる。 

（作業部会） 

第７条 策定委員会に、専門的事項を調査・検討するための作業部会を置くことができる。 

２ 部会員は、委員のほか、委員長が別に指名する者とする。 

（庶務） 
二次元 

コード 
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第８条 策定委員会の庶務は、教育委員会事務局品川図書館において処理する。 

（その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、策定委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に定める。 

 

別表（第３条関係） 

品川区子ども読書活動推進計画策定委員会 名簿 

 役職 職名 氏  名 

1 委員 立正大学熊谷学術情報課長 島田 貴司 

2 委員 ＮＰＯ法人ウーブ理事長 平嶋 悦子 

3 委員 ＮＰＯ法人リディア理事長 古里 兌夫 

4 委員 小学校 PTA 連合会会長 吉田 陽子 

5 委員 中学校 PTA 連合会副会長 飯作 浩之 

6 委員 二葉幼稚園 PTA 副会長 伊藤 蘭 

7 委員 品川区学校地域コーディネーター 巻島 淳子 

8 委員 東京都立大崎高等学校校長 鶴田 秀樹 

9 委員 品川区立山中小学校校長 尾上 佐智子 

10 委員 品川区立東海中学校校長 蜂屋 隆子 

11 委員 品川区立豊葉の杜学園校長 柳岡 裕幸 

12 委員 品川区立八潮わかば幼稚園園長 丸山 智子 

13 委員 品川区教育委員会事務局教育次長 米田 博 

 事務局 品川区子ども未来部子ども育成課長 藤村 信介 

 事務局 品川区子ども未来部保育施設運営課長 中島 秀介 

 事務局 品川保健センター所長 石橋 美佳 

 事務局 
品川区教育委員会事務局 

教育総合支援センター長 
丸谷 大輔 

 事務局 品川区教育委員会事務局特別支援教育担当課長 唐澤 好彦 

 事務局 品川区教育委員会事務局品川図書館長 河内 崇 

 

   付 則 

この要綱は、令和６年５月１５日から適用し、計画策定が完了した日にその効力を失う。 

二次元 

コード 
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２ 品川区子ども読書活動推進計画策定委員会 開催経過 

 

開催月日 内   容 

令和６年６月５日（水） ① 策定スケジュール 

② 当該計画の進捗状況、実績について 

③ 国、都、特別区の当該計画の状況について 

④ アンケート実施内容について 

令和６年７月17日（水） ① 計画体系案の検討 

② 有識者ヒアリングについて 

③ ワークショップについて 

令和６年８月29日（木） ① アンケート中間報告 

② 有識者ヒアリング報告 

③ ワークショップ報告 

④ 計画骨子案の検討 

令和６年９月27日（金） ① アンケート調査結果報告 

② 計画体系案の検討 

③ 計画素案の検討 

令和７年１月22日（水） ① パブリックコメントの結果報告 

② 計画素案の検討 

③ 計画概要版案の検討 

 

３ パブリックコメント実施結果 

 

パブリックコメントの実施 

① 意見募集期間  令和６年１１月２１日（木）～１２月２０日（金）  

② 閲覧場所    区ホームページ・図書館・地域センター・区政資料コーナー 

 

パブリックコメントの提出結果 

提出方法別の提出人数および意見数 

 

 

 

 

 

 

 

     

   

提出方法 提出人数 意見数 

窓口持参 1 7 

区のホームページ 13 46 

ＦＡＸ 0 0 

郵送 0 0 

合計 14 53 

二次元 

コード 
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第１章 調査の実施概要 

１ 調査目的 

本調査は、令和６年度に「品川区子ども読書活動推進計画」を策定するにあたり、普段

の読書行動や学校・区立図書館の利用状況等を聴取し、本への親近感や本等を活用して

調べることがどの程度浸透しているのか等を把握するため、実施した。 
 
２ 実施方法と回収結果 

調 査 対 象 

①品川区立学校に通う５年生および８年生生徒 

②品川区に在住する１年生～４年生の子どもを持つ保護者 1,500 人 

③品川区に在住する高校２年生相当の青年 1,500 人 

抽 出 方 法 
①品川区立学校 52 校へ調査協力を依頼 

②・③品川区住民基本台帳に基づく、層化無作為抽出 

調 査 方 法 
①学校を通した調査依頼により、紙の調査票を配布・回収 

②・③調査票を郵送配布し自記入方式で回答、郵送回収・WEB 回収の併用 

調 査 期 間 
①令和６年７月８日（月）～７月 25 日（木） 

②・③令和６年８月 21日（水）～９月２日（月） 

有効回収数・ 

回収率 

①1,566 件 

②629 件、41.9％ 

③309 件、20.6％ 

 
３ 調査内容 

（１）読書活動について 

（２）学校図書館、区立図書館の利用状況について 

（３）回答者の属性について 

 
４ 報告書の見方 

（１）集計は小数点第２位を四捨五入しており、数値の合計が 100％にならない場合がある。 

（２）基数となるべき実数（n）は、設問に対する回答者数である。 

（３）回答の比率（％）は、その質問の回答者数を基数として算出しており、複数回答の設問

はすべての比率を合計すると 100％を超えることがある。 

（４）本文や図表中の選択肢表記は、必要に応じて語句を短縮･簡略化している。 
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第２章 ５年生および８年生向け調査結果 

１ 読書活動について 

問１ あなたは、今年の６月の１か月間に何冊の本を読みましたか。 

今年の６月の１か月間に何冊の本を読んだかについては、「１冊以上」が 82.4％、「０冊」

が 17.4％となっている。学年別でみると、「５年生」では「１冊以上」が 89.7％の一方、「８

年生」では 68.7％にとどまっている（図表２-１）。 

また、「読書をした」割合を前回調査と比較すると、全体、学年別の全てで横ばいもしくは

減少している（図表２-２）。 

 

図表２-１ 今年の６月の１か月間の読書量（冊数） 

 

 
 

図表２-２ 「読書をした」割合の推移（前回調査との比較） 

  

０冊

17.4%

１冊

11.4%

２冊

10.0%
３～４冊

15.8%

５～９冊

17.0%

10冊以上

28.2%

無回答

0.1%

（n=1,566）

ｎ ０冊 １冊 ２冊 ３～４冊 ５～９冊

５年生 1,025 10.0 7.0 7.0 15.3 21.7

８年生 541 31.2 19.8 15.7 16.8 8.3

ｎ 10冊以上 無回答 １冊以上

５年生 1,025 38.7 0.2 89.7

８年生 541 8.1 0.0 68.7

学
年

学
年

85.2
82.4

90.5
89.7

73.8

68.7

60%

65%

70%

75%

80%

85%

90%

95%

100%

前回調査

（令和元年７月）

今回調査

（令和６年７月）

全体 ５年生 ８年生
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また、電子書籍については、「０冊」が 79.9％となっている（図表２-３）。 

 
図表２-３ 今年の６月の１か月間の読書量（電子書籍の冊数） 

 
 

問２ あなたが本を読まなかった理由は何ですか。（○はいくつでも） 

６月の１か月間に本を読まなかった 272 人を対象に、本を読まなかった理由をきいたとこ

ろ、「テレビや動画をみたり、ゲームをする方が楽しいから」（56.6％）が最も高く、次いで

「ふだんから本を読まないから」（56.3％）、「勉強や習いごと、部活などをしていて時間がな

かったから」「読みたいと思う本がなかったから」（ともに 45.2％）となっている（図表２-

４）。 

 
図表２-４ 本を読まなかった理由 

  

０冊

79.9%

１冊

5.9%

２冊

3.7%

３～４冊

3.6%

５～９冊

2.9%

10冊以上

3.9%
無回答

0.1%

（n=1,566）

56.6 

56.3 

45.2 

45.2 

35.7 

32.7 

21.3 

19.1 

6.6 

6.3 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=272）

テレビや動画をみたり、ゲームをする方が楽しいから

ふだんから本を読まないから

勉強や習いごと、部活などをしていて時間がなかったから

読みたいと思う本がなかったから

友だちと遊んだりしていて時間がなかったから

本を読むのが苦手だから

どの本がおもしろいのかわからないから

本を読む必要がないと感じたから

まわりの友だちも読んでいないから

その他

無回答
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また、学年別でみると、「５年生」では「ふだんから本を読まないから」（50.5％）が最も高

い一方、「８年生」では「テレビや動画をみたり、ゲームをする方が楽しいから」（63.3％）が

最も高くなっている（図表２-５）。 

 
図表２-５ 本を読まなかった理由（学年別） 

 
  

45.6 

50.5 

35.9 

39.8 

33.0 

35.9 

19.4 

12.6 

4.9 

7.8 

4.9 

63.3 

59.8 

50.9 

48.5 

37.3 

30.8 

22.5 

23.1 

7.7 

5.3 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

テレビや動画をみたり、ゲームをする方が楽しいから

ふだんから本を読まないから

勉強や習いごと、部活などをしていて時間がなかったから

読みたいと思う本がなかったから

友だちと遊んだりしていて時間がなかったから

本を読むのが苦手だから

どの本がおもしろいのかわからないから

本を読む必要がないと感じたから

まわりの友だちも読んでいないから

その他

無回答

５年生（n=103） ８年生（n=169）
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問３ あなたは、今年の６月の１か月間に次のことをしましたか。（○はいくつでも） 

６月の１か月間にしたことについては、「マンガを読んだ」（64.6％）が最も高く、次いで

「事典・図鑑で調べごとをした」（34.7％）となっている。 

また、学年別でみると、「５年生」「８年生」ともに「マンガを読んだ」が最も高くなってい

る（図表２-６）。 

 
図表２-６ ６月の１か月間にしたこと（全体、学年別） 

 
 
  

64.6 

34.7 

23.2 

19.0 

17.2 

5.2 

66.0 

43.3 

28.9 

19.8 

13.4 

5.3 

61.9 

18.3 

12.4 

17.6 

24.6 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

マンガを読んだ

事典・図鑑で調べごとをした

新聞を読んだ

雑誌を読んだ

１～４のどれもしなかった

無回答

全体（n=1,566） ５年生（n=1,025） ８年生（n=541）
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問４ あなたは、今年の６月の１か月間に、スマートフォンやタブレット、パソコンなどを

つかって次のことをしましたか。したことがあることにすべて○をつけてください。

（○はいくつでも） 

６月の１か月間に、スマートフォンやタブレット、パソコンなどを使ってしたことについ

ては、「ユーチューブなどで動画や音楽をみたり、きいたりした」（79.4％）が最も高く、次い

で「検索サイトをつかって調べごとをしたり情報をあつめたりした」（62.5％）、「ゲームアプ

リやオンラインゲームをつかった」（59.8％）となっている（図表２-７）。 

 
図表２-７ ６月の１か月間に、スマートフォンやタブレット、パソコンなどをつかってしたこと 

 
  

79.4 

62.5 

59.8 

45.7 

35.6 

26.2 

25.9 

24.6 

7.2 

11.0 

2.9 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=1,566）

ユーチューブなどで動画や音楽をみたり、きいたりした

検索サイトをつかって調べごとを

したり情報をあつめたりした

ゲームアプリやオンラインゲームをつかった

メールやチャットをした

マンガを読んだ

インターネット上の事典・図鑑を

つかって調べごとをした

新聞のウェブ版やニュースサイトなどで記事を読んだ

エックス（旧ツイッター）やインスタグラム

などＳＮＳをつかった

雑誌のオンライン版やウェブマガジンを読んだ

その他のつかい方をした

スマートフォンやタブレット、

パソコンをつかわなかった

無回答
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また、学年別でみると、多くの項目で「８年生」が「５年生」を上回っており、「ユーチュ

ーブなどで動画や音楽をみたり、きいたりした」が９割、「メールやチャットをした」が８割、

「検索サイトをつかって調べごとをしたり情報をあつめたりした」「ゲームアプリやオンライ

ンゲームをつかった」が７割と特に使用率が高くなっている（図表２-８）。 

 
図表２-８ ６月の１か月間に、スマートフォンやタブレット、パソコンなどをつかってしたこと 

（学年別） 

 

  

73.7 

57.4 

54.4 

27.5 

31.4 

27.1 

18.9 

12.3 

5.6 

9.8 

4.1 

4.2 

90.2 

72.1 

70.1 

80.0 

43.6 

24.4 

39.0 

48.1 

10.4 

13.5 

0.7 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ユーチューブなどで動画や音楽をみたり、きいたりした

検索サイトをつかって調べごとを

したり情報をあつめたりした

ゲームアプリやオンラインゲームをつかった

メールやチャットをした

マンガを読んだ

インターネット上の事典・図鑑を

つかって調べごとをした

新聞のウェブ版やニュースサイトなどで記事を読んだ

エックス（旧ツイッター）やインスタグラム

などＳＮＳをつかった

雑誌のオンライン版やウェブマガジンを読んだ

その他のつかい方をした

スマートフォンやタブレット、

パソコンをつかわなかった

無回答

５年生（n=1,025） ８年生（n=541）
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※問５以降の「本」には教科書、学習参考書、マンガ、雑誌も入(はい)ります。 

問５ あなたは本を読むことが好きですか。（○は１つ） 

本を読むことが好きかどうかについては、「好き」「どちらかというと好き」を合わせた肯

定的評価が 70.8％、「どちらかというと好きではない」「好きではない」を合わせた否定的評

価が 26.4％となっている。また、学年別でみると、「５年生」では肯定的評価が 77.1％の一

方、「８年生」では 59.0％にとどまっている（図表２-９）。 

 前回調査と比較すると、全体、学年別の全てで肯定的評価が減少している（図表２-10）。 

 
図表２-９ 本を読むことが好きか（全体、学年別） 

 
 

図表２-10 本を読むことが好きか（前回調査） 

 
  

43.1 

49.7 

30.7 

27.7 

27.4 

28.3 

16.5 

13.5 

22.4 

9.9 

6.3 

16.6 

2.7 

3.1 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,566）

５年生（n=1,025）

８年生（n=541）

好き どちらかと

いうと好き

どちらかと

いうと好き

ではない

好きではない 無回答

ｎ 好き
どちらかと
いうと好き

どちらかと
いうと好き
ではない

好きではない 無回答

全体 1,557 50.0 28.2 13.2 7.0 1.6

５年生 1,065 53.7 28.5 10.6 5.6 1.5

８年生 492 42.1 27.4 18.7 10.0 1.8

ｎ 肯定的評価 否定的評価

全体 1,557 78.2 20.2

５年生 1,065 82.2 16.2

８年生 492 69.5 28.7

学
年

学
年
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問６ あなたはふだん、読む本をどのようにして選ぶことが多いですか。（○はいくつでも） 

読む本をどのようにして選ぶことが多いかについては、「本屋で気になった本を選ぶ」

（54.0％）が最も高く、次いで「学校の図書館で気になった本を選ぶ」（46.5％）、「テレビや

ネットで話題の本を選ぶ」（33.3％）となっている（図表２-11）。 

 
図表２-11 読む本をどのようにして選ぶことが多いか 

 
  

54.0 

46.5 

33.3 

29.4 

26.6 

26.4 

25.2 

23.1 

20.8 

8.7 

8.1 

7.0 

5.2 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=1,566）

本屋で気になった本を選ぶ

学校の図書館で気になった本を選ぶ

テレビやネットで話題の本を選ぶ

友だちがすすめる本を選ぶ

家にある家族の本から選ぶ

ドラマや映画の原作の本を選ぶ

好きな作家が書いた本を選ぶ

家族がすすめる本を選ぶ

地域の図書館で気になった本を選ぶ

教科書にのっていた本を選ぶ

学校の先生がすすめる本を選ぶ

その他

わからない

無回答
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問７ あなたが好きな本のジャンルは何ですか。（○はいくつでも） 

好きな本のジャンルについては、「マンガ」（69.0％）が最も高く、次いで「小説・物語」

（60.9％）となっている（図表２-12）。 

 
図表２-12 好きな本のジャンル 

 
  

69.0 

60.9 

27.4 

24.8 

21.9 

20.9 

19.8 

18.8 

18.4 

16.4 

5.5 

3.3 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=1,566）

マンガ

小説・物語

ノベライズ

ノンフィクション（ほんとうにあった話）

歴史に関する読み物

ライトノベル

伝記

絵本

科学に関する読み物

事典・図鑑

その他のジャンル

好きなジャンルはない

無回答
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問８ あなたは、宿題や調べたいことがあるときに何をつかって調べますか。 

（○はいくつでも） 

宿題や調べたいことがある時に何を使って調べるかについては、「インターネットで調べる」

（83.5％）が最も高く、次いで「学校の先生や家族、友だちに聞く」（46.7％）、「事典・図鑑・

辞書で調べる」（38.0％）となっている。 

学年別でみると、「５年生」「８年生」ともに「インターネットで調べる」が最も高いが、

「８年生」では「インターネットで調べる」が９割を超える（図表２-13）。 

 
図表２-13 宿題や調べたいことがある時に何を使って調べるか 

 

 

83.5 

46.7 

38.0 

15.1 

11.9 

1.1 

2.6 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=1,566）

インターネットで調べる

学校の先生や家族、友だちに聞く

事典・図鑑・辞書で調べる

本や雑誌で調べる

電子辞書で調べる

その他

わからない

無回答

ｎ
インターネッ
トで調べる

学校の先生や
家族、友だち

に聞く

事典・図鑑・
辞書で調べる

本や雑誌で調
べる

電子辞書で調
べる

５年生 1,025 78.8 49.0 45.7 17.9 12.7

８年生 541 92.2 42.5 23.5 10.0 10.5

ｎ その他 わからない 無回答

５年生 1,025 1.5 2.9 3.9

８年生 541 0.4 2.0 2.8

学
年

学
年
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２ 学校図書館、区立図書館の利用状況について 

問９ あなたは、今年の６月の１か月間で学校の図書館に行きましたか。（○はいくつでも） 

６月の１か月間で学校の図書館に行ったかどうかについては、「行った」が 77.0％、「行か

なかった」が 21.5％となっている。また、「行った」中でみると、「授業で行った」（53.8％）

が最も高く、次いで「本を読みに行った」（33.0％）、「本を借りに行った」（31.0％）となって

いる。 

学年別でみると、「５年生」では「行った」が 88.8％の一方、「８年生」では 54.6％にとど

まっている（図表２-14）。 

 
図表２-14 １か月間で学校の図書館に行ったかどうか 

 

 

53.8 

33.0 

31.0 

3.4 

17.3 

21.5 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=1,566）

授業で行った

本を読みに行った

本を借りに行った

宿題の調べごとをするために行った

その他のことをしに行った

行かなかった

無回答

77.0%

ｎ 授業で行った
宿題の調べご
とをするため
に行った

本を借りに
行った

本を読みに
行った

その他のこと
をしに行った

５年生 1,025 71.2 4.1 39.1 40.5 14.3

８年生 541 20.9 2.0 15.7 18.7 22.9

ｎ 行かなかった 無回答 行った

５年生 1,025 9.3 1.9 88.8

８年生 541 44.7 0.7 54.6

学
年

学
年
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問 10 あなたは、この１年間で、地域の図書館にどれぐらい行きましたか。（○は１つ） 

この１年間で、地域の図書館にどれぐらい行ったかについては、「利用した」が 59.0％、「利

用していない」が 39.1％となっている。また、頻度については、「半年に１回以上」（20.5％）

が最も高く、次いで「月に１回以上」（17.5％）となっている。 

学年別でみると、「５年生」では「利用した」が 60.0％、「８年生」では 57.1％となってい

る（図表２-15）。 

 
図表２-15 １年間で、地域の図書館にどれぐらい行ったか 

 

 
  

１週間に１回以上

8.6%

月に１回以上

17.5%

半年に１回以上

20.5%
年に１回

12.4%

利用していない

39.1%

無回答

1.9%
（n=1,566）

ｎ
１週間に１回

以上
月に１回以上

半年に
１回以上

年に１回
利用して
いない

５年生 1,025 11.1 19.9 17.8 11.2 37.9

８年生 541 3.9 12.9 25.7 14.6 41.4

ｎ 無回答 利用した

５年生 1,025 2.1 60.0

８年生 541 1.5 57.1

学
年

学
年
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問 11 あなたが地域の図書館に行かなかった理由は何ですか。（○はいくつでも） 

この１年間で地域の図書館を「利用していない」と回答した 612 人を対象に、地域の図書

館に行かなかった理由をきいたところ、「本は買って読むから」（45.9％）が最も高く、次い

で「勉強や習いごとなどで時間がないから」（33.8％）、「学校の図書館をつかっているから」

（30.2％）となっている（図表２-16）。 

 
図表２-16 地域の図書館に行かなかった理由 

 
 

  

45.9 

33.8 

30.2 

28.4 

18.3 

15.5 

10.3 

8.0 

10.9 

3.3 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=612）

本は買って読むから

勉強や習いごとなどで時間がないから

学校の図書館をつかっているから

本を読まないから

図書館には読みたい本がないから

近くに図書館がないから

図書館の場所を知らないから

利用しにくい環境だから

（静かにしないといけないなど）

その他

わからない

無回答
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問 12 あなたはしながわ電子図書館を知っていますか。また、利用していますか。 

（○は１つ） 

しながわ電子図書館の認知率（「知っていて利用している」「知っているけど利用していな

い」の合計）は 17.9％、利用率（「知っていて利用している」）は 4.9％となっている。 

学年別でみると、認知率は「５年生」では 17.4％、「８年生」では 19.1％、利用率は「５年

生」では 5.5％、「８年生」では 3.9％となっている（図表２-17）。 

 
図表２-17 しながわ電子図書館の認知率、利用率 

 
 

問 13 しながわ電子図書館を「知っているけど利用していない」を選択した方におうかがい

します。その理由はなぜですか。（○はいくつでも） 

しながわ電子図書館を「知っているけど利用していない」と回答した 204 人を対象に、そ

の理由をきいたところ、「紙の本の方が読みやすい」（45.1％）が最も高く、次いで「使い方が

わからない」（33.8％）、「読みたい本がない」（32.4％）となっている（図表２-18）。 

 
図表２-18 しながわ電子図書館を「知っているけど利用していない」理由 

 
 
  

4.9 

5.5 

3.9 

13.0 

11.9 

15.2 

80.5 

80.9 

79.9 

1.5 

1.8 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,566）

５年生（n=1,025）

８年生（n=541）

知っていて

利用している

知っているけど

利用していない

知らない 無回答

45.1 

33.8 

32.4 

11.8 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=204）

紙の本の方が読みやすい

使い方がわからない

読みたい本がない

その他

無回答
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３ 回答者の属性について 

問 14 あなたの学年をおしえてください。（○は１つ） 

学年については、「５年生」が 65.5％、「８年生」が 34.5％となっている（図表２-19）。 

 
図表２-19 学年 

 
  

５年生

65.5%

８年生

34.5%

（n=1,566）



17 

 

第３章 ４年生以下の子どもを持つ保護者向け調査結果 

１ 対象者の属性について 

問１ 宛名のお子さんの学年を教えてください。（○は１つ） 

学年については、「４年生」が 27.5％、「３年生」が 26.4％、「１年生」が 23.5％、「２年生」

が 22.3％となっている（図表３-１）。 

 

図表３-１ 学年 

 
 

２ 読書活動について 

問２ お子さんは、今年の７月の１か月間に本を読みましたか。あなたがわかる範囲で回答

してください。（○は１つ） 

今年の７月の１か月間に本を読んだかについては、「読んだ」が 90.3％、「読んでいない」

が 8.3％となっている。学年別でみると、低い学年ほど「読んだ」が高い（図表３-２）。 

 

図表３-２ 子どもの今年の７月の１か月間の読書の有無（全体、学年別） 

 

１年生

23.5%

２年生

22.3%３年生

26.4%

４年生

27.5%

無回答

0.3%

（n=629）

90.3 

93.9 

91.4 

90.4 

86.1 

8.3 

6.1 

7.9 

7.2 

11.6 

1.4 

0.7 

2.4 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=629）

１年生（n=148）

２年生（n=140）

３年生（n=166）

４年生（n=173）

読んだ 読んでいない わからない 無回答
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前回調査と比較すると、全体では微増であり、「１年生」「３年生」で前回よりも高くなっ

ている（図表３-３）。 

保護者の読書状況別でみると、本を「よく読む」保護者では、子どもが本を「読んだ」（93.2％）

が最も高く、本を読む保護者ほど子どもも本を読む傾向がみられる（図表３-４）。 
 

図表３-３ 子どもが１か月間に本を「読んだ」割合（前回調査との比較） 

 
 

図表３-４ 子どもの今年の７月の１か月間の読書の有無（保護者の読書状況別） 

 

 

問 14 あなた自身は普段どれぐらい読書をしていますか。（○は１つ） 

保護者の読書状況については、「よく読む」が 25.6％、「ときどき読む」が 42.9％、「あま

り読まない」が 24.2％、「いっさい読まない」が 7.0％となっている（図表３-５）。 
 

図表３-５ 保護者の読書状況 

 

前回調査

（令和元年７月）

今回調査

（令和６年７月）

全体 88.3 90.3

１年生 87.3 93.9

２年生 91.4 91.4

３年生 85.3 90.4

４年生 89.6 86.1

93.2 

91.5 

88.8 

79.5 

5.6 

7.0 

11.2 

13.6 

1.2 

1.5 

6.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく読む（n=161）

ときどき読む（n=270）

あまり読まない（n=152）

いっさい読まない（n=44）

読んだ 読んでいない わからない 無回答

よく読む

25.6%

ときどき読む

42.9%

あまり読まない

24.2%

いっさい読まない

7.0%

無回答

0.3%

（n=629）
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※問３以降の「本」には教科書、学習参考書、マンガ、雑誌も含みます。 

問３ お子さんは本を読むことが好きですか。（○は１つ） 

子どもが本を読むことが好きかどうかについては、「好き」「どちらかというと好き」を合

わせた肯定的評価が 71.0％、「どちらかというと好きではない」「好きではない」を合わせた

否定的評価が 28.9％となっている。 

前回調査と比較すると、肯定的評価が 10.3 ポイント低くなっている。 

学年別でみると、「１年生」では肯定的評価が 75.6％と最も高く、低い学年ほど肯定的評価

が高い。 

また、保護者の読書状況別でみると、本をよく読む層ほど肯定的評価が高い（図表３-６）。 

 

図表３-６ 本を読むことが好きか（前回調査との比較、学年別、保護者の読書状況別） 

 

  

50.8 

41.3 

43.9 

39.3 

44.6 

37.6 

54.7 

45.2 

23.7 

29.5 

30.5 

29.7 

31.8 

35.0 

25.9 

27.7 

27.3 

29.6 

33.6 

25.0 

14.4 

20.2 

16.9 

22.1 

20.5 

21.4 

12.4 

19.3 

28.9 

25.0 

4.2 

8.7 

7.4 

3.6 

9.0 

13.3 

5.6 

5.9 

13.8 

20.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査

（n=770）

今回調査

（n=629）

１年生（n=148）

２年生（n=140）

３年生（n=166）

４年生（n=173）

よく読む

（n=161）

ときどき読む

（n=270）

あまり読まない

（n=152）

いっさい読まない

（n=44）

好き どちらかと

いうと好き

どちらかと

いうと好き

ではない

好きではない 無回答
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問４ あなたやその他のご家族の方は、普段、次の①～④のことをしていますか。  

   （①～④それぞれに○は１つずつ） 

普段、家族がしている読書活動については、「①読んだ本の内容や感想について家族で話す」

では「よくしている」「ときどきしている」を合わせた肯定層が 65.0％で最も高く、次いで

「④子どもに本の読み聞かせをする」（51.8％）、「②家族で同じタイトルの本を読む」（40.4％）、

「③同じ時間に家族でいっしょに本を読む」（32.8％）となっている（図表３-７）。 

 

図表３-７ 普段、家族がしている読書活動 

 

 

問５ あなたやその他のご家族の方は、お子さんが小学校に入学する以前、読み聞かせを 

行っていましたか。（○は１つ） 

子どもの小学校入学前の読み聞かせについては、「よく読み聞かせをしていた」「ときどき

読み聞かせをしていた」を合わせた実践層が 89.5％、「あまり読み聞かせをしていなかった」

「読み聞かせをしていなかった」を合わせた非実践層が 10.3％となっている（図表３-８）。 
 

図表３-８ 子どもの小学校入学前の読み聞かせの有無 

 
 

17.6 

11.8 

8.3 

21.1 

47.4 

28.6 

24.5 

30.7 

22.3 

30.4 

30.0 

28.0 

11.9 

28.3 

36.1 

19.1 

0.8 

1.0 

1.1 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①読んだ本の内容や感想

について家族で話す

②家族で同じタイトル

の本を読む

③同じ時間に家族で

いっしょに本を読む

④子どもに本の

読み聞かせをする

(n=629)

よく

している

ときどき

している

あまり

しない

まったく

しない

無回答

よく読み聞かせを

していた

56.3%

ときどき読み聞かせ

をしていた

33.2%

あまり読み聞かせ

をしていなかった

8.1%

読み聞かせをして

いなかった

2.2%

無回答

0.2%

（n=629）
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問６ お子さんが好んで読む・選ぶ本のジャンルは何ですか。あなたがわかる範囲で回答し

てください。（○はいくつでも） 

子どもが好んで読む・選ぶ本のジャンルについては、「絵本」（60.4％）が最も高く、「マン

ガ」（53.6％）、「事典・図鑑」（46.9％）、「小説・物語」（45.0％）となっている（図表３-９）。 
 

図表３-９ 子どもが好んで読む・選ぶ本のジャンル 

 

60.4 

53.6 

46.9 

45.0 

35.3 

17.2 

15.4 

14.9 

6.2 

5.4 

8.7 

1.7 

1.1 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=629）

絵本

マンガ

事典・図鑑

小説・物語

科学に関する読み物

歴史に関する読み物

伝記

ライトノベル

ノベライズ

ノンフィクション

その他のジャンル

好きなジャンルはない

わからない

無回答
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問 15 あなたは、子どもたちがより多く本を活用するようになるために必要なことは何だと

思いますか。（○はいくつでも） 

子どもたちがより多く本を活用するようになるために必要なことについては、「学校で本を

読む時間をつくる」（49.1％）が最も高く、次いで「区立図書館を子どもが行きたい     

と思う雰囲気にする」（46.6％）、「家庭で読み聞かせや読書習慣をつけることに取り組む」

（43.7％）、「学校の休み時間や放課後に学校図書館を自由に利用できるようにする」（41.2％）、

「保護者が子どもにとっての読書の大切さを認識する」（39.6％）となっている（図表３-10）。 

 

図表３-10 子どもたちがより多く本を活用するようになるために必要なこと 

 

 

  

49.1 

46.6 

43.7 

41.2 

39.6 

34.3 

34.0 

33.1 

28.3 

28.1 

26.9 

18.0 

14.8 

9.5 

10.3 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=629）

学校で本を読む時間をつくる

区立図書館を子どもが行きたい

と思う雰囲気にする

家庭で読み聞かせや読書習慣を

つけることに取り組む

学校の休み時間や放課後に学校図書館を

自由に利用できるようにする

保護者が子どもにとっての

読書の大切さを認識する

区立図書館に子どもが好む本を増やす

区立図書館を親子連れで行きやすい

雰囲気・環境にする

図書館以外の場所で本の貸し

借りができるようにする

児童センターなど、地域で子どもが

過ごす場所に本を置く

学校図書館の本を増やす

テレビやゲーム、インターネットを

利用する時間を制限する

区立図書館でのおはなし会など、

子ども向けの催し物を増やす

テレビや雑誌、インターネットなどで

おすすめの本を紹介する

区立図書館がおすすめの本を紹介する

その他

無回答
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３ 区立図書館の利用状況について 

問７ お子さんは、この１年間で区立図書館をどれぐらい利用しましたか。あなたがわかる

範囲で回答してください。（○は１つ） 

この１年間での区立図書館の利用状況については、「利用した」が 78.1％、「利用していな

い」が 21.9％となっており、「利用した」中では「月に１回以上」（35.6％）が最も高い。 

また、学年別でみると、「３年生」では「利用した」が 82.5％、「２年生」では 80.7％、「４

年生」では 75.0％、「１年生」では 74.3％となっている（図表３-11）。 

 

図表３-11 この１年間での区立図書館の利用状況（全体、学年別） 

 

 

  

１週間に１回以上

7.6%

月に１回以上

35.6%

半年に１回以上

29.3%

年に１回

5.6%

利用していない

21.9%

無回答

0.0%
（n=629）

ｎ
１週間に
１回以上

月に
１回以上

半年に
１回以上

年に１回
利用して
いない

１年生 148 5.4 41.9 22.3 4.7 25.7

２年生 140 12.1 37.9 25.7 5.0 19.3

３年生 166 6.6 30.1 40.4 5.4 17.5

４年生 173 6.9 33.5 27.7 6.9 25.0

ｎ 利用した

１年生 148 74.3

２年生 140 80.7

３年生 166 82.5

４年生 173 75.0

学

年

学
年
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問８ お子さんが、この１年間で区立図書館を「利用していない」を選択した方におうかが

いします。お子さんが区立図書館を利用しない理由は何ですか。あなたがわかる範囲

で回答してください。（○はいくつでも） 

この１年間で区立図書館を「利用していない」と回答した 138 人を対象に利用していない

理由をきいたところ、「学校図書館を使っているから」（50.0％）が最も高く、次いで「本は買

って読むから」（31.2％）、「子どもが本を読まないから」（25.4％）、「近くに図書館がないか

ら」（24.6％）となっている（図表３-12）。 
 

図表３-12 この１年間で区立図書館を利用していない理由 

 
 

問９ 区立図書館ではいろいろな子ども向けの催しを行っていますが、お子さんは参加して

いますか。（○は１つ） 

区立図書館での子ども向け催しへの参加状況をみると、「参加している」が 14.6％、「参加

していない」が 85.4％となっている（図表３-13）。 
 

図表３-13 区立図書館での子ども向け催しへの参加状況 

 

50.0 

31.2 

25.4 

24.6 

20.3 

13.8 

3.6 

0.0 

18.1 

0.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=138）

学校図書館を使っているから

本は買って読むから

子どもが本を読まないから

近くに図書館がないから

勉強や習い事などで時間がないから

子どもが利用しにくい環境だから

（静かにしないといけないなど）

図書館の場所を知らないから

図書館には読みたい本がないから

その他

わからない

無回答

参加している

14.6%

参加していない

85.4%

（n=629）
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問 10 区立図書館のどのような催しがあれば、お子さんは参加すると思いますか。（○はいく

つでも） 

子どもが参加すると思う区立図書館の催しについては、「科学あそび」（68.7％）が最も高

く、次いで「工作会」（60.6％）となっている（図表３-14）。 

 

図表３-14 子どもが参加すると思う区立図書館の催し 

 

 

問 11 あなたは、区立図書館で発行している子ども向けの本を紹介するリストを知っていま

すか。また、利用したことはありますか。（○は１つ） 

区立図書館で発行している子ども向けの本を紹介するリストの認知率（「知っており、利用

したことがある」「知っているが、利用したことはない」の合計）は 62.4％、利用率（「知っ

ており、利用したことがある」）は 31.6％となっている。図表３-15）。 

 

図表３-15 区立図書館で発行している子ども向けの本を紹介するリストの認知率、利用率 

 

68.7 

60.6 

39.9 

31.3 

11.4 

4.9 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=629）

科学あそび

工作会

映画会

図書館員体験

おはなし会

その他

無回答

知っており、

利用したことがある

31.6%

知っているが、

利用したことはない

30.8%

知らない

36.7%

無回答

0.8%

（n=629）
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問 12 お子さんはしながわ電子図書館を知っていますか。また、利用していますか。 

（○は１つ） 

しながわ電子図書館の認知率（「知っていて利用している」「知っているけど利用していな

い」の合計）は 16.0％、利用率（「知っていて利用している」）は 5.2％となっている。 

学年別でみると、認知率、利用率ともに「３年生」が最も高い（図表３-16）。 

 

図表３-16 しながわ電子図書館の認知率、利用率 

 

 

問 13 しながわ電子図書館を「知っているけど利用していない」を選択した方に 

おうかがいします。その理由はなぜですか。（○はいくつでも） 

しながわ電子図書館を「知っているけど利用していない」と回答した 68人を対象に、その

理由をきいたところ、「紙の本の方が読みやすい」（66.2％）が最も高く、次いで「使い方がわ

からない」（22.1％）となっている（図表３-17）。 

 

図表３-17 しながわ電子図書館を利用していない理由 

 

  

5.2 

4.1 

6.4 

8.4 

2.3 

10.8 

12.2 

11.4 

9.6 

10.4 

83.9 

83.8 

82.1 

81.9 

87.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=629）

１年生（n=148）

２年生（n=140）

３年生（n=166）

４年生（n=173）

知っていて

利用している

知っているけど

利用していない

知らない 無回答

66.2 

22.1 

8.8 

11.8 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=68）

紙の本の方が読みやすい

使い方がわからない

読みたい本がない

その他

無回答
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第４章 高校２年生相当の青年向け調査結果 

１ 読書活動について 

問１ あなたは、今年の７月の１か月間に何冊の本を読みましたか。□のなかに数字を書い

てください。また、そのうち電子書籍の冊数も書いてください。 

今年の７月の１か月間に何冊の本を読んだかについては、「１冊以上」が 59.5％、「０冊」

が 40.5％となっている（図表４-１）。 

また、「読書をした」割合を前回調査と比較すると、若干減少している（図表４-２）。 

 

図表４-１  今年の７月の１か月間の読書量（冊数） 

 
 

図表４-２ 「読書をした」割合の推移（前回調査との比較） 

 

  

０冊

40.5%

１冊

18.1%

２冊

15.9%

３～４冊

13.6%

５～９冊

8.7%

10冊以上

3.2%

（n=309）

60.5 
59.5 

50%

55%

60%

65%

70%

前回調査

（令和元年７月）

（n=349）

今回調査

（令和６年７月）

（n=309）
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また、電子書籍については、「０冊」が 89.3％となっている（図表４-３）。 

 
図表４-３ 今年の７月の１か月間の読書量（電子書籍の冊数） 

 
 

問２ 問１で「０」と書いた方（７月に本を読まなかった方）におうかがいします。 

あなたが本を読まなかった理由は何ですか。（○はいくつでも） 

７月の１か月間に本を読まなかった 125 人を対象に、本を読まなかった理由をきいたとこ

ろ、「ふだんから本を読まないから」（53.6％）が最も高く、次いで「テレビや動画をみたり、

ゲームをする方が楽しいから」（50.4％）、「勉強や習いごと、部活などをしていて時間がなか

ったから」（48.0％）となっている（図表４-４）。 

 

図表４-４  本を読まなかった理由 

 

  

０冊

89.3%

１冊

4.2%

２冊

1.9%

３～４冊

1.6%

５～９冊

1.6%
10冊以上

1.3%

（n=309）

53.6 

50.4 

48.0 

40.8 

25.6 

24.0 

11.2 

11.2 

6.4 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=125）

ふだんから本を読まないから

テレビや動画をみたり、ゲームをする方が楽しいから

勉強や習いごと、部活などをしていて時間がなかったから

読みたいと思う本がなかったから

友だちと遊んだりしていて時間がなかったから

本を読むのが苦手だから

どの本がおもしろいのかわからないから

本を読む必要がないと感じたから

まわりの友だちも読んでいないから

その他

無回答
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問３ あなたは、今年の７月の１か月間に次のことをしましたか。 

したことがあることにすべて○をつけてください。（○はいくつでも） 

７月の１か月間にしたことについては、「マンガを読んだ」（56.0％）が最も高く、次いで

「１～４のどれもしなかった」（25.6％）となっている（図表４-５）。 
 

図表４-５ ７月の１か月間にしたこと 

 
 

問４ あなたは、今年の７月の１か月間に、スマートフォンやタブレット、パソコンなどを

つかって次のことをしましたか。したことがあることにすべて○をつけてください。

（○はいくつでも） 

７月の１か月間に、スマートフォンやタブレット、パソコンなどを使ってしたことについ

ては、「ユーチューブなどで動画や音楽をみたり、きいたりした」（96.4％）が最も高く、次い

で「メールやチャットをした」（86.7％）、「検索サイトをつかって調べごとや情報をあつめた」

「Ｘ（旧ツイッター）やインスタグラムなどＳＮＳをつかった」（ともに 80.9％）となってい

る（図表４-６）。 
 

図表４-６ ７月の１か月間に、スマートフォンやタブレット、パソコンなどをつかってしたこと 

 

56.0 

23.6 

21.7 

21.0 

25.6 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=309）

マンガを読んだ

雑誌を読んだ

新聞を読んだ

事典・図鑑で調べごとをした

１～４のどれもしなかった

無回答

96.4 

86.7 

80.9 

80.9 

68.0 

60.2 

59.5 

47.2 

19.1 

11.0 

0.3 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=309）

ユーチューブなどで動画や音楽をみたり、きいたりした

メールやチャットをした

検索サイトをつかって調べごとや情報をあつめた

Ｘ（旧ツイッター）やインスタグラムなどＳＮＳをつかった

ゲームアプリやオンラインゲームをつかった

マンガを読んだ

新聞のウェブ版やニュースサイトなどで記事を読んだ

インターネット上の事典・図鑑をつかって調べごとをした

雑誌のオンライン版やウェブマガジンを読んだ

その他のつかい方をした

スマートフォンやタブレット、パソコンをつかわなかった

無回答
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今年の７月の１か月間での読書の有無別でみると、上位３項目では「読んだ」と「読んで

いない」とに大きな差異はないが、「Ｘ（旧ツイッター）やインスタグラムなどＳＮＳをつか

った」ではでは「読んだ」（84.8％）が「読んでいない」（75.2％）を 9.6 ポイント上回ってい

る。 

また、「新聞のウェブ版やニュースサイトなどで記事を読んだ」では「読んだ」（68.5％）が

「読んでいない」（46.4％）を 22.1 ポイント上回っている。 

さらに、「インターネット上の事典・図鑑をつかって調べごとをした」では「読んだ」（57.1％）

が「読んでいない」（32.8％）を 24.3 ポイント上回っている（図表４-７）。 
 

図表４-７ ７月の１か月間に、スマートフォンやタブレット、パソコンなどをつかってしたこと 

（今年の７月の１か月間での読書の有無別） 
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87.5 

81.5 

84.8 

66.8 

62.0 

68.5 

57.1 

25.0 

13.0 

0.5 

1.1 

96.8 

85.6 

80.0 

75.2 

69.6 

57.6 

46.4 

32.8 

10.4 

8.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ユーチューブなどで動画や音楽をみたり、きいたりした

メールやチャットをした

検索サイトをつかって調べごとや情報をあつめた

Ｘ（旧ツイッター）やインスタグラムなどＳＮＳをつかった

ゲームアプリやオンラインゲームをつかった

マンガを読んだ

新聞のウェブ版やニュースサイトなどで記事を読んだ

インターネット上の事典・図鑑をつかって調べごとをした

雑誌のオンライン版やウェブマガジンを読んだ

その他のつかい方をした

スマートフォンやタブレット、パソコンをつかわなかった

無回答

読んだ（n=184） 読んでいない（n=125）
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本を読むことが好きか否か別でみると、「ユーチューブなどで動画や音楽をみたり、きいた

りした」では「肯定層（好き）」と「否定層（好きではない）」とは同程度となっているが、そ

れ以外の多くの項目では「肯定層（好き）」が「否定層（好きではない）」を上回っている（図

表４-８）。 
 

図表４-８ ７月の１か月間に、スマートフォンやタブレット、パソコンなどをつかってしたこと 

（本を読むことが好きか否か別） 
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41.0 

32.5 
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ユーチューブなどで動画や音楽をみたり、きいたりした

メールやチャットをした

検索サイトをつかって調べごとや情報をあつめた

Ｘ（旧ツイッター）やインスタグラムなどＳＮＳをつかった

ゲームアプリやオンラインゲームをつかった

マンガを読んだ

新聞のウェブ版やニュースサイトなどで記事を読んだ

インターネット上の事典・図鑑をつかって調べごとをした

雑誌のオンライン版やウェブマガジンを読んだ

その他のつかい方をした

スマートフォンやタブレット、パソコンをつかわなかった

無回答

肯定層（好き）（n=226） 否定層（好きではない）（n=83）
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※問５以降の「本」には教科書、学習参考書、マンガ、雑誌も入ります。 

問５ あなたは本を読むことが好きですか。（○は１つ） 

本を読むことが好きかどうかについては、「好き」「どちらかというと好き」を合わせた肯

定的評価が 73.1％、「どちらかというと好きではない」「好きではない」を合わせた否定的評

価が 26.9％となっている。 

前回調査と比較すると、ほぼ横ばいとなっている（図表４-９）。 

 

図表４-９ 本を読むことが好きか（前回調査との比較） 

 

 

  

41.0 

38.8 

32.7 

34.3 

18.6 

15.2 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査（n=349）

今回調査（n=309）

好き どちらかと

いうと好き

どちらかと

いうと好き

ではない

好きではない 無回答
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問６ あなたはふだん、読む本をどのようにして選ぶことが多いですか。 

（○はいくつでも） 

読む本をどのようにして選ぶことが多いかについては、「本屋で気になった本を選ぶ」

（55.3％）が最も高く、次いで「テレビやネットで話題の本を選ぶ」（37.5％）、「好きな作家

が書いた本を選ぶ」（34.6％）となっている（図表４-10）。 

 

図表４-10 読む本をどのようにして選ぶことが多いか 
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37.5 

34.6 

28.2 
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15.9 

14.6 

9.1 

7.1 

5.8 
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（n=309）

本屋で気になった本を選ぶ

テレビやネットで話題の本を選ぶ

好きな作家が書いた本を選ぶ

友だちがすすめる本を選ぶ

その他インターネット上で本が読める

サイトで気になった本を選ぶ

ドラマや映画の原作の本を選ぶ

学校の図書館で気になった本を選ぶ

家にある家族の本から選ぶ

区立の図書館で気になった本を選ぶ

家族がすすめる本を選ぶ

学校の先生がすすめる本を選ぶ

オンライン書店で

すすめられた本を選ぶ

教科書にのっていた本を選ぶ

その他

わからない

無回答
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問７ あなたが好きな本のジャンルは何ですか。（○はいくつでも） 

好きな本のジャンルについては、「小説・物語」（71.5％）が最も高く、次いで「マンガ」

（62.5％）となっている（図表４-11）。 
 

図表４-11 好きな本のジャンル 

 

 

問８ あなたは、宿題や調べたいことがあるときに何をつかって調べますか。 

（○はいくつでも） 

宿題や調べたいことがある時に何を使って調べるかについては、「インターネットで調べる」

（98.4％）が最も高く、次いで「学校の先生や家族、友だちに聞く」（38.5％）となっている

（図表４-12）。 
 

図表４-12 宿題や調べたいことがある時に何を使って調べるか 

 

71.5 

62.5 

30.4 

17.8 

15.9 

15.5 

13.3 

9.1 

6.8 

6.5 

6.1 

3.6 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=309）

小説・物語

マンガ

ライトノベル

ノベライズ

歴史に関する読み物

ノンフィクション（ほんとうにあった話）

科学に関する読み物

事典・図鑑

伝記

絵本

その他のジャンル

好きなジャンルはない

無回答

98.4 

38.5 

21.4 

18.4 

18.4 

0.0 

0.0 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=309）

インターネットで調べる

学校の先生や家族、友だちに聞く

事典・図鑑・辞書で調べる

本や雑誌で調べる

電子辞書で調べる

その他

わからない

無回答
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問９ あなたは、普段、次の①～⑦のことをしていますか。 

①～⑦それぞれに○は１つずつ） 

普段している読書活動については、全ての項目で「あまりしない」「まったくしない」を合

わせた否定層の方が、「よくしている」「ときどきしている」を合わせた肯定層よりも高い。 

また、肯定層の中では、「⑤友だちに読んだ本をすすめる」では「よくしている」「ときどき

している」を合わせて 36.8％と最も高く、次いで「④読んだ本の内容や感想について友だち

と話す」（35.3％）、「①読んだ本の内容や感想について家族と話す」（33.3％）となっている

（図表４-13）。 

 

図表４-13 普段している読書活動 

 

  

7.4 

5.2 

1.0 

8.4 

12.9 

5.2 

1.9 

25.9 

21.4 

4.9 

26.9 

23.9 

20.4 

6.8 

23.6 

21.4 

13.3 

26.9 

23.9 

18.8 

10.4 

42.4 

50.5 

79.6 

36.2 

37.2 

54.4 

79.6 

0.6 

1.6 

1.3 

1.6 

1.9 

1.3 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①読んだ本の内容や感想

について家族と話す

②家族で同じタイトル

の本を読む

③同じ時間に家族で

いっしょに本を読む

④読んだ本の内容や感想

について友だちと話す

⑤友だちに読んだ

本をすすめる

⑥友だちと本の貸し

借りをする

⑦読んだ感想や本の写真

をＳＮＳなどで発信する

(n=309)

よく

している

ときどき

している

あまり

しない

まったく

しない

無回答
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２ 学校図書館、区立図書館の利用状況について 

問 10 学校に通っている方におうかがいします。あなたは、今年の７月の１か月間で学校の

図書館を利用しましたか。（○はいくつでも） 

７月の１か月間で学校の図書館に行ったかどうかについては、「行った」が 39.5％、「行か

なかった」が 58.6％となっている。また、「行った」中でみると、「その他のことをしに行っ

た」（16.5％）、「本を借りに行った」（13.9％）、「授業で行った」（12.9％）が主に挙げられて

いる。（図表４-14）。 

 

図表４-14 １か月間で学校の図書館に行ったかどうか 

 

 

問 11 あなたは、この１年間で、区立図書館をどれぐらい利用しましたか。（○は１つ） 

この１年間で、区立図書館にどれぐらい行ったかについては、「利用した」が 48.5％、「利

用していない」が 51.5％となっており、「利用した」中では「半年に１回以上」（20.7％）が

最も高い（図表４-15）。 

 

図表４-15 この１年間で、区立図書館にどれぐらい行ったか 

 

  

12.9 

9.4 

13.9 

11.7 

16.5 

58.6 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=309）

授業で行った

宿題の調べごとをするために行った

本を借りに行った

本を読みに行った

その他のことをしに行った

行かなかった

無回答

39.5%

１週間に１回以上

4.5%

月に１回以上

13.3%

半年に１回以上

20.7%

年に１回

10.0%

利用していない

51.5%

（n=309）
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問 12 この１年間で区立図書館を「利用していない」を選択した方におうかがいします。 

あなたが区立図書館を利用しなかった理由は何ですか。（○はいくつでも） 

この１年間で区立図書館を「利用していない」と回答した 159 人を対象に、区立図書館に

行かなかった理由をきいたところ、「本は買って読むから」「本を読まないから」（ともに 32.7％）

が最も高く、次いで「勉強や習いごとなどで時間がないから」（25.2％）となっている（図表

４-16）。 

 

図表４-16 区立図書館に行かなかった理由 

 

  

32.7 

32.7 

25.2 

13.2 

11.9 

10.7 

8.2 

4.4 

8.2 

2.5 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=159）

本は買って読むから

本を読まないから

勉強や習いごとなどで時間がないから

学校図書館を使っているから

近くに図書館がないから

利用しにくい環境だから

（静かにしないといけないなど）

区立図書館には読みたい本がないから

区立図書館の場所を知らないから

その他

わからない

無回答
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問 13 あなたはしながわ電子図書館を知っていますか。また、利用していますか。 

（○は１つ） 

しながわ電子図書館の認知率（「知っていて利用している」「知っているけど利用していな

い」の合計）は 20.4％、利用率（「知っていて利用している」）は 3.9％となっている（図表

４-17）。 

 

 図表４-17 しながわ電子図書館の認知率、利用率 

 

 

問 14 しながわ電子図書館を「知っているけど利用していない」を選択した方におうかがい

します。その理由はなぜですか。（○はいくつでも） 

しながわ電子図書館を「知っているけど利用していない」と回答した 51人を対象に、その

理由をきいたところ、「紙の本の方が読みやすい」（39.2％）が最も高く、次いで「使い方がわ

からない」（35.3％）、「読みたい本がない」（31.4％）となっている（図表４-18）。 

 

図表４-18  しながわ電子図書館を「知っているけど利用していない」理由 

 

  

知っていて

利用している

3.9%

知っているけど

利用していない

16.5%

知らない

79.6%

（n=309）

39.2 

35.3 

31.4 

9.8 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=51）

紙の本の方が読みやすい

使い方がわからない

読みたい本がない

その他

無回答



39 

 

問 15 あなたは、自分と同世代の人たちがより多く本を活用するようになるために必要なこ

とは何だと思いますか。（○はいくつでも） 

自分と同世代の人たちがより多く本を活用するようになるために必要なことについては、

「区立図書館を自分たちの世代が行きたいと思う雰囲気にする」（41.4％）が最も高く、次い

で「学校で本を読む時間をつくる」（36.2％）、「スマートフォンにおすすめの本が届く」

（35.3％）、「テレビや雑誌、インターネットなどで同世代が読んでいる本を紹介する」

（33.3％）、「区立図書館に自分たちの世代が好む本を増やす」（31.1％）となっている（図表

４-19）。 

 

図表４-19 自分と同世代の人たちがより多く本を活用するようになるために必要なこと 

 

  

41.4 

36.2 

35.3 

33.3 

31.1 

25.2 

23.9 

23.9 

17.5 

15.2 

12.9 

12.0 

12.0 

9.4 

4.2 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=309）

区立図書館を自分たちの世代が

行きたいと思う雰囲気にする

学校で本を読む時間をつくる

スマートフォンにおすすめの本が届く

テレビや雑誌、インターネットなどで

同世代が読んでいる本を紹介する

区立図書館に自分たちの世代が好む本を増やす

俳優やアイドル、歌手と

タイアップして本を紹介する

地域に、自分たちの世代がゆっくりと

本を読める場所をつくる

友だち同士でおすすめの本を教え合う

図書館以外の場所で本の

貸し借りができるようにする

本屋が自分たちの世代に

おすすめの本を紹介する

学校の休み時間や放課後に学校図書館を

自由に利用できるようにする

区立図書館が自分たちの世代におすすめの本を

紹介する

テレビやゲーム、インターネットを

利用する時間を制限する

学校の図書館の本を増やす

その他

無回答
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今年の７月の１か月間での読書の有無別でみると、「読んだ」では「区立図書館を自分たち

の世代が行きたいと思う雰囲気にする」（45.1％）、「読んでいない」では「区立図書館を自分

たちの世代が行きたいと思う雰囲気にする」「学校で本を読む時間をつくる」（ともに36.0％）

が最も高い。 

また、本を読むことが好きか否か別でみると、「肯定層（好き）」では「区立図書館を自分た

ちの世代が行きたいと思う雰囲気にする」（44.2％）、「否定層（好きではない）」では「テレビ

や雑誌、インターネットなどで同世代が読んでいる本を紹介する」（36.1％）が最も高い（図

表４-20）。 

 

図表４-20 自分と同世代の人たちがより多く本を活用するようになるために必要なこと 

（今年の７月の１か月間での読書の有無別、本を読むことが好きか否か別） 

 

  

ｎ

区立図書館を
自分たちの世
代が行きたい
と思う雰囲気

にする

学校で本を読
む時間をつく

る

スマートフォ
ンにおすすめ
の本が届く

テレビや雑
誌、インター
ネットなどで
同世代が読ん
でいる本を紹

介する

区立図書館に
自分たちの世
代が好む本を

増やす

読んだ 184 45.1 36.4 36.4 33.2 32.6

読んでいない 125 36.0 36.0 33.6 33.6 28.8

肯定層（好き） 226 44.2 37.6 36.3 32.3 33.2

否定層（好きではない） 83 33.7 32.5 32.5 36.1 25.3

ｎ

俳優やアイド
ル、歌手とタ
イアップして
本を紹介する

地域に、自分
たちの世代が
ゆっくりと本
を読める場所
をつくる

友だち同士で
おすすめの本
を教え合う

図書館以外の
場所で本の貸
し借りができ
るようにする

本屋が自分た
ちの世代にお
すすめの本を
紹介する

読んだ 184 26.1 30.4 28.3 21.2 19.0

読んでいない 125 24.0 14.4 17.6 12.0 9.6

肯定層（好き） 226 25.2 27.0 27.4 19.9 16.8

否定層（好きではない） 83 25.3 15.7 14.5 10.8 10.8

ｎ

学校の休み時
間や放課後に
学校図書館を
自由に利用で
きるようにす

る

地域の図書館
が自分たちの
世代におすす
めの本を紹介

する

テレビやゲー
ム、インター
ネットを利用
する時間を制

限する

学校の図書館
の本を増やす

その他

読んだ 184 15.2 14.7 12.5 12.0 5.4

読んでいない 125 9.6 8.0 11.2 5.6 2.4

肯定層（好き） 226 15.5 13.3 13.7 11.5 5.3

否定層（好きではない） 83 6.0 8.4 7.2 3.6 1.2

読書

好き

読書

有無

読書

好き

読書

有無

読書

好き

読書

有無
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第５章 調査票 

５年生および８年生向けアンケート調査 

品川区
しながわく

子
こ

どもの読書
どくしょ

に関
かん

するアンケート調査
ちょうさ

 

（５年生
ねんせい

および８年生
ねんせい

向
む

け） 

品川区
しながわく

では、子
こ

どもの読書
どくしょ

についてみなさんの意見
い け ん

をお聞
き

きし、本
ほん

が好
す

きになり、

楽
たの

しく読書
どくしょ

ができるようになるため、アンケート調査
ちょうさ

を 行
おこな

います。ご 協 力
きょうりょく

をお願
ねが

いし
 

ます。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

１．名前
な ま え

を書
か

く必要
ひつよう

はありません。あなたが自分
じ ぶ ん

で思
おも

ったとおりに回答
かいとう

してください。 

２．回答
かいとう

するときは、あてはまる番号
ばんごう

に○
まる

をつけてください。○
まる

をつける数
かず

は、質問
しつもん

文
ぶん

の最後
さ い ご

に（○
まる

は１つ）（○
まる

はいくつでも）のように書
か

いています。 

３．「その他
た

」など、選択肢
せんたくし

に（ ）がついているものを選
えら

んだ場合
ば あ い

は、（ ）のなかに

その内容
ないよう

を具体的
ぐたいてき

に書
か

いてください。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

問
とい

１ あなたは、今年
こ と し

の６月
がつ

の１か月
げつ

間
かん

に何冊
なんさつ

の本
ほん

を読
よ

みましたか。□のなかに数字
す う じ

を書
か

いてください。また、そのうち電子
で ん し

書籍
しょせき

の冊数
さっすう

も書
か

いてください。 

※この問
とい

でいう「本
ほん

」には… 

 ・教科書
きょうかしょ

、学習
がくしゅう

参考書
さんこうしょ

、マンガ、雑誌
ざ っ し

は入りません。 

 ・電子
で ん し

書籍
しょせき

やスマートフォン、タブレット、パソコンで読
よ

んだ本
ほん

は入ります。 

※読
よ

みかけている本
ほん

（読
よ

み切
き

っていない本
ほん

）も１冊
さつ

と数
かぞ

えてください。 

※読
よ

んでいない場合
ば あ い

は「０
ぜろ

」を書
か

いてください。 

 

冊
さつ

 

 

そのうち、電子
で ん し

書籍
しょせき

の冊数
さっすう

 

 

冊
さつ
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問
とい

２ 問
とい

１で「０
ぜろ

」と書
か

いた方
かた

（６月
がつ

に本
ほん

を読
よ

まなかった方
かた

）におうかがいします。 

あなたが本
ほん

を読
よ

まなかった理
り

由
ゆう

は何
なん

ですか。（○はいくつでも） 

１ 勉
べん

強
きょう

や習
なら

いごと、部
ぶ

活
かつ

などをしていて時
じ

間
かん

がなかったから 

２ 友
とも

だちと遊
あそ

んだりしていて時
じ

間
かん

がなかったから 

３ テレビや動画
ど う が

をみたり、ゲームをする方
ほう

が楽
たの

しいから 

４ 読
よ

みたいと思
おも

う本
ほん

がなかったから 

５ どの本
ほん

がおもしろいのかわからないから 

６ 本
ほん

を読
よ

むのが苦
にが

手
て

だから 

７ 本
ほん

を読
よ

む必
ひつ

要
よう

がないと感
かん

じたから 

８ まわりの友
とも

だちも読
よ

んでいないから 

９ ふだんから本
ほん

を読
よ

まないから 

10 その他
た

（                             ） 

 

問
とい

３ あなたは、今年
こ と し

の６月
がつ

の１か月
げつ

間
かん

に次
つぎ

のことをしましたか。 

したことがあることにすべて○
まる

をつけてください。（○
まる

はいくつでも） 

※スマートフォンやタブレット、パソコンでした場合
ば あ い

は○
まる

をつけないでください。 

１ 新
しん

聞
ぶん

を読
よ

んだ 

２ 雑
ざっ

誌
し

を読
よ

んだ 

３ マンガを読
よ

んだ 

４ 事典
じ て ん

・図鑑
ず か ん

で調
しら

べごとをした 

５ １～４のどれも 

しなかった 
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問
とい

４ あなたは、今年
こ と し

の６月
がつ

の１か月間
げつかん

に、スマートフォンやタブレット、パソコン

などをつかって次
つぎ

のことをしましたか。したことがあることにすべて○
まる

をつけ

てください。（○
まる

はいくつでも） 

１ 新
しん

聞
ぶん

のウェブ版
ばん

やニュースサイトなどで記
き

事
じ

を読
よ

んだ 

２ マンガを読
よ

んだ 

３ 雑
ざっ

誌
し

のオンライン版
ばん

やウェブマガジンを読
よ

んだ 

４ インターネット上
じょう

の事典
じ て ん

・図鑑
ず か ん

をつかって調
しら

べごとをした 

５ 検索
けんさく

サイトをつかって調
しら

べごとをしたり情報
じょうほう

をあつめたりした 

６ エックス（旧
きゅう

ツイッター）やインスタグラムなどＳＮＳをつかった 

７ ユーチューブなどで動画
ど う が

や音楽
おんがく

をみたり、きいたりした 

８ ゲームアプリやオンラインゲームをつかった 

９ メールやチャットをした 

10 その他
た

のつかい方
かた

をした 

11 スマートフォンやタブレット、パソコンをつかわなかった 
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問
とい

５以降
い こ う

の「本
ほん

」には教科書
きょうかしょ

、学習
がくしゅう

参考書
さんこうしょ

、マンガ、雑誌
ざ っ し

も入
はい

ります。 

問
とい

５ あなたは本
ほん

を読
よ

むことが好
す

きですか。（○
まる

は１つ） 

１ 好
す

き 

２ どちらかというと好
す

き 

３ どちらかというと好
す

きではない 

４ 好
す

きではない 

 

問
とい

６ あなたはふだん、読
よ

む本
ほん

をどのようにして選
えら

ぶことが多
おお

いですか。 

（○
まる

はいくつでも） 

１ 本
ほん

屋
や

で気
き

になった本
ほん

を選
えら

ぶ
ぶ

 

２ 学
がっ

校
こう

の図
と

書
しょ

館
かん

で気
き

になった本
ほん

を選
えら

ぶ 

３ 地
ち

域
いき

の図
と

書
しょ

館
かん

で気
き

になった本
ほん

を選
えら

ぶ 

４ 家
いえ

にある家族
か ぞ く

の本
ほん

から選
えら

ぶ 

５ テレビやネットで話題
わ だ い

の本
ほん

を選
えら

ぶ 

６ ドラマや映画
え い が

の原作
げんさく

の本
ほん

を選
えら

ぶ 

７ 好
す

きな作
さっ

家
か

が書
か

いた本
ほん

を選
えら

ぶ 

８ 家族
か ぞ く

がすすめる本
ほん

を選
えら

ぶ 

９ 友
とも

だちがすすめる本
ほん

を選
えら

ぶ 

10 学校
がっこう

の先生
せんせい

がすすめる本
ほん

を選
えら

ぶ 

11 教科書
きょうかしょ

にのっていた本
ほん

を選
えら

ぶ 

12 その他
た

 

（             ） 

13 わからない 
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問
とい

７ あなたが好
す

きな本
ほん

のジャンルは何
なん

ですか。（○
まる

はいくつでも） 

※「小説
しょうせつ

・物語
ものがたり

」には、児童
じ ど う

文学
ぶんがく

も入ります。 

※「ライトノベル」とは、若者向
わかものむ

けに読
よ

みやすい文体
ぶんたい

で書
か

かれた小
しょう

説
せつ

のことです。 

※「ノベライズ」とは、映画
え い が

やドラマ、漫画
ま ん が

、ゲームなどを原作
げんさく

として書
か

かれた小
しょう

説
せつ

のことです。 

１ 小説
しょうせつ

・物語
ものがたり

 

２ ライトノベル 

３ ノベライズ 

４ 伝
でん

記
き

 

５ 歴
れき

史
し

に関
かん

する読
よ

み物
もの

 

６ ノンフィクション 

（ほんとうにあった話
はなし

） 

７ 科学
か が く

に関
かん

する読
よ

み物
もの

 

８ 事典
じ て ん

・図鑑
ず か ん

 

９ 絵本
え ほ ん

 

10 マンガ 

11 その他
た

のジャンル 

（              ） 

12 好
す

きなジャンルはない 

 

問
とい

８ あなたは、宿題
しゅくだい

や調
しら

べたいことがあるときに何
なに

をつかって調
しら

べますか。 

（○
まる

はいくつでも） 

１ 本
ほん

や雑誌
ざ っ し

で調
しら

べる 

２ 事典
じ て ん

・図鑑
ず か ん

・辞書
じ し ょ

で調
しら

べる 

３ インターネットで調
しら

べる 

４ 電子
で ん し

辞書
じ し ょ

で調
しら

べる 

５ 学校
がっこう

の先生
せんせい

や家族
か ぞ く

、友
とも

だちに聞
き

く 

６ その他
た

 

（              ） 

７ わからない 
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問
とい

９ あなたは、今年
こ と し

の６月
がつ

の１か月
げつ

間
かん

で学
がっ

校
こう

の図
と

書
しょ

館
かん

に行
い

きましたか。 

（○
まる

はいくつでも） 

１ 授
じゅ

業
ぎょう

で行
い

った 

２ 宿
しゅく

題
だい

の調
しら

べごとをするために行
い

った 

３ 本
ほん

を借
か

りに行
い

った 

４ 本
ほん

を読
よ

みに行
い

った 

５ その他
た

のことをしに行
い

った 

６ 行
い

かなかった 

 

問
とい

10 あなたは、この１年
ねん

間
かん

で、地域
ち い き

の図書館
としょかん

にどれぐらい行
い

きましたか。 

（○
まる

は１つ） 

１ １ 週
しゅう

間
かん

に１回
かい

以
い

上
じょう

 

２ 月
つき

に１回
かい

以
い

上
じょう

 

３ 半年
はんとし

に１回
かい

以上
いじょう

 

４ 年
ねん

に１回
か い

 

５ 利用
り よ う

していない 

（→問
とい

11 へ） 
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問
とい

11 この１年間
ねんかん

で地域
ち い き

の図書館
としょかん

を「利用
り よ う

していない」を選択
せんたく

した方
かた

に 

おうかがいします。 

あなたが地域
ち い き

の図書館
としょかん

に行
い

かなかった理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。（○
まる

はいくつでも） 

１ 本
ほん

は買
か

って読
よ

むから 

２ 近
ちか

くに図書館
としょかん

がないから 

３ 学校
がっこう

の図書館
としょかん

をつかっているから 

４ 図
と

書
しょ

館
かん

には読
よ

みたい本
ほん

がないから 

５ 図書館
としょかん

の場所
ば し ょ

を知
し

らないから 

６ 利用
り よ う

しにくい環境
かんきょう

だから（静
しず

かにしないといけないなど） 

７ 本
ほん

を読
よ

まないから 

８ 勉強
べんきょう

や習
なら

いごとなどで時間
じ か ん

がないから 

９ その他
た

（                             ） 

10 わからない 

 

問
とい

12 あなたはしながわ電子
で ん し

図書館
としょかん

を知
し

っていますか。また、利用
り よ う

していますか。 

（○
まる

は１つ） 

１ 知
し

っていて利用
り よ う

している 

２ 知
し

っているけど利用
り よ う

していない（→問
とい

13 へ） 

３ 知
し

らない 
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問
とい

13 しながわ電子
で ん し

図書館
としょかん

を「知
し

っているけど利用
り よ う

していない」を選択
せんたく

した方
かた

に 

おうかがいします。その理由
り ゆ う

はなぜですか。（○
まる

はいくつでも） 

１ 紙
かみ

の本
ほん

の方
ほう

が読
よ

みやすい 

２ 読
よ

みたい本
ほん

がない 

３ 使
つか

い方
かた

がわからない 

４ その他
た

（         ） 

 

問
とい

14 あなたの学年
がくねん

をおしえてください。（○
まる

は１つ） 

１ ５年生
ねんせい

 ２ ８年生
ねんせい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協 力
きょうりょく

、ありがとうございました。 
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４年生以下の子どもを持つ保護者向けアンケート調査 

品川区子どもの読書に関するアンケート調査 

（４年生以下の子どもを持つ保護者向け） 

 

日頃から、品川区政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

品川区では、子どもの読書活動の推進に取り組むための方向性や施策をまとめた「子ども読書

活動推進計画」を策定しています。 

このたび、計画見直しの基礎資料として活用させていただくとともに、子どもの読書活動をさ

らに推進していくため、アンケート調査を実施いたします。 

今回の調査では、平成 26年（2014 年）４月２日から平成 30年（2018 年）４月１日までに生ま

れたお子様をもつ、品川区に住民登録をされている方 1,500 名を無作為に抽出し、お送りしてい

ます。 

調査結果は来年度に品川区立図書館ホームページ等で公開いたします。 

回答内容につきましては、個人が特定されないよう統計的に処理し、区の施策・事業推進の目

的以外には使用いたしません。 

ご多忙の中恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力をお願いいたします。 

 

【回答にあたってのお願い】 

１ アンケートは、ご家族の方等が記入ください。 

２ 回答は、あてはまる選択肢の番号に○をつけてください。（○は１つ）や（○はいくつでも）

のように指定されているとおりに○をつけてください。 

３ 「その他」等、選択肢に（ ）がついているものを選んだ場合は、（ ）の中にその内容を具体

的に記入してください。 

４ 以下の①または②のいずれかによりご回答ください。 

①郵送による回答方法 

ご記入いただいた調査票は、同封の返信用封筒に入れて、郵便ポストにご投函ください。（切

手不要、氏名等記入不要です） 

② インターネットによる回答方法 

パソコン、スマートフォンなどで、以下のＵＲＬを入力するか、二次元コードを読み込み、

調査画面にアクセスしてください。 

           ＵＲＬ https://forms.gle/Q5dKHy9zBg1TPoho9 

 

           ＩＤ   ：     

           パスワード： 8257  

 

５． 9 月 2 日（月）までにご回答をお願いいたします。なお、調査の内容等について、わから

ないことがありましたら、下記までご連絡ください。 
 

【問い合わせ先】 品川区立品川図書館 電話 ０３－３４７１－４６６７（代） 

https://forms.gle/Q5dKHy9zBg1TPoho9
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問１ 宛名のお子さんの学年を教えてください。（○は１つ） 

１ １年生 ２ ２年生 ３ ３年生 ４ ４年生 

※以下、「お子さん」と記載されている場合は、宛名のお子さんを示します。 

 

問２ お子さんは、今年の７月の１か月間に本を読みましたか。あなたがわかる範囲で回答して

ください。（○は１つ） 

※この問でいう「本」には… 

 ・教科書、学習参考書、マンガ、雑誌は含みません。 

 ・電子書籍やスマートフォン、タブレット、パソコンを使って読んだ本は含みます。 

 ・保護者の方の読み聞かせは含みません。 

１ 読んだ ２ 読んでいない ３ わからない 

 

問３以降の「本」には教科書、学習参考書、マンガ、雑誌も含みます。 

問３ お子さんは本を読むことが好きですか。（○は１つ） 

１ 好き 

２ どちらかというと好き 

３ どちらかというと好きではない 

４ 好きではない 

 

問４ あなたやその他のご家族の方は、普段、次の①～④のことをしていますか。 

（①～④それぞれに○は１つずつ） 

 
よく 

している 

ときどき

している 

あまり 

しない 

まったく

しない 

①読んだ本の内容や感想について家族で話す １ ２ ３ ４ 

②家族で同じタイトルの本を読む １ ２ ３ ４ 

③同じ時間に家族でいっしょに本を読む １ ２ ３ ４ 

④子どもに本の読み聞かせをする １ ２ ３ ４ 

 

問５ あなたやその他のご家族の方は、お子さんが小学校に入学する以前、読み聞かせを 

行っていましたか。（○は１つ） 

１ よく読み聞かせをしていた 

２ ときどき読み聞かせをしていた 

３ あまり読み聞かせをしていなかった 

４ 読み聞かせをしていなかった 

  



51 

 

問６ お子さんが好んで読む・選ぶ本のジャンルは何ですか。あなたがわかる範囲で回答してく

ださい。（○はいくつでも） 

※「小説・物語」には、児童文学も含みます。 

※「ライトノベル」とは、若者向けに読みやすい文体で書かれた小説を言います。 

※「ノベライズ」とは、映画やドラマ、漫画、ゲームなどを原作として書かれた小説を言います。 

１ 小説・物語 

２ ライトノベル 

３ ノベライズ 

４ 伝記 

５ 歴史に関する読み物 

６ ノンフィクション 

７ 科学に関する読み物 

８ 事典・図鑑 

９ 絵本 

10 マンガ 

11 その他のジャンル 

（         ） 

12 好きなジャンルは 

ない 

13 わからない 

 

問７ お子さんは、この１年間で区立図書館をどれぐらい利用しましたか。あなたがわかる範囲

で回答してください。（○は１つ） 

※お子さんだけで利用する場合も、ご家族の方といっしょに利用する場合も含みます。 

１ １週間に１回以上 

２ 月に１回以上 

３ 半年に１回以上 

４ 年に１回 

５ 利用していない 

（→問８へ） 

 

問８ お子さんが、この１年間で区立図書館を「利用していない」を選択した方に 

おうかがいします。お子さんが区立図書館を利用しない理由は何ですか。あなたがわかる

範囲で回答してください。（○はいくつでも） 

１ 本は買って読むから 

２ 近くに図書館がないから 

３ 学校図書館を使っているから 

４ 図書館には読みたい本がないから 

５ 図書館の場所を知らないから 

６ 子どもが利用しにくい環境だから 

（静かにしないといけないなど） 

７ 子どもが本を読まないから 

８ 勉強や習い事などで時間がないから 

９ その他 

（               ） 

10 わからない 

 

 

問９ 区立図書館ではいろいろな子ども向けの催しを行っていますが、お子さんは参加していま

すか。（○は１つ） 

１ 参加している 

２ 参加していない 

 

 

 

問 10 区立図書館のどのような催しがあれば、お子さんは参加すると思いますか。（○はいくつ

でも） 

１ おはなし会 

２ 映画会 

３ 工作会 

４ 科学あそび 

５ 図書館員体験 

６ その他（            ） 
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問11 あなたは、区立図書館で発行している子ども向けの本を紹介するリストを知っていますか。

また、利用したことはありますか。（○は１つ） 

１ 知っており、利用したことがある 

２ 知っているが、利用したことはない 

３ 知らない 

 

 

問 12 お子さんはしながわ電子図書館を知っていますか。また、利用していますか。 

（○は１つ） 

１ 知っていて利用している 

２ 知っているけど利用していない（→問 13 へ） 

３ 知らない 

 

 

問 13 しながわ電子図書館を「知っているけど利用していない」を選択した方に 

おうかがいします。その理由はなぜですか。（○はいくつでも） 

１ 紙の本の方が読みやすい 

２ 読みたい本がない 

３ 使い方がわからない 

４ その他（         ） 

 

問 14 あなた自身は普段どれぐらい読書をしていますか。（○は１つ） 

１ よく読む 

２ ときどき読む 

３ あまり読まない 

４ いっさい読まない 

 

問 15 あなたは、子どもたちがより多く本を活用するようになるために必要なことは何だと思い

ますか。 

（○はいくつでも） 

１ 区立図書館に子どもが好む本を増やす 

２ 区立図書館を子どもが行きたいと思う雰囲気にする 

３ 区立図書館を親子連れで行きやすい雰囲気・環境にする 

４ 区立図書館でのおはなし会など、子ども向けの催し物を増やす 

５ 図書館以外の場所で本の貸し借りができるようにする 

６ 学校図書館の本を増やす 

７ 学校で本を読む時間をつくる 

８ 児童センターなど、地域で子どもが過ごす場所に本を置く 

９ 学校の休み時間や放課後に学校図書館を自由に利用できるようにする 

10 区立図書館がおすすめの本を紹介する 

11 テレビや雑誌、インターネットなどでおすすめの本を紹介する 

12 家庭で読み聞かせや読書習慣をつけることに取り組む 

13 保護者が子どもにとっての読書の大切さを認識する 

14 テレビやゲーム、インターネットを利用する時間を制限する 

15 その他（                                ） 

ご協力、ありがとうございました。  
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高校２年生相当の青年向けアンケート調査 

品川区子どもの読書に関するアンケート調査 

（高校２年生相当の青年向け） 
 

日頃から、品川区政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

品川区では、子どもの読書活動の推進に取り組むための方向性や施策をまとめた「子ども読書

活動推進計画」を策定しています。 

このたび、計画見直しの基礎資料として活用させていただくとともに、子どもの読書活動をさ

らに推進していくため、アンケート調査を実施いたします。 

子どもから大人への成長の中で読書の位置づけの変化を捉えるため、高校生の年代の方のご意

見をいただきたいと考えています。そのため今回の調査では、平成 19 年（2007 年）４月２日から

平成 20 年（2008 年）４月１日までに生まれた、品川区に住民登録をされている方 1,500 名を無

作為に抽出し、お送りしています。 

調査結果は来年度に品川区立図書館ホームページ等で公開いたします。 

回答内容につきましては、個人が特定されないよう統計的に処理し、区の施策・事業推進の目

的以外には使用いたしません。 

ご多忙の中恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力をお願いいたします。 
 

【回答にあたってのお願い】 

１ アンケートは、封筒の宛名のご本人が回答ください。なお、ご本人が記入できない場合は、

ご家族の方等がご本人のお考えを聞きながら記入ください。 

２ 回答は、あてはまる選択肢の番号に○をつけてください。（○は１つ）や（○はいくつでも）

のように指定されているとおりに○をつけてください。 

３ 「その他」等、選択肢に（ ）がついているものを選んだ場合は、（ ）の中にその内容を具体

的に記入してください。 

４ 以下の①または②のいずれかによりご回答ください。 

①郵送による回答方法 

ご記入いただいた調査票は、同封の返信用封筒に入れて、郵便ポストにご投函ください。（切

手不要、氏名等記入不要です） 

② インターネットによる回答方法 

パソコン、スマートフォンなどで、以下のＵＲＬを入力するか、二次元コードを読み込み、

調査画面にアクセスしてください。 

           ＵＲＬ https://forms.gle/eyQ2hWNAyNt8hQPFA 

 

           ＩＤ   ：     

           パスワード： 7814  

 

５． ９月２日（月）までにご回答をお願いいたします。なお、調査の内容等について、わか

らないことがありましたら、下記までご連絡ください。 

 

【問い合わせ先】 品川区立品川図書館 電話 ０３－３４７１－４６６７（代） 

https://forms.gle/eyQ2hWNAyNt8hQPFA
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問１ あなたは、今年の７月の１か月間に何冊の本を読みましたか。□のなかに数字

を書いてください。また、そのうち電子書籍の冊数も書いてください。 

※この問でいう「本」には… 

 ・教科書、学習参考書、マンガ、雑誌は入りません。 

 ・電子書籍やスマートフォン、タブレット、パソコンで読んだ本は入ります。 

※読みかけている本（読み切っていない本）も１冊と数えてください。 

※読んでいない場合は「０」を書いてください。 

 

冊 

 

そのうち、電子書籍の冊数 

 

冊 

 

問２ 問１で「０」と書いた方（７月に本を読まなかった方）におうかがいします。 

あなたが本を読まなかった理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１ 勉強や習いごと、部活などをしていて時間がなかったから 

２ 友だちと遊んだりしていて時間がなかったから 

３ テレビや動画をみたり、ゲームをする方が楽しいから 

４ 読みたいと思う本がなかったから 

５ どの本がおもしろいのかわからないから 

６ 本を読むのが苦手だから 

７ 本を読む必要がないと感じたから 

８ まわりの友だちも読んでいないから 

９ ふだんから本を読まないから 

10 その他（                             ） 

 

問３ あなたは、今年の７月の１か月間に次のことをしましたか。 

したことがあることにすべて○をつけてください。（○はいくつでも） 

※スマートフォンやタブレット、パソコンでした場合は○をつけないでください。 

１ 新聞を読んだ 

２ 雑誌を読んだ 

３ マンガを読んだ 

４ 事典・図鑑で調べごとをした 

５ １～４のどれも 

しなかった 
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問４ あなたは、今年の７月の１か月間に、スマートフォンやタブレット、パソコン

などをつかって次のことをしましたか。したことがあることにすべて○をつけ

てください。（○はいくつでも） 

１ 新聞のウェブ版やニュースサイトなどで記事を読んだ 

２ マンガを読んだ 

３ 雑誌のオンライン版やウェブマガジンを読んだ 

４ インターネット上の事典・図鑑をつかって調べごとをした 

５ 検索サイトをつかって調べごとや情報をあつめた 

６ Ｘ（旧ツイッター）やインスタグラムなどＳＮＳをつかった 

７ ユーチューブなどで動画や音楽をみたり、きいたりした 

８ ゲームアプリやオンラインゲームをつかった 

９ メールやチャットをした 

10 その他のつかい方をした 

11 スマートフォンやタブレット、パソコンをつかわなかった 

 

問５以降の「本」には教科書、学習参考書、マンガ、雑誌も入ります。 

問５ あなたは本を読むことが好きですか。（○は１つ） 

１ 好き 

２ どちらかというと好き 

３ どちらかというと好きではない 

４ 好きではない 

 

問６ あなたはふだん、読む本をどのようにして選ぶことが多いですか。 

（○はいくつでも） 

１ 本屋で気になった本を選ぶ 

２ 学校の図書館で気になった本を選ぶ 

３ 区立図書館で気になった本を選ぶ 

４ 家にある家族の本から選ぶ 

５ オンライン書店ですすめられた本を選ぶ 

６ その他インターネット上で本が読める 

サイトで気になった本を選ぶ 

７ テレビやネットで話題の本を選ぶ 

８ ドラマや映画の原作の本を選ぶ 

９ 好きな作家が書いた本を選ぶ 

10 家族がすすめる本を選ぶ 

11 友だちがすすめる本を選ぶ 

12 学校の先生がすすめる本を選ぶ 

13 教科書にのっていた本を選ぶ 

14 その他（          ） 

15 わからない 
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問７ あなたが好きな本のジャンルは何ですか。（○はいくつでも） 

※「小説・物語」には、児童文学も入ります。 

※「ライトノベル」とは、若者向けに読みやすい文体で書かれた小説のことです。 

※「ノベライズ」とは、映画やドラマ、漫画、ゲームなどを原作として書かれた小説

のことです。 

１ 小説・物語 

２ ライトノベル 

３ ノベライズ 

４ 伝記 

５ 歴史に関する読み物 

６ ノンフィクション 

（ほんとうにあった話） 

７ 科学に関する読み物 

８ 事典・図鑑 

９ 絵本 

10 マンガ 

11 その他のジャンル 

（              ） 

12 好きなジャンルはない 

 

問８ あなたは、宿題や調べたいことがあるときに何をつかって調べますか。 

（○はいくつでも） 

１ 本や雑誌で調べる 

２ 事典・図鑑・辞書で調べる 

３ インターネットで調べる 

４ 電子辞書で調べる 

５ 学校の先生や家族、友だちに聞く 

６ その他 

（              ） 

７ わからない 

 

問９ あなたは、普段、次の①～⑦のことをしていますか。 

（①～⑦それぞれに○は１つずつ） 

 
よく 

している 

ときどき

している 

あまり 

しない 

まったく

しない 

①読んだ本の内容や感想について家族と話す １ ２ ３ ４ 

②家族で同じタイトルの本を読む １ ２ ３ ４ 

③同じ時間に家族でいっしょに本を読む １ ２ ３ ４ 

④読んだ本の内容や感想について友だちと話す １ ２ ３ ４ 

⑤友だちに読んだ本をすすめる １ ２ ３ ４ 

⑥友だちと本の貸し借りをする １ ２ ３ ４ 

⑦読んだ感想や本の写真をＳＮＳなどで発信する  １ ２ ３ ４ 
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問 10 学校に通っている方におうかがいします。あなたは、今年の７月の１か月間で

学校の図書館を利用しましたか。（○はいくつでも） 

１ 授業で行った 

２ 宿題の調べごとをするために行った 

３ 本を借りに行った 

４ 本を読みに行った 

５ その他のことをしに行った 

６ 行かなかった 

 

問 11 あなたは、この１年間で、区立図書館をどれぐらい利用しましたか。 

（○は１つ） 

１ １週間に１回以上 

２ 月に１回以上 

３ 半年に１回以上 

４ 年に１回 

５ 利用していない 

（→問 12 へ） 

 

問 12 この１年間で区立図書館を「利用していない」を選択した方に 

おうかがいします。 

あなたが区立図書館を利用しなかった理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１ 本は買って読むから 

２ 近くに図書館がないから 

３ 学校図書館を使っているから 

４ 区立図書館には読みたい本がないから 

５ 区立図書館の場所を知らないから 

６ 利用しにくい環境だから（静かにしないといけないなど） 

７ 本を読まないから 

８ 勉強や習いごとなどで時間がないから 

９ その他（                             ） 

10 わからない 

 

問 13 あなたはしながわ電子図書館を知っていますか。また、利用していますか。 

（○は１つ） 

１ 知っていて利用している 

２ 知っているけど利用していない（→問 14 へ） 

３ 知らない 
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問 14 しながわ電子図書館を「知っているけど利用していない」を選択した方に 

おうかがいします。その理由はなぜですか。（○はいくつでも） 

１ 紙の本の方が読みやすい 

２ 読みたい本がない 

３ 使い方がわからない 

４ その他（         ） 

 

問 15 あなたは、自分と同世代の人たちがより多く本を活用するようになるために

必要なことは何だと思いますか。（○はいくつでも） 

１ 区立図書館に自分たちの世代が好む本を増やす 

２ 区立図書館を自分たちの世代が行きたいと思う雰囲気にする 

３ 図書館以外の場所で本の貸し借りができるようにする 

４ 学校の図書館の本を増やす 

５ 学校で本を読む時間をつくる 

６ 地域に、自分たちの世代がゆっくりと本を読める場所をつくる 

７ 学校の休み時間や放課後に学校図書館を自由に利用できるようにする 

８ 友だち同士でおすすめの本を教え合う 

９ 区立図書館が自分たちの世代におすすめの本を紹介する 

10 テレビや雑誌、インターネットなどで同世代が読んでいる本を紹介する 

11 スマートフォンにおすすめの本が届く 

12 本屋が自分たちの世代におすすめの本を紹介する 

13 俳優やアイドル、歌手とタイアップして本を紹介する 

14 テレビやゲーム、インターネットを利用する時間を制限する 

15 その他（                             ） 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力、ありがとうございました。 
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音声 

コード 

音声 

コード 

 

本計画の主体は、品川区立図書館が

中心となって、家庭、地域、保育園・

幼稚園・小学校・中学校・義務教育学

校・高等学校・大学・児童センター・

すまいるスクール・児童相談所等、子

ども関連施設、さらには区内で活動す

る子ども関連団体と連携して推進し

ていくものとします。 

 

子どもの読書活動の推進に関す

る法律（平成 13 年成立）では、子

どもを０ 18 歳と定義しています。

本計画では、さらに大学生段階まで

を含めて対象としてアプローチす

ることにより、乳幼児期から大学生

段階に至るまで切れ目なく読書活

動を展開することを目指します。 

すべての子どもたちが、読書や本の活用等を通じて、 

豊かな感性を育み、実り多き人生を送る力を身につける 

 読書は、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、想像力などを豊かにします。子ど 

もたちが読書を通じて豊かな感性を育むことは、将来の人生において多くの困難を乗 

り越えていくための大きな力になります。このことから読書に親しむことのできる環 

境は、どんな境遇にある子どもたちにも、与えられるべきものと考えます。障害のあ 

る子ども、外国にルーツがある子ども、時間的・経済的に余裕のない子ども等、配慮 

を必要とする子どもたちに寄り添い、すべての子ども 

たちが読書に親しめる環境づくりを進めます。 

 また、子どもと接する大人たちが、読書活動の大切さ 

をあらためて見直し、図書館・学校・家庭・地域が一体 

となって読書の機会・きっかけづくりをしていくことで、 

子どもたちがより本に親しむことを目指します。 

品川区子ども読書活動推進計画 

（令和７年度～１１年度） 

概要版 

目的 

計画の対象 

    

〇乳幼児啓発事業「はじめてのえほん よんで よんで」  

〇児童サービスボランティア・地域読み聞かせボランティア向け講座の実施 

〇保育園・幼稚園等への訪問おはなし会・来館おはなし会の実施   など 

１・乳幼児期における読書活動推進のための施策 

 

〇図書館員体験 

〇学校等への訪問おはなし会・ブックトークの実施 

〇学校図書館運営サポート   など 

２・小学生段階における読書活動推進のための施策 

    

〇ティーンズボランティア 

〇Let`s Read！、図書館新聞、おすすめ本リスト等のＰＲ物の作成・配布 

〇学校でのブックトーク・ビブリオバトル出前授業の実施   など 

３・中学生段階における読書活動推進のための施策 

    

〇ティーンズ書評バトルの実施 

〇学校でのブックトーク・ビブリオバトル出前授業の実施 

〇高等学校、大学等との連携   など 

４・高校生・大学生段階における読書活動推進のための施策 

    

〇子ども向け大活字本、ＬＬブック、点字図書、さわる絵本、マルチメディ 

 アＤＡＩＳＹ図書等バリアフリー図書や多言語の資料の収集 

〇子どもの多様性に対応したアプローチ 

〇区内の関連施設等との連携   など 

５・より良い読書環境づくりのための施策 

    

〇各種ＳＮＳの利用を含め、子どもに届く広く多様な情報発信 

〇図書館ホームページの「こどものページ」「ＴＥＥＮｓのページ」を魅力 

 的かつ使いやすいものへ更新、子どもの読書活動に関心のある大人に向け

たページの充実  など 

６・子どもの読書活動を進めるための情報発信 

計画推進のための施策 

※右側の二次元コードを読み取ると、品川区立図書館のホームページにアクセスでき、 

品川区子ども読書活動推進計画の本編をご覧いただくことができます。 
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【乳幼児期】

保護者等、安心できる人たちとふれあう中で、

「わらべうた」等を聞き、声を聞く心地よさを味
わい、絵本を読み聞かせてもらって言葉を育み、
いろいろな本に親しみます。

【小学生段階】

読み聞かせからひとり読みへスムーズに移行し、

様々な本に出合って、読書の世界を広げるととも
に、本等を活用して知りたいことを調べる力、情
報を取捨選択する力を身につけます。

【中学生段階】

一人ひとり異なる読書興味を追求するとともに、

本やインターネットから得た情報を活用し、社会
に主体的に関わろうとする意識・意欲を育み、そ
のための能力を高めます。

【高校生段階】

読書の幅を広げるとともに、本やインターネッ

トから得た知識・情報を活用して、主体的に社会
へ参画し、情報を発信する側に立つべく、情報活
用能力を身につけます。

【大学生段階】

地域の大学生世代同志がつながり、中学生・高

校生ともつながって、区の子ども読書活動推進の
一翼を担うことを目指します。

【保護者等周りの大人たち】

子どもたちと一緒に、読書を楽しみます。

本を読むことをためらう子どもたちも、少しの手助けで読むようになることを認識し、
実際に子どもたちを読書に導くことを目指します。

より良い読書環境のために

誰もが、気軽に、

読書の楽しさを味わえる

環境づくりを目指します。

障害の有無に関わらず

誰でも読書に親しめる

環境づくり

多言語で読書ができ

日本語習得の支援にも

つながる環境づくり

身近な場所で読書に

つながることができる

環境づくり

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
読
書
や
本
の
活
用
等
を
通
じ
て
、

豊
か
な
感
性
を
育
み
、
実
り
多
き
人
生
を
送
る
力
を
身
に
つ
け
る

目的

本を読む

子どもを増やす

子どもの多様性

に対応する

デジタル社会の

メリットを活かす

子どもの声を聴く

策定の視点

社
会
の
一
層
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
踏
ま
え
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
幅
広
く
捉
え
、

図
書
館
・学
校
・家
庭
・地
域
が
連
携
し
て

豊
か
な
読
書
体
験
の
機
会
を
創
出
し
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
つ
な
げ
る
。

目標 段階別目標

音声 

コード 

音声 

コード 

計画の体系 

※ウェルビーイング：誰もが自分らしくそれぞれの幸せや生きがいを感じるとともに、社会全体が幸せや豊かさを感じられること 

※ 


